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I.調査の概要



１．調査の目的

本調査は『伊達市第３次総合計画前期基本計画(令和５年度～令和９年度)』に掲げる施策

に対する市民意識や、まちづくり全般に対する市民の意向等を把握し、これからのまちづ

くりを考え、次期戦略策定の基礎資料とするために実施しました。
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I.調査の概要

２．調査設計

① 調査対象地域 伊達市全域

② 調査対象 令和6年7月1日現在、伊達市内在住の満16歳以上

の男女から無作為抽出(日本国籍以外の方を除く)

③ 調査数 3,000人

④ 調査方法 郵送による配布・インターネットによる回収・回答

⑤ 調査期間 令和6年7月8日(月)～令和6年7月22日(月)

⑥ 回収結果

※今回の調査では、同様の設問内容であった令和元年・3年・5年との比較を行っています。

3．報告書の見方

① 図表中の「 n 数」は集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件に該当する
人）を示しています。

② 回答結果の割合「％」は、有効サンプル数に対してそれぞれの回答数の割合を小数点以
下第２位で四捨五入したものです。そのため、単純回答（複数の選択肢から１つの選択肢
を選ぶ方式）であっても、合計値が 100 ％にならない場合があります。

③ 複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択
肢ごとの有効回答数に対してそれぞれの割合を示しています。そのため、合計が
100 ％・サンプル数を超えることがあります。

④ 図表中において「無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が
困難なものです。

⑤ クロス表の数値が低い部分については、グラフを見やすくするために表現を省略してい
ることがあります。

項目 令和元年 令和３年 令和５年 令和６年

配布数(人) 2,000 3,000 3,000 3,000

回収数(人) 672 1,059 905 923

郵送 672 1,059 689 625

インターネット - - 216 298

有効回収率 33.6％ 35.3％ 30.2％ 30.8%



Ⅱ.アンケート調査結果



問１ あなたご自身のことについて、それぞれの項目にあてはまる番号１つに〇印をつけてください。

 回答者の性別は、例年『⼥性』の⽅が上回っておりましたが、今年度は『男性』が上回っています。

 今年度から『その他』が追加されています。
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男性
50.1%

男性
45.4%

男性
44.8%

男性
45.2%

女性
49.3%

女性
54.0%

女性
55.0%

女性
54.2%

その他
0.1%

無回答
0.5%

無回答
0.6%

無回答
0.3%

無回答
0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和6年度
n=923

令和5年度
n=905

令和3年度
n=1,059

令和元年度
n=672

※その他は令和6年度のアンケートより追加された項目

1 回答者の属性について

（１）性別

 今年度回答者の年齢構成は『70歳以上』が最も多く28.5%となっており、次点に『60代』が多くなっています。

 今年度の年齢構成は他年度との⽐較を⾒ていくと、10代〜40代は例年より微⼩ですが上回っています。

 令和元年度と⽐べ、『10代』は9.1％下がっており、『70歳以上』は13.6％は上がっています。

（2）年齢

10 代
1.6%

10 代
3.2%

10 代
2.8%

10 代
10.7%

20 代
5.4%

20 代
4.6%

20 代
6.1%

20 代
10.1%

30 代
10.6%

30 代
7.8%

30 代
8.7%

30 代
11.3%

40 代
13.1%

40 代
11.8%

40 代
12.4%

40 代
12.9%

50 代
15.9%

50 代
17.1%

50 代
14.4%

50 代
16.8%

60 代
24.3%

60 代
25.1%

60 代
27.4%

60 代
23.1%

70 歳以上
28.5%

70 歳以上
29.9%

70 歳以上
28.1%

70 歳以上
14.9%

無回答
0.5%

無回答
0.3%

無回答
0.0%

無回答
0.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和6年度
n=923

令和5年度
n=905

令和3年度
n=1,059

令和元年度
n=672



 今年度も例年同様、『会社員』が最も多く、次点に『無職』・『パート・アルバイト』と続いています。

 今年度の『会社員』の割合は歴代でも最⾼の数値となっています。
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※令和元年の「パート・アルバイト」は「パートタイマー、アルバイト、内職」の項目で算出

会社員
32.0%

会社員
26.5%

会社員
28.2%

会社員
28.4%

公務員・教職員
4.2%

公務員・教職員
5.5%

公務員・教職員
5.6%

公務員・教職員
2.5%

パート・アルバイト
12.5%

パート・アルバイト
14.8%

パート・アルバイト
11.3%

パート・アルバイト
14.7%

自営業
7.3%

自営業
5.4%

自営業
7.0%

自営業
5.5%

農林業
5.7%

農林業
4.9%

農林業
5.9%

農林業
5.1%

学生
2.1%

学生
2.9%

学生
4.1%

学生
10.7%

専業主婦・主夫
10.3%
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12.0%

専業主婦・主夫
12.5%

専業主婦・主夫
10.0%

無職
20.9%
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23.3%
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20.7%

無職
18.3%

その他
4.3%

その他
3.6%

その他
4.3%
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4.6%

無回答
0.8%

無回答
1.0%

無回答
0.5%

無回答
0.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和6年度
n=923

令和5年度
n=905

令和3年度
n=1,059

令和元年度
n=672

（3）職業

 居住地域については『保原地域』が最も多く、次点に『伊達地域』 ・『梁川地域』と続いています。

 令和元年度からの推移を⾒ていくと、『伊達地域』は年々増加しています。

（4）居住地域

伊達地域
23.3%

伊達地域
21.8%

伊達地域
20.9%

伊達地域
18.5%
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23.0%
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33.1%
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10.2%

霊山地域
10.7%

霊山地域
11.5%

霊山地域
10.7%

月舘地域
5.5%

月舘地域
4.0%

月舘地域
6.0%

月舘地域
6.3%

無回答
1.5%

無回答
2.4%

無回答
1.7%

無回答
0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和6年度
n=923

令和5年度
n=905

令和3年度
n=1,059

令和元年度
n=672



 年齢ごとに男⼥⽐率を⾒ていくと、『10代』『男性』が60％、『20代』『⼥性』が同率の60％となっています。

それぞれの次点に『40代』 『男性』・『50代』『⼥性』となっており、それぞれ違う年齢構成となっています。
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（5）性別×年齢

（6）年齢×居住地域

 地域ごとに年齢構成を⾒ていくと、全体で最も多い年代は『70歳以上』となっています。

 どの地域も50代〜70代が全体の半分以上を占めています。

n=

923

10代 15

20代 50

30代 98

40代 121

50代 147

60代 224

70歳以上 263

無回答 5

年
齢

全体

1%未満のデータラベルは非表示

50.1%

60.0%

38.0%

50.0%

54.5%

45.6%

48.7%

54.0%

20.0%

49.3%

40.0%

60.0%

50.0%

45.5%

54.4%

50.9%

46.0%

2.0%

80.0%

男性 女性 その他 無回答

n=

923

伊達地域 215

梁川地域 212

保原地域 337

霊山地域 94

月舘地域 51

無回答 14

居
住
地
域

全体

1%未満のデータラベルは非表示

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上 無回答

1.6%

2.3%

1.9%

7.8%

5.4%

9.8%

2.4%

5.9%

3.2%

2.0%

10.6%

14.4%

8.5%

9.5%

10.6%

11.8%

7.1%

13.1%

12.1%

11.8%

16.3%

8.5%

9.8%

14.3%

15.9%

21.4%

16.0%

14.2%

17.0%

5.9%

24.3%

20.0%

25.0%

24.0%

28.7%

35.3%

14.3%

28.5%

20.0%

34.4%

29.4%

30.9%

27.5%

35.7%

1.1%

28.6%



問２ あなたは、伊達市に対して「自分のまち」としての愛着をどの程度感じていますか。（１つに○印）

 伊達市への愛着度の全体を⾒ていくと、『愛着を感じている』が35.1%、『どちらかといえば愛着を感じている』が40.7％となっ
ています。愛着を感じている全体の割合は合計で75.8%となり、約8割の⽅が愛着を持っています。

 性別ごとに⾒ていくと、愛着を感じている⼈の全体の割合は、男⼥共に70％を超える割合となっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『70歳以上』で『愛着を感じている』⼈の割合は46.8％と他に⽐べて⾼くなっています。
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伊達市への愛着度（性別・年齢別）

2 まちへの愛着度と定住意向などについて

n=

923

男性 462

女性 455

その他 1

無回答 5

性
別

全体

1%未満のデータラベルは非表示

愛着を感じている
どちらかといえば愛着

を感じている
どちらともいえない

どちらかといえば愛着

を感じていない
愛着を感じていない 無回答

35.1%

40.5%

29.9%

20.0%

40.7%

37.7%

44.4%

16.3%

15.6%

17.1%

4.9%

3.7%

6.2%

2.1%

2.2%

1.8%

100.0%

1.0%

80.0%

n=

923

10代 15

20代 50

30代 98

40代 121

50代 147

60代 224

70歳以上 263

無回答 5
1%未満のデータラベルは非表示

全体

年
齢

35.1%

26.7%

28.0%

27.6%

25.6%

30.6%

35.3%

46.8%

20.0%

40.7%

33.3%

46.0%

44.9%

47.9%

42.9%

42.9%

33.1%

16.3%

13.3%

12.0%

16.3%

19.8%

18.4%

16.1%

14.8%

4.9%

6.7%

8.0%

7.1%

5.0%

5.4%

3.1%

4.6%

2.1%

20.0%

6.0%

4.1%

1.7%

2.0%

1.0%

1.8%

80.0%



 伊達市に愛着を感じている⼈の全体を⾒ていくと、『愛着を感じている』が35.1%、『どちらかといえば愛着を感じている』が
40.7％となっています。合計で75.8%となっており、約8割の⼈が愛着を持っています。

 職業ごとに⾒ていくと、『農林業』では愛着を感じている全体の割合が最も多く、83.0％となっています。

 地域ごとに⾒ていくと、愛着を感じている⼈の全体の割合は、保原地域が最も⾼く、78.6%となっています。
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伊達市への愛着度（職業別・居住地域別）

問２ あなたは、伊達市に対して「自分のまち」としての愛着をどの程度感じていますか。（１つに○印）

n=

923

会社員 295

公務員・教職員 39

パート・アルバイト 115

自営業 67

農林業 53

学生 19

専業主婦・主夫 95

無職 193

その他 40

無回答 7

全体

職
業

1%未満のデータラベルは非表示

愛着を感じている
どちらかといえば愛着

を感じている
どちらともいえない

どちらかといえば愛着

を感じていない
愛着を感じていない 無回答

35.1%

30.5%

30.8%

33.0%

37.3%

43.4%

26.3%

31.6%

44.6%

35.0%

14.3%

40.7%

45.1%

46.2%

39.1%

38.8%

39.6%

42.1%

45.3%

32.1%

45.0%

28.6%

16.3%

15.3%

15.4%

20.0%

20.9%

9.4%

10.5%

14.7%

19.2%

10.0%

4.9%

5.8%

7.7%

6.1%

3.0%

3.8%

10.5%

4.2%

2.6%

7.5%

2.1%

3.1%

1.7%

1.9%

10.5%

3.2%

2.5%

1.0%

1.9%

1.1%

1.0%

57.1%

n=

923

伊達地域 215

梁川地域 212

保原地域 337

霊山地域 94

月舘地域 51

無回答 14
1%未満のデータラベルは非表示

全体

居
住
地
域

35.1%

33.0%

36.3%

37.7%

29.8%

35.3%

21.4%

40.7%

44.2%

35.8%

40.9%

46.8%

33.3%

42.9%

16.3%

15.3%

18.9%

15.1%

17.0%

17.6%

7.1%

4.9%

4.7%

6.6%

4.2%

3.2%

7.8%

2.1%

1.4%

2.4%

1.8%

2.1%

5.9%

1.0%

1.4%

1.1%

28.6%



 伊達市への定住意向の全体を⾒ていくと、『住み続けたい』が52.8％、次点に『どちらかといえば住み続けたい』が27.0%と
なっており、住み続けたい全体の割合は79.8%となっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『70歳以上』ではの74.1%が『住み続けたい』を選択しており、次点に10％以上差をつけています。
年齢が⾼くなっていくほど、『住み続けたい』割合が多くなっています。『10代』の住み続けたい全体の割合は26.6％となってお
り、他の年齢と⽐べると最も低くなっています。
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今後の伊達市への定住意向（性別、年齢別）

問３ あなたは、これからも伊達市に住み続けたいと思いますか。（１つに○印）

n=

923

男性 462

女性 455

その他 1

無回答 5

全体

性
別

1%未満のデータラベルは非表示

住み続けたい
どちらかといえば

住み続けたい

どちらともいえ

ない

どちらかといえば

住みたくない
住みたくない 無回答

52.8%

57.6%

48.4%

20.0%

27.0%

24.0%

30.3%

14.4%

13.4%

15.6%

3.6%

2.8%

4.4%

1.4%

1.9%

100.0%

80.0%

n=

923

10代 15

20代 50

30代 98

40代 121

50代 147

60代 224

70歳以上 263

無回答 5
1%未満のデータラベルは非表示

全体

年
齢

52.8%

13.3%

38.0%

37.8%

38.0%

42.2%

55.8%

74.1%

20.0%

27.0%

13.3%

32.0%

37.8%

30.6%

34.0%

29.0%

16.0%

14.4%

40.0%

16.0%

18.4%

24.0%

19.7%

10.7%

7.2%

3.6%

6.7%

10.0%

4.1%

7.4%

3.4%

2.2%

1.5%

1.4%

26.7%

4.0%

2.0%

1.1%

1.3%

80.0%



 職業ごとに⾒ていくと、住み続けたい全体の割合が⾼いのは、『農林業』となっており、88.7%で、次点に『公務員・教職員』が
87.2％となっています。一⽅で、最も低い数字は『学生』で31.6％となっており、こちらは他の職業に⽐べ40％以上低い数
字となっています。

 地域ごとに⾒ていくと、住み続けたい全体の割合が最も⾼いのは『伊達地域』が81.9％となっています。
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今後の伊達市への定住意向（職業別、居住地域別）

問３ あなたは、これからも伊達市に住み続けたいと思いますか。（１つに○印）

n=

923

会社員 295

公務員・教職員 39

パート・アルバイト 115

自営業 67

農林業 53

学生 19

専業主婦・主夫 95

無職 193

その他 40

無回答 7

全体

職
業

1%未満のデータラベルは非表示

住み続けたい
どちらかといえば

住み続けたい

どちらともいえ

ない

どちらかといえば

住みたくない
住みたくない 無回答

52.8%

45.1%

43.6%

48.7%

58.2%

75.5%

21.1%

56.8%

63.7%

45.0%

42.9%

27.0%

28.8%

43.6%

33.0%

28.4%

13.2%

10.5%

23.2%

23.3%

35.0%

14.4%

18.0%

10.3%

13.9%

10.4%

3.8%

47.4%

14.7%

10.9%

17.5%

3.6%

6.1%

2.6%

3.5%

3.0%

3.8%

5.3%

2.1%

1.0%

2.5%

1.4%

2.0%

1.9%

15.8%

1.1%

1.9%

2.1%

57.1%

n=

923

伊達地域 215

梁川地域 212

保原地域 337

霊山地域 94

月舘地域 51

無回答 14
1%未満のデータラベルは非表示

全体

居
住
地
域

52.8%

48.4%

53.3%

57.9%

45.7%

52.9%

35.7%

27.0%

33.5%

26.4%

23.7%

30.9%

17.6%

21.4%

14.4%

14.4%

13.7%

14.8%

16.0%

11.8%

14.3%

3.6%

2.3%

4.7%

2.4%

5.3%

9.8%

1.4%

1.9%

1.1%

7.8%

1.1%

28.6%



 伊達市に備わっている魅⼒の全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『豊かな自然』が53.7％となり、次点に『買物の利便性』が
26.7％、『おいしい⾷べ物』が21.9%となっています。一⽅で『若者の遊ぶ場所』は0.0%、『整備された情報通信網』『豊富
な働く場』は同率で0.4%と低い数値となっています。

 性別ごとに⾒ていくと、上位3つの項目は全てにおいて⼥性の⽅が上回っています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『豊かな自然』はすべての年代で最も⾼い割合になっています。

12

伊達市の魅⼒（性別、年齢別）（複数回答）

問４ あなたは、伊達市に備わっている魅⼒は何だと思いますか。（３つまで○印）

n=10以上の場合

[比率の差]無回答除く
全体+10ポイント
全体+5ポイント

n=

豊
か
な
自
然

買
物
の
利
便
性

お
い
し
い
食
べ
物

道
路
・
交
通
の
利
便
性

住
み
や
す
い
住
宅
地

特
に
魅
力
を
感
じ
な
い

人
情
味
や
地
域
の
連
帯
感

上
・
下
水
道
や
ご
み
処
理
施
設
な

ど
の
生
活
環
境
施
設

歴
史
文
化
や
伝
統
芸
能

子
育
て
・
教
育
環
境

活
力
あ
る
産
業
や
特
産
品

福
祉
サ
ー
ビ
ス

消
防
・
防
災
・
防
犯
体
制

保
健
・
医
療
環
境

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
環
境

魅
力
あ
る
観
光
資
源

そ
の
他

無
回
答

整
備
さ
れ
た
情
報
通
信
網

豊
富
な
働
く
場

若
者
の
遊
ぶ
場
所

923 53.7% 26.7% 21.9% 19.6% 17.8% 14.7% 13.1% 10.5% 9.8% 8.2% 5.9% 5.2% 4.8% 4.7% 3.0% 1.6% 1.5% 1.2% 0.4% 0.4% 0.0%

男性 462 51.1% 25.1% 18.2% 24.0% 18.6% 17.7% 13.0% 11.9% 10.2% 6.9% 6.1% 4.3% 6.5% 4.8% 3.0% 1.9% 1.5% 0.9% 0.4% 0.4% 0.0%

女性 455 56.7% 28.4% 25.9% 15.2% 16.9% 11.9% 13.4% 9.0% 9.5% 9.7% 5.7% 6.2% 3.1% 4.6% 2.9% 1.3% 1.5% 0.9% 0.7% 0.4% 0.0%

その他 1 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 5 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

10代 15 46.7% 26.7% 26.7% 6.7% 6.7% 26.7% 0.0% 6.7% 0.0% 6.7% 0.0% 0.0% 6.7% 6.7% 13.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

20代 50 48.0% 14.0% 12.0% 6.0% 30.0% 14.0% 10.0% 10.0% 8.0% 8.0% 2.0% 0.0% 4.0% 2.0% 6.0% 2.0% 2.0% 2.0% 0.0% 0.0% 0.0%

30代 98 54.1% 29.6% 17.3% 15.3% 16.3% 16.3% 8.2% 7.1% 5.1% 29.6% 7.1% 3.1% 1.0% 2.0% 0.0% 0.0% 3.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

40代 121 48.8% 27.3% 23.1% 14.0% 17.4% 17.4% 9.9% 5.8% 9.9% 15.7% 6.6% 4.1% 2.5% 5.8% 2.5% 2.5% 1.7% 1.7% 0.8% 0.0% 0.0%

50代 147 53.1% 23.1% 18.4% 21.1% 17.0% 15.0% 10.2% 5.4% 13.6% 6.8% 6.1% 4.8% 3.4% 4.1% 3.4% 1.4% 0.0% 1.4% 0.7% 0.7% 0.0%

60代 224 57.1% 29.0% 18.8% 21.0% 14.3% 15.2% 15.6% 9.4% 8.0% 2.2% 6.7% 7.6% 5.4% 4.5% 3.6% 1.8% 1.3% 0.9% 0.4% 0.4% 0.0%

70歳以上 263 55.5% 27.8% 29.3% 25.5% 20.5% 12.2% 17.5% 17.9% 11.4% 3.0% 4.9% 6.1% 7.6% 6.1% 2.7% 1.9% 1.9% 0.4% 0.4% 0.8% 0.0%

無回答 5 20.0% 20.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 60.0% 0.0% 0.0% 0.0%

性
別

全体

年
齢

53.7%

26.7%
21.9%

19.6% 17.8%
14.7% 13.1%

10.5% 9.8% 8.2%
5.9% 5.2% 4.8% 4.7% 3.0% 1.6% 1.5% 1.2% 0.4% 0.4% 0.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%



 職業ごとに⾒ていくと、『豊かな自然』は『農林業』が最も⾼く60.4%、次点に『公務員・教職員』が59.0%となっています。
『豊かな自然』はどの職業でも50％を超える割合となっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『豊かな自然』が最も⾼い地域は『霊⼭地域』で73.4％となっています。

13

伊達市の魅⼒（職業別、居住地域別）（複数回答）

問４ あなたは、伊達市に備わっている魅⼒は何だと思いますか。（３つまで○印）

n=10以上の場合

[比率の差]無回答除く
全体+10ポイント
全体+5ポイント

n=

豊
か
な
自
然

買
物
の
利
便
性

お
い
し
い
食
べ
物

道
路
・
交
通
の
利
便
性

住
み
や
す
い
住
宅
地

特
に
魅
力
を
感
じ
な
い

人
情
味
や
地
域
の
連
帯
感

上
・
下
水
道
や
ご
み
処
理
施
設

な
ど
の
生
活
環
境
施
設

歴
史
文
化
や
伝
統
芸
能

子
育
て
・
教
育
環
境

活
力
あ
る
産
業
や
特
産
品

福
祉
サ
ー
ビ
ス

消
防
・
防
災
・
防
犯
体
制

保
健
・
医
療
環
境

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
環
境

魅
力
あ
る
観
光
資
源

そ
の
他

無
回
答

整
備
さ
れ
た
情
報
通
信
網

豊
富
な
働
く
場

若
者
の
遊
ぶ
場
所

923 53.7% 26.7% 21.9% 19.6% 17.8% 14.7% 13.1% 10.5% 9.8% 8.2% 5.9% 5.2% 4.8% 4.7% 3.0% 1.6% 1.5% 1.2% 0.4% 0.4% 0.0%

会社員 295 53.2% 25.4% 16.3% 20.3% 18.6% 18.6% 9.5% 6.8% 8.5% 8.8% 4.7% 3.7% 2.7% 3.1% 4.1% 2.0% 1.4% 0.7% 0.0% 0.3% 0.0%

公務員・教職員 39 59.0% 23.1% 20.5% 12.8% 12.8% 10.3% 7.7% 2.6% 17.9% 28.2% 12.8% 2.6% 7.7% 2.6% 2.6% 2.6% 2.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

パート・アルバイト 115 53.0% 28.7% 21.7% 14.8% 19.1% 11.3% 12.2% 10.4% 13.9% 13.0% 4.3% 5.2% 4.3% 4.3% 0.9% 1.7% 1.7% 2.6% 0.0% 0.9% 0.0%

自営業 67 50.7% 22.4% 19.4% 19.4% 14.9% 14.9% 19.4% 9.0% 13.4% 10.4% 6.0% 9.0% 6.0% 6.0% 6.0% 3.0% 1.5% 0.0% 3.0% 0.0% 0.0%

農林業 53 60.4% 26.4% 30.2% 15.1% 15.1% 15.1% 17.0% 17.0% 9.4% 1.9% 5.7% 5.7% 5.7% 5.7% 0.0% 0.0% 1.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

学生 19 52.6% 21.1% 15.8% 5.3% 26.3% 15.8% 0.0% 10.5% 0.0% 10.5% 5.3% 0.0% 10.5% 5.3% 10.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

専業主婦・主夫 95 54.7% 26.3% 29.5% 13.7% 21.1% 12.6% 14.7% 11.6% 5.3% 8.4% 6.3% 7.4% 2.1% 4.2% 1.1% 1.1% 0.0% 2.1% 0.0% 1.1% 0.0%

無職 193 52.8% 32.1% 24.9% 30.6% 16.1% 11.9% 16.1% 16.6% 8.3% 2.6% 6.2% 7.3% 8.3% 8.3% 3.6% 1.6% 2.1% 0.5% 1.0% 0.5% 0.0%

その他 40 52.5% 17.5% 30.0% 7.5% 17.5% 20.0% 20.0% 7.5% 17.5% 2.5% 10.0% 0.0% 2.5% 0.0% 0.0% 0.0% 2.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 7 57.1% 28.6% 14.3% 28.6% 14.3% 0.0% 14.3% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 42.9% 0.0% 0.0% 0.0%

伊達地域 215 41.9% 33.5% 18.1% 37.7% 28.8% 8.4% 9.8% 9.8% 6.0% 12.6% 7.0% 5.1% 1.9% 4.7% 3.7% 1.4% 0.9% 0.5% 0.0% 0.5% 0.0%

梁川地域 212 60.8% 11.3% 30.2% 9.4% 9.9% 22.6% 9.4% 16.5% 13.2% 4.7% 5.7% 4.7% 6.6% 4.2% 3.3% 1.4% 1.4% 1.4% 0.0% 0.5% 0.0%

保原地域 337 49.0% 40.7% 18.7% 19.6% 20.5% 12.8% 11.0% 9.8% 4.5% 9.8% 5.6% 4.7% 5.6% 5.3% 3.0% 0.6% 2.4% 1.2% 0.9% 0.3% 0.0%

霊山地域 94 73.4% 7.4% 20.2% 7.4% 8.5% 17.0% 27.7% 4.3% 28.7% 5.3% 5.3% 7.4% 3.2% 3.2% 2.1% 7.4% 1.1% 0.0% 1.1% 1.1% 0.0%

月舘地域 51 68.6% 2.0% 25.5% 5.9% 5.9% 21.6% 31.4% 5.9% 13.7% 2.0% 3.9% 3.9% 3.9% 5.9% 2.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 14 57.1% 35.7% 28.6% 28.6% 7.1% 0.0% 7.1% 7.1% 0.0% 0.0% 7.1% 14.3% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 21.4% 0.0% 0.0% 0.0%

全体

職
業

居
住
地
域

53.7%

26.7%
21.9%

19.6% 17.8%
14.7% 13.1%

10.5% 9.8% 8.2%
5.9% 5.2% 4.8% 4.7% 3.0% 1.6% 1.5% 1.2% 0.4% 0.4% 0.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%



 伊達市に不⾜していることの全体を⾒ていくと、『豊富な働く場』が34.0％と最も⾼く、次点に『若者の遊ぶ場所』が30.4％、
『魅⼒ある観光資源』が26.8%となっています。

 性別ごとに⾒ていくと、『⼥性』では『魅⼒ある観光資源』よりも、『道路・交通の利便性』の⽅が⾼くなっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『若者の遊ぶ場所』の割合が10代~40代では最も多くなっています。50代〜70歳以上では『豊富な
働く場』の割合が最も⾼くなっており、世代により意識が変化しているようです。

14

伊達市に不⾜していること（性別、年齢別）（複数回答）

問５ あなたは、伊達市に不⾜していることは何だと思いますか。（３つまで○印）

n=10以上の場合

[比率の差]無回答除く
全体+10ポイント
全体+5ポイント

n=

豊
富
な
働
く
場

若
者
の
遊
ぶ
場
所

魅
力
あ
る
観
光
資
源

道
路
・
交
通
の
利
便
性

保
健
・
医
療
環
境

買
物
の
利
便
性

活
力
あ
る
産
業
や
特
産
品

子
育
て
・
教
育
環
境

福
祉
サ
ー

ビ
ス

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
環
境

上
・
下
水
道
や
ご
み
処
理
施

設
な
ど
の
生
活
環
境
施
設

お
い
し
い
食
べ
物

特
に
魅
力
を
感
じ
な
い

整
備
さ
れ
た
情
報
通
信
網

住
み
や
す
い
住
宅
地

人
情
味
や
地
域
の
連
帯
感

消
防
・
防
災
・
防
犯
体
制

そ
の
他

歴
史
文
化
や
伝
統
芸
能

無
回
答

豊
か
な
自
然

923 34.0% 30.4% 26.8% 21.0% 20.5% 19.5% 19.1% 12.2% 11.5% 8.0% 7.9% 6.0% 5.1% 4.8% 4.6% 4.2% 3.0% 2.9% 2.4% 1.7% 1.0%

男性 462 35.1% 29.9% 27.3% 18.4% 19.3% 15.6% 24.0% 12.8% 13.9% 7.4% 7.8% 6.5% 4.3% 5.6% 4.3% 4.5% 3.7% 2.4% 4.1% 1.1% 1.1%

女性 455 33.0% 31.0% 23.7% 24.0% 20.9% 21.1% 16.0% 10.8% 11.4% 7.9% 7.9% 5.3% 5.9% 4.0% 4.8% 4.0% 3.5% 3.3% 4.0% 1.8% 0.9%

その他 1 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 5 40.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 60.0% 0.0%

10代 15 6.7% 73.3% 40.0% 33.3% 0.0% 33.3% 6.7% 0.0% 0.0% 6.7% 0.0% 6.7% 0.0% 6.7% 13.3% 0.0% 0.0% 6.7% 0.0% 0.0% 0.0%

20代 50 36.0% 64.0% 20.0% 20.0% 6.0% 26.0% 10.0% 14.0% 4.0% 2.0% 2.0% 8.0% 2.0% 0.0% 2.0% 0.0% 0.0% 4.0% 4.0% 2.0% 0.0%

30代 98 23.5% 49.0% 31.6% 19.4% 16.3% 20.4% 14.3% 19.4% 5.1% 9.2% 5.1% 12.2% 1.0% 6.1% 5.1% 2.0% 2.0% 1.0% 1.0% 0.0% 1.0%

40代 121 33.1% 49.6% 22.3% 21.5% 19.0% 20.7% 11.6% 19.0% 11.6% 7.4% 8.3% 7.4% 4.1% 6.6% 3.3% 2.5% 1.7% 2.5% 0.8% 0.8% 0.0%

50代 147 40.8% 23.8% 29.3% 17.7% 21.8% 15.0% 24.5% 10.2% 11.6% 11.6% 5.4% 7.5% 4.1% 5.4% 4.8% 2.0% 2.0% 2.0% 4.1% 2.0% 2.7%

60代 224 31.7% 21.4% 28.6% 21.4% 27.2% 19.6% 19.6% 9.8% 14.7% 6.3% 8.9% 3.6% 6.3% 5.4% 5.8% 5.4% 4.5% 2.7% 0.4% 2.2% 0.4%

70歳以上 263 38.0% 17.5% 24.7% 22.8% 20.5% 19.4% 23.6% 9.9% 13.3% 8.4% 11.0% 3.8% 7.6% 3.4% 3.8% 7.2% 4.2% 4.2% 4.2% 1.1% 1.1%

無回答 5 20.0% 20.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 60.0% 0.0%

全体

性
別

年
齢

34.0%

30.4%

26.8%

21.0% 20.5% 19.5% 19.1%

12.2% 11.5%

8.0% 7.9%
6.0% 5.1% 4.8% 4.6% 4.2% 3.0% 2.9% 2.4% 1.7% 1.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%



 職業ごとに⾒ていくと、『学生』『自営業』『専業主婦・主夫』以外の職業は『豊富な働く場所』を選んだ割合が30％を超えて
います。学生は『若者の遊ぶ場所』で63.2%と⾼い割合をしめています。

 地域ごとに⾒ていくと、『買物の利便性』の部分で『⽉舘地域』で52.9%と⾼い割合ですが、『保原地域』では9.5%と低い割
合となっており、約40％の差となっています。

15

伊達市に不⾜していること（職業別、居住地域別）（複数回答）

問５ あなたは、伊達市に不⾜していることは何だと思いますか。（３つまで○印）

n=10以上の場合

[比率の差]無回答除く
全体+10ポイント
全体+5ポイント

n=

豊
富
な
働
く
場

若
者
の
遊
ぶ
場
所

魅
力
あ
る
観
光
資
源

道
路
・
交
通
の
利
便
性

保
健
・
医
療
環
境

買
物
の
利
便
性

活
力
あ
る
産
業
や
特
産
品

子
育
て
・
教
育
環
境

福
祉
サ
ー
ビ
ス

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
環
境

上
・
下
水
道
や
ご
み
処
理
施

設
な
ど
の
生
活
環
境
施
設

お
い
し
い
食
べ
物

特
に
魅
力
を
感
じ
な
い

整
備
さ
れ
た
情
報
通
信
網

住
み
や
す
い
住
宅
地

人
情
味
や
地
域
の
連
帯
感

消
防
・
防
災
・
防
犯
体
制

そ
の
他

歴
史
文
化
や
伝
統
芸
能

無
回
答

豊
か
な
自
然

923 34.0% 30.4% 26.8% 21.0% 20.5% 19.5% 19.1% 12.2% 11.5% 8.0% 7.9% 6.0% 5.1% 4.8% 4.6% 4.2% 3.0% 2.9% 2.4% 1.7% 1.0%

会社員 295 35.9% 38.0% 28.5% 19.0% 21.0% 19.3% 15.6% 15.6% 12.2% 7.1% 6.4% 6.8% 3.7% 6.1% 4.4% 2.7% 1.7% 1.7% 2.0% 1.0% 0.3%

公務員・教職員 39 30.8% 35.9% 12.8% 30.8% 17.9% 17.9% 17.9% 17.9% 5.1% 15.4% 5.1% 7.7% 2.6% 0.0% 2.6% 2.6% 2.6% 2.6% 2.6% 2.6% 2.6%

パート・アルバイト 115 40.0% 34.8% 22.6% 18.3% 14.8% 20.0% 20.0% 12.2% 8.7% 11.3% 3.5% 6.1% 4.3% 4.3% 9.6% 5.2% 3.5% 1.7% 1.7% 1.7% 1.7%

自営業 67 29.9% 23.9% 34.3% 17.9% 25.4% 19.4% 26.9% 9.0% 9.0% 10.4% 6.0% 7.5% 9.0% 4.5% 6.0% 4.5% 4.5% 3.0% 3.0% 1.5% 1.5%

農林業 53 34.0% 17.0% 34.0% 24.5% 26.4% 15.1% 24.5% 11.3% 15.1% 1.9% 13.2% 0.0% 3.8% 3.8% 3.8% 5.7% 3.8% 1.9% 5.7% 0.0% 1.9%

学生 19 21.1% 63.2% 36.8% 26.3% 0.0% 26.3% 15.8% 5.3% 0.0% 0.0% 0.0% 10.5% 0.0% 5.3% 10.5% 0.0% 0.0% 5.3% 5.3% 5.3% 0.0%

専業主婦・主夫 95 29.5% 26.3% 23.2% 18.9% 24.2% 23.2% 20.0% 11.6% 7.4% 8.4% 12.6% 5.3% 7.4% 7.4% 1.1% 3.2% 2.1% 2.1% 3.2% 1.1% 0.0%

無職 193 35.8% 19.7% 24.9% 23.8% 20.7% 19.2% 20.2% 9.3% 17.1% 6.7% 9.8% 5.2% 6.7% 3.1% 2.6% 7.3% 4.1% 5.2% 2.1% 1.6% 1.6%

その他 40 22.5% 32.5% 32.5% 25.0% 22.5% 17.5% 20.0% 10.0% 10.0% 12.5% 15.0% 7.5% 5.0% 2.5% 5.0% 2.5% 7.5% 7.5% 0.0% 2.5% 0.0%

無回答 7 28.6% 28.6% 14.3% 14.3% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 42.9% 0.0%

伊達地域 215 27.4% 38.1% 27.4% 15.8% 15.3% 14.0% 16.7% 11.2% 9.8% 12.1% 9.3% 8.4% 5.6% 7.0% 4.7% 3.3% 2.3% 5.1% 1.9% 1.4% 1.9%

梁川地域 212 38.7% 25.9% 28.8% 20.3% 21.2% 25.9% 17.5% 12.3% 13.7% 8.0% 4.7% 4.2% 5.2% 3.3% 6.1% 4.7% 3.8% 1.9% 2.8% 0.9% 1.9%

保原地域 337 32.0% 31.5% 28.8% 18.7% 22.0% 9.5% 21.1% 11.9% 13.1% 7.1% 8.9% 6.8% 6.2% 3.9% 3.6% 5.3% 3.0% 3.0% 3.3% 2.1% 0.3%

霊山地域 94 42.6% 27.7% 18.1% 33.0% 19.1% 36.2% 18.1% 18.1% 8.5% 5.3% 11.7% 3.2% 3.2% 7.4% 2.1% 1.1% 2.1% 1.1% 1.1% 0.0% 0.0%

月舘地域 51 37.3% 15.7% 21.6% 39.2% 33.3% 52.9% 23.5% 9.8% 3.9% 2.0% 0.0% 3.9% 0.0% 3.9% 5.9% 5.9% 5.9% 2.0% 0.0% 2.0% 0.0%

無回答 14 42.9% 28.6% 14.3% 21.4% 14.3% 14.3% 21.4% 7.1% 14.3% 7.1% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 21.4% 0.0%

全体

職
業

居
住
地
域

34.0%

30.4%

26.8%

21.0% 20.5% 19.5% 19.1%

12.2% 11.5%

8.0% 7.9%
6.0% 5.1% 4.8% 4.6% 4.2% 3.0% 2.9% 2.4% 1.7% 1.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%



 市全体や各地域の特徴と課題が伊達市のまちづくりに反映されているかの全体を⾒ていくと、『そう思う』が3.8%、『どちらかと
いえばそう思う』が25.8%となっており、そう思う全体の割合は29.6％となっています。一⽅、『どちらかといえばそう思わない』が
29.9%、『そう思わない』が16.7%となり、そう思わない全体の割合は46.6％と⾼くなっています。

 性別ごとに⾒ていくと、男性でそう思わない全体の割合は52.4％と半分以上の割合を占めています。⼥性も同様に、そう思う
全体の割合に⽐べ、そう思わない全体の割合は41.1％となっており、男性より約10％程低い割合ですが、こちらもそう思わな
い全体の割合は⾼くなっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』はそう思う全体の割合が60.0%と他の世代と⽐べ⾼く、そう思わない全体の割合を上回ってい
ます。一⽅、『70代以上』ではそう思わない全体の割合が51.7％と他の世代と⽐べて⾼くなっています。
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市全体や各地域の特徴と課題がまちづくりに反映されているか（性別、年齢別）

問６ あなたは、市全体や各地域の特徴と課題が伊達市のまちづくりに反映されていると思いますか。（１つに〇印）

n=

923

男性 462

女性 455

その他 1

無回答 5

全体

性
別

1%未満のデータラベルは非表示

そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえ

ばそう思わない
そう思わない わからない 無回答

3.8%

4.1%

3.3%

20.0%

25.8%

23.6%

28.4%

29.9%

33.1%

27.0%

16.7%

19.3%

14.1%

100.0%

22.6%

19.0%

26.4%

20.0%

1.2%

60.0%

n=

923

10代 15

20代 50

30代 98

40代 121

50代 147

60代 224

70歳以上 263

無回答 5
1%未満のデータラベルは非表示

全体

年
齢

3.8%

12.0%

6.1%

4.1%

1.4%

2.7%

3.8%

25.8%

40.0%

20.0%

23.5%

24.0%

27.9%

25.4%

27.4%

29.9%

20.0%

20.0%

29.6%

27.3%

26.5%

34.4%

31.9%

20.0%

16.7%

13.3%

8.0%

14.3%

19.8%

17.0%

14.7%

19.8%

22.6%

26.7%

40.0%

26.5%

24.8%

25.9%

21.9%

15.6%

20.0%

1.2%

1.4%

1.5%

60.0%



 職業ごとに⾒ていくと、『公務員・教職員』は、そう思う・そう思わない全体の割合が同率の35.9%となっており、『学生』ではそ
う思う全体の割合が42.1％、そう思わない全体の割合が31.6％と、職業別の中で唯一そう思う全体の割合が⾼くなっていま
す。

 地域ごとに⾒ていくと、そう思わない全体の割合は全て4割を超えており、そう思う全体の割合は『保原地域』のみ30％を超え
ています。
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市全体や各地域の特徴と課題がまちづくりに反映されているか（職業別、居住地域別）

問６ あなたは、市全体や各地域の特徴と課題が伊達市のまちづくりに反映されていると思いますか。（１つに〇印）

n=

923

会社員 295

公務員・教職員 39

パート・アルバイト 115

自営業 67

農林業 53

学生 19

専業主婦・主夫 95

無職 193

その他 40

無回答 7

全体

職
業

1%未満のデータラベルは非表示

そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえ

ばそう思わない
そう思わない わからない 無回答

3.8%

4.4%

5.1%

1.7%

4.5%

1.9%

10.5%

3.2%

4.1%

2.5%

25.8%

22.4%

30.8%

27.8%

31.3%

28.3%

31.6%

32.6%

23.8%

20.0%

14.3%

29.9%

30.2%

20.5%

27.0%

34.3%

32.1%

15.8%

27.4%

33.2%

35.0%

14.3%

16.7%

18.3%

15.4%

20.9%

14.9%

22.6%

15.8%

9.5%

15.0%

17.5%

22.6%

24.4%

28.2%

21.7%

14.9%

13.2%

26.3%

26.3%

22.3%

22.5%

28.6%

1.2%

1.9%

1.1%

1.6%

2.5%

42.9%

n=

923

伊達地域 215

梁川地域 212

保原地域 337

霊山地域 94

月舘地域 51

無回答 14
1%未満のデータラベルは非表示

全体

居
住
地
域

3.8%

4.2%

4.2%

3.9%

4.3%

25.8%

24.2%

22.2%

28.8%

25.5%

27.5%

28.6%

29.9%

32.6%

36.3%

25.5%

26.6%

29.4%

21.4%

16.7%

12.1%

17.5%

17.5%

19.1%

25.5%

7.1%

22.6%

25.6%

19.3%

23.7%

23.4%

15.7%

21.4%

1.2%

1.4%

1.1%

2.0%

21.4%



満⾜度・重要度からみる取組の優先度

 令和5年の調査でも実施した「満⾜度・重要度の関係」について、今年度も１点から５点までの得点をつけて満⾜度を横軸
に、重要度を縦軸とするプロット図を作成しました。

 令和6年度の満⾜度平均値は3.036/重要度平均値は3.569となりました。令和5年度のそれぞれの平均値は
3.108/3.689となり、昨年度より低くなっていますが、全ての項目は依然として３を上回っています。

 昨年同様、満⾜度・重要度のそれぞれの平均値により、下記のようにA〜Dの4つのグループに分けました。特にAグループは
今後優先的に取り組むべき項目となります。

 全体・居住地域・年齢ごとに分けて項目を⾒ていきます。

満⾜度・重要度によるプロット図イメージ

満⾜度・重要度の得点配分

Aグループ

満⾜度︓平均値より低い

重要度︓平均値より⾼い

Bグループ

満⾜度︓平均値より⾼い

重要度︓平均値より⾼い

Dグループ

満⾜度︓平均値より⾼い

重要度︓平均値より低い

Cグループ

満⾜度︓平均値より低い

重要度︓平均値より低い

3-1 まちの現状と今後の取組について（満⾜度・重要度の関係）
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問７ 伊達市では、伊達市第３次総合計画（令和５年度〜令和14年度）に基づき、各分野にわたる様々な取組を
進めています。以下の項目について、現状の満⾜度と、今後の重要度をおたずねします。

【満⾜度】 あなたは、以下の項目について、現在どの程度満⾜していますか。
それぞれの項目にあてはまる番号１つに〇印をつけてください。

【重要度】あなたは、以下の項目について、今後どの程度重視していますか。
それぞれの項目にあてはまる番号１つに〇印をつけてください。



満⾜度・重要度からみる取組の優先度

 Aグループを⾒ていくと、都市基盤から『公共交通の状況』『道路の整備状況』『⼟地利⽤・市街地整備の状況』が⼊りました。
これらから、交通網の発達・整備に対するニーズが⾼まっていることが分かります。

 産業分野を⾒ていくと、Aグループに『雇⽤対策』『農業振興に関する取組』『商業振興に関する取組』が⼊りました。一⽅で、
分野全体の数値としては全ての項目で満⾜度平均値を下回っています。

 保険・医療・福祉分野を⾒ていくと、すべての項目で満⾜度・重要度が平均を超えています。他にも生活環境分野の項目も
多く、『防災体制』『ごみ処理体制』『消防・救急体制』『防犯体制』『交通安全体制』等が⼊っています。

図中の点線は平均値を表す

全体 満⾜度平均値︓3.036 重要度平均値︓3.569
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満⾜度・重要度からみる取組の優先度

 取組の優先度が⾼いAグループを⾒ていくと、都市基盤分野より「公共交通の状況」「道路の整備状況」「⼟地利⽤・市街
地整備の状況」「公園・緑地の整備状況」の４項目が⼊り、便利で快適な生活に対するニーズの⾼さが表れています。他
に、産業分野から「雇⽤対策」「農業振興に関する取組」が⼊っています。

 産業分野を⾒ていくと、すべての項目で満⾜度が平均値以下となっており、産業活性化などへの取組が強く求められる結果と
なっています。

 生活環境分野のうち「消防・救急体制」「ごみ処理体制」「交通安全体制」などの項目は、満⾜度・重要度ともに⾼く、市⺠
から一定に評価を得ていることが窺えます。また、重要度が最も⾼い「医療体制」の満⾜度は平均値を上回っています。

図中の点線は平均値を表す

全体 満⾜度平均値︓3.108 重要度平均値︓3.689

【参考︓令和5年度調査より 】
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満⾜度・重要度からみる取組の優先度

 伊達地域を⾒ていくと、Aグループで最も多いのは都市基盤分野から『道路の整備状況』『公共交通の状況』『⼟地利⽤・市
街地整備の状況』『公園・緑地整備状況』が⼊っています。他にも産業分野から『雇⽤対策』『商業振興に関する取組』、生
活環境分野から『地球温暖化対策』『環境保全に関する取組』が⼊っています。

 産業分野を⾒ていくと、すべての項目で満⾜度が平均値以下となっています。

 保険・医療・福祉分野を⾒ていくと、『障がい者⽀援体制』が満⾜度・重要度共に平均より低くなっています。

 項目ごとに⾒ていくと、最も満⾜度が⾼いのは『消防・救急体制』となり、最も満⾜度が低いのは『雇⽤対策』となっています。

図中の点線は平均値を表す

伊達地域 満⾜度平均値︓3.195 重要度平均値︓3.738
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満⾜度・重要度からみる取組の優先度

 梁川地域と⾒ていくと、Aグループでは都市基盤分野から『公共交通の状況』『道路の整備状況』『⼟地利⽤・市街地整備の
状況』が⼊っています。他にも産業分野から『雇⽤対策』『農業振興に関する取組』が⼊っています。

 保険・医療・福祉分野を⾒ていくと、すべての項目で満⾜度・重要度が平均を超えています。

 産業分野を⾒ていくと、すべての項目で満⾜度が平均値以下となっています。

 項目ごとに⾒ていくと、最も満⾜度が⾼いのは『消防・救急体制』となり、最も満⾜度が低いのは『公共交通の状況』となってい
ます。

図中の点線は平均値を表す

梁川地域 満⾜度平均値︓3.075 重要度平均値︓3.676
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満⾜度・重要度からみる取組の優先度

 保原地域を⾒ていくと、Aグループには都市基盤分野から『公共交通の状況』『⼟地利⽤・市街地整備の状況』『道路の整
備状況』が⼊っています。他にも産業分野から『雇⽤対策』『農業振興に関する取組』が⼊り、保険・医療・福祉分野から唯
一『地域福祉体制』が⼊っています。

 産業分野を⾒ていくと、すべての項目で満⾜度が平均値以下となっています。

 項目ごとに⾒ていくと、最も満⾜度が⾼いのは『消防・救急体制』となり、最も満⾜度が低いのは『雇⽤対策』となります。

図中の点線は平均値を表す

保原地域 満⾜度平均値︓3.157 重要度平均値︓3.731
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満⾜度・重要度からみる取組の優先度

 霊⼭地域を⾒ていくと、Aグループには都市基盤分野から『道路の整備状況』『⼟地利⽤・市街地整備の状況』『定住・移住
促進対策』『下水道の整備状況』が⼊っています。他の分野では産業分野から『雇⽤対策』『農業振興に関する取組』が⼊り
全体では⾒られなかった⼦育て・教育・⽂化分野から『学校教育環境』が唯一⼊っています。

 産業分野を⾒ていくと、すべての項目で満⾜度が平均値以下となっています。

 項目ごとに⾒ていくと、最も満⾜度が⾼いのは『消防・救急体制』となり、最も満⾜度が低いのは『雇⽤対策』となります。

図中の点線は平均値を表す

霊⼭地域 満⾜度平均値︓3.104 重要度平均値︓3.759
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満⾜度・重要度からみる取組の優先度

 ⽉舘地域を⾒ていくと、Aグループには都市基盤分野から『道路の整備状況』『公共交通の状況』『⼟地利⽤・市街地整備
の状況』が⼊りました。他にも産業分野から『雇⽤対策』『農業振興に関する取組』『森林整備・保全に関する取組』『⼯業振
興に関する取組』が⼊り、保険・医療・福祉分野から唯一『医療体制』が⼊りました。

 産業分野を⾒ていくと、すべての項目で満⾜度が平均値以下となっています。

 項目ごとに⾒ていくと、最も満⾜度が⾼いのは『消防・救急体制』、最も満⾜度が低いのは『公共交通の状況』となります。

図中の点線は平均値を表す

⽉舘地域 満⾜度平均値︓3.058 重要度平均値︓3.694
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満⾜度・重要度からみる取組の優先度

 年齢ごとに⾒ていくと、満⾜度・重要度共に平均値が最も⾼くなっています。

 Aグループを⾒ていくと、都市基盤分野から『公共交通の状況』『道路の整備状況』『⼟地利⽤・市街地整備の状況』が⼊り
ました。
他にも産業分野から『雇⽤対策』『商業振興に関する取組』『森林整備・保全に関する取組』『観光振興に関する取組』が
⼊り、⼦育て・教育・⽂化分野から『学校教育環境』『生涯学習環境』『スポーツ・レクリエーション環境』が⼊っています。

 産業分野を⾒ていくと、すべての項目で満⾜度が平均値以下となっています。

 項目ごとに⾒ていくと、最も満⾜度が⾼いのは『放射線対策』、最も満⾜度が低いのは『公共交通の状況』となっています。

図中の点線は平均値を表す

10代 満⾜度平均値︓3.725 重要度平均値︓3.894
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満⾜度・重要度からみる取組の優先度

 20代を⾒ていくと、Aグループには都市基盤分野から『⼟地利⽤・市街地整備の状況』『道路の整備状況』『デジタル化の状
況』が⼊っています。他にも産業分野から『商業振興に関する取組』、生活環境分野から『地球温暖化対策』、保険・医療・
福祉分野から『医療体制』、⼦育て・教育・⽂化分野から『⼦育て⽀援体制』が⼊っています。

 産業分野を⾒ていくと、すべての項目で満⾜度が平均値以下となっています。

 項目ごとに⾒ていくと、最も満⾜度が⾼いのは『放射線対策』、最も満⾜度が低いのは『観光振興に関する取組』となっていま
す。

図中の点線は平均値を表す

20代 満⾜度平均値︓3.481 重要度平均値︓3.779
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満⾜度・重要度からみる取組の優先度

 30代を⾒ていくと、Aグループでは都市基盤分野から『公共交通の状況』『⼟地利⽤・市街地整備の状況』が⼊っています。
他にも産業分野から『雇⽤対策』『商業振興に関する取組』『農業振興に関する取組』が⼊り、保険・医療・福祉分野から
『医療体制』、⼦育て・教育・⽂化分野より『スポーツ・レクリエーション環境』が⼊っています。

 産業分野を⾒ていくと、すべての項目で満⾜度が平均値以下となっています。

 項目ごとに⾒ていくと、最も満⾜度が⾼いのは『消防・救急体制』、最も満⾜度が低いのは『雇⽤対策』となっています。

図中の点線は平均値を表す

30代 満⾜度平均値︓3.258 重要度平均値︓3.628
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満⾜度・重要度からみる取組の優先度

 40代を⾒ていくと、Aグループでは都市基盤分野から『公共交通の状況』『道路の整備状況』『⼟地利⽤・市街地整備の状
況』『公園・緑地の整備状況』となっています。他にも産業分野から『雇⽤対策』『商業振興に関する取組』『⼯業振興に関す
る取組』『農業振興に関する取組』、保険・医療・福祉分野から『医療体制』が⼊っています。

 産業分野を⾒ていくと、すべての項目で満⾜度が平均値以下となっています。

 項目ごとに⾒ていくと、最も満⾜度が⾼いのは『消防・救急体制』、最も満⾜度が低いのは『公共交通の状況』となっていま
す。

図中の点線は平均値を表す

40代 満⾜度平均値︓3.083 重要度平均値︓3.702

29



満⾜度・重要度からみる取組の優先度

 50代を⾒ていくと、Aグループでは都市基盤分野から『公共交通の状況』『道路の整備状況』『⼟地利⽤・市街地整備の状
況』が⼊っています。他にも、産業分野から『雇⽤対策』『商業振興に関する取組』『⼯業振興に関する取組』『農業振興に
関する取組』、保険・医療・福祉分野から『医療体制』、生活環境分野から『地球温暖化対策』が⼊っています。

 産業分野を⾒ていくと、すべての項目で満⾜度が平均値以下となっています。

 項目ごとに⾒ていくと、最も満⾜度が⾼いのは『消防・救急体制』、最も満⾜度が低いのは『雇⽤対策』となっています。

図中の点線は平均値を表す

50代 満⾜度平均値︓3.018 重要度平均値︓3.702
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満⾜度・重要度からみる取組の優先度

 60代を⾒ていくと、Aグループでは都市基盤分野から『公共交通の状況』『⼟地利⽤・市街地整備の状況』『道路の整備状
況』が⼊っています。他にも産業分野から『雇⽤対策』『農業振興に関する取組』、生活環境分野から『地球温暖化対策』
『環境保全に関する取組』、保険・医療・福祉分野から『地域福祉体制』が⼊っています。

 産業分野を⾒ていくと、すべての項目で満⾜度が平均値以下となっています。

 項目ごとに⾒ていくと、最も満⾜度が⾼いのは『消防・救急体制』、最も満⾜度が低いのは『雇⽤対策』となっています。

図中の点線は平均値を表す

60代 満⾜度平均値︓3.060 重要度平均値︓3.750
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満⾜度・重要度からみる取組の優先度

 70歳以上を⾒ていくと、Aグループでは都市基盤分野から『公共交通の状況』『⼟地利⽤・市街地整備の状況』『道路の整
備状況』が⼊っています。他にも産業分野から『雇⽤対策』『農業振興に関する取組』、生活環境分野から『環境保全に関
する取組』『消費者対策』が⼊っています。

 産業分野を⾒ていくと、すべての項目で満⾜度が平均値以下となっています。

 項目ごとに⾒ていくと、最も満⾜度が⾼いのは『保健サービス提供体制』、最も満⾜度が低いのは『雇⽤対策』となっています。

図中の点線は平均値を表す

70歳以上 満⾜度平均値︓3.135 重要度平均値︓3.710
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3-2 まちの現状と今後の取組について(項目別)

１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）【全体】

33

(n=923)

①消防・救急体制

②防災体制

③放射線対策

④交通安全体制

⑤防犯体制

⑥消費者対策

⑦環境保全に関する取組

⑧地球温暖化対策

⑨ごみ処理体制

1％未満のデータラベルは非表示 （％）

満足している
どちらかといえば満足

している
どちらともいえない

どちらかといえば不満

である
不満である 無回答

15.1%

7.6%

11.1%

8.3%

6.3%

4.8%

4.9%

3.4%

11.9%

44.6%

29.9%

26.8%

35.0%

27.8%

19.3%

18.7%

12.1%

37.6%

32.6%

47.6%

49.2%

41.7%

50.2%

60.5%

59.2%

60.5%

35.4%

4.6%

9.9%

7.7%

10.0%

11.7%

11.5%

12.4%

16.7%

10.4%

1.3%

2.4%

3.1%

2.7%

1.8%

1.8%

2.5%

5.2%

2.7%

1.8%

2.7%

2.2%

2.3%

2.2%

2.2%

2.4%

2.2%

2.0%

(n=923)

①消防・救急体制

②防災体制

③放射線対策

④交通安全体制

⑤防犯体制

⑥消費者対策

⑦環境保全に関する取組

⑧地球温暖化対策

⑨ごみ処理体制

1％未満のデータラベルは非表示 （％）

33.7%

32.7%

13.5%

23.5%

29.3%

17.4%

18.3%

23.0%

29.0%

41.5%

39.9%

28.2%

42.3%

38.1%

37.4%

37.8%

32.8%

43.7%

17.9%

20.7%

36.1%

26.2%

25.4%

35.4%

34.9%

32.2%

21.2%

3.1%

3.3%

13.3%

4.4%

3.4%

5.4%

4.3%

6.8%

2.6%

5.9%

1.3%

1.4%

2.5%

2.9%

2.9%

3.0%

2.7%

3.1%

3.0%

3.3%

2.7%

2.8%

重視している やや重視している どちらともいえない あまり重視していない 重視していない 無回答

満⾜度

重要度



①消防・救急体制（常備消防・救急体制の充実、消防団の活性化等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらかといえば満⾜している』が44.6%、次点に『どちらともいえない』が32.6%となっていま
す。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』では『満⾜している』が50％を超えていますが、20代以降は減少しています。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』が52.6%となっており、若い世代は満⾜しているを回答している⼈が多いようです。

 地域ごとに⾒ていくと、『⽉舘地域』は『満⾜している』が21.6％と他に⽐べて⾼くなっています。

満⾜度

n=
923

男性 462
女性 455
その他 1
無回答 5

10代 15
20代 50
30代 98
40代 121
50代 147
60代 224
70歳以上 263
無回答 5

会社員 295
公務員・教職員 39
パート・アルバイト 115
自営業 67
農林業 53
学生 19
専業主婦・主夫 95
無職 193
その他 40
無回答 7

伊達地域 215
梁川地域 212
保原地域 337
霊山地域 94
月舘地域 51
無回答 14

居
住
地
域

1%未満のデータラベルは非表示

性
別

全体

年
齢

職
業

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

15.1%

14.1%

16.3%

44.6%

48.3%

40.9%

100.0%

40.0%

32.6%

30.3%

35.2%

20.0%

4.6%

3.9%

5.1%

20.0%

1.3%

1.7%

0.9%

1.8%

1.7%

1.8%

20.0%

53.3%

24.0%

19.4%

13.2%

7.5%

12.1%

17.5%

13.3%

40.0%

38.8%

39.7%

44.2%

50.9%

46.8%

40.0%

26.7%

30.0%

33.7%

38.0%

41.5%

27.2%

30.8%

2.0%

7.1%

4.1%

3.4%

7.1%

2.3%

40.0%

6.7%

1.0%

2.5%

2.7%

4.0%

2.5%

1.8%

2.3%

20.0%

14.6%

23.1%

11.3%

19.4%

5.7%

52.6%

18.9%

14.0%

7.5%

43.7%

38.5%

42.6%

50.7%

62.3%

21.1%

36.8%

47.2%

47.5%

42.9%

34.6%

30.8%

40.0%

22.4%

24.5%

21.1%

35.8%

31.6%

30.0%

28.6%

4.7%

7.7%

3.5%

4.5%

3.8%

5.3%

3.6%

7.5%

14.3%

1.0%

1.5%

3.8%

5.3%

2…

1.0%

2.5%

1.4%

2.6%

1.5%

1.1%

2.6%

5.0%

14.3%

13.0%

15.1%

14.5%

17.0%

21.6%

21.4%

41.4%

44.8%

48.1%

38.3%

47.1%

42.9%

38.1%

34.4%

30.9%

29.8%

23.5%

14.3%

4.2%

4.2%

3.6%

10.6%

14.3%

3.2%

5.9%

2.3%

2.1%

1.1%

2.0%

7.1%

【項目別】
１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）
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①消防・救急体制（常備消防・救急体制の充実、消防団の活性化等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『やや重視している』が41.5%、次点に『重視している』が33.7%となっています。重視してい
る⼈の全体の割合は70％を超えています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合となっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『50代』以降は重視している全体の割合が⾼くなっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』では『重視している』が50％を超える割合になっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『⽉舘地域』では『どちらともいえない』が11.8％と他に⽐べて低くなっています。

重要度

n=
923

男性 462
女性 455
その他 1
無回答 5

10代 15
20代 50
30代 98
40代 121
50代 147
60代 224
70歳以上 263
無回答 5

会社員 295
公務員・教職員 39
パート・アルバイト 115
自営業 67
農林業 53
学生 19
専業主婦・主夫 95
無職 193
その他 40
無回答 7

伊達地域 215
梁川地域 212
保原地域 337
霊山地域 94
月舘地域 51
無回答 14

全体

性
別

年
齢

職
業

居
住
地
域

1%未満のデータラベルは非表示

重視している やや重視している どちらともいえない あまり重視していない 重視していない 無回答

33.7%

32.9%

34.7%

41.5%

41.6%

41.5%

100.0%

40.0%

17.9%

18.6%

17.1%

20.0%

3.1%

3.5%

2.9%

20.0%

1.3%

2.9%

2.2%

3.3%

20.0%

33.3%

30.0%

26.5%

30.6%

24.5%

37.1%

41.1%

20.0%

40.0%

34.0%

44.9%

38.0%

51.0%

43.8%

36.5%

20.0%

26.7%

24.0%

18.4%

23.1%

19.7%

14.7%

15.2%

20.0%

4.0%

6.1%

4.1%

4.1%

1.3%

2.3%

20.0%

2.0%

3.1%

1.7%

6.0%

1.0%

2.5%

2.7%

4.9%

20.0%

27.8%

33.3%

27.8%

34.3%

45.3%

52.6%

38.9%

38.3%

37.5%

14.3%

45.1%

56.4%

38.3%

46.3%

34.0%

26.3%

37.9%

38.9%

37.5%

57.1%

19.7%

7.7%

27.0%

14.9%

15.1%

21.1%

20.0%

13.0%

15.0%

14.3%

4.7%

2.6%

3.0%

1.9%

1.1%

3.6%

2.5%

1.7%

1.9%

1.0%

2.6%

3.5%

1.5%

1.9%

2.1%

5.7%

7.5%

14.3%

31.2%

30.2%

35.0%

38.3%

37.3%

50.0%

44.2%

42.9%

40.4%

36.2%

43.1%

35.7%

20.0%

21.7%

15.7%

17.0%

11.8%

7.1%

1.9%

3.8%

3.3%

5.3%

2.0%

1.2%

1.1%

3.9%

2.8%

4.5%

2.1%

2.0%

7.1%

【項目別】
１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）
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②防災体制（情報伝達体制の強化、自主防災組織の⽀援、治⼭・治水対策の促進等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が47.6%、次点に『どちらかといえば満⾜している』が29.9％となっていま
す。満⾜している⼈と不満がある⼈の全体の割合は満⾜している⼈の⽅が多くなっています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、年齢が上がるにつれて、『満⾜している⼈』の割合は減少しています。

 職業ごとに⾒ていくと、『どちらともいえない』がいずれも約30%を占めていますが、『学生』『公務員・教職員』では満⾜している
⼈の全体の割合は50％を超えています。

 地域ごとに⾒ていくと、『⽉舘地域』では『どちらかといえば不満である』が15.7％と他に⽐べて⾼くなっています。

満⾜度

【項目別】
１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）
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②防災体制（情報伝達体制の強化、自主防災組織の⽀援、治⼭・治水対策の促進等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『やや重視している』が39.9%、次点に『重視している』が32.7%となっています。重視してい
る⼈の全体の割合は70％を超えています。

 性別・地域ごとに⾒ていくと、全体とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、年齢が上がるにつれて、重視している⼈の全体の割合は⾼くなっています。

 職業ごとに⾒ていくと、どの職業でも重視している⼈の全体の割合は60％を超えています。

重要度

37

【項目別】
１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）



③ 放射線対策（情報提供・相談の推進、放射線量の検査・測定の実施等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が49.2％となっています。次点に『どちらかといえば満⾜している』が26.8%と
なっています。約半数の⼈が『どちらともいえない』を選んでいます。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』の『満⾜している』は66.7％と他に⽐べ⾼くなっています。『10代』のみ満⾜している⼈の全体の割合
が70％を超えています。年齢が上がるにつれて、満⾜している割合は減少し、『どちらともいえない』の割合が増えています。

 地域ごとに⾒ていくと、『⽉舘地域』では『満⾜している』が19.6％と他に⽐べ⾼くなっています。

満⾜度

【項目別】
１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）
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③ 放射線対策（情報提供・相談の推進、放射線量の検査・測定の実施等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が36.1%、次点に『やや重視している』が28.2%となっています。重視し
ている⼈の全体の割合は40％を超えています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体のほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』では重視している⼈の全体の割合は50％を超えていますが、その他の年齢では50％を下回っ
ています。

 職業ごとに⾒ていくと、重視している⼈の全体の割合が最も⾼いのは『学生』が52.7％となっております。『パート・アルバイト』
は重視している⼈の割合は低く、『どちらともいえない』⼈の全体の割合は48.7%と⾼くなっています。

 地域ごとに⾒ていくと『⽉舘地域』の『重視している』は19.6％と他に⽐べて⾼くなっています。

重要度

【項目別】
１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）
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④ 交通安全体制（意識啓発の推進、交通安全施設の整備等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が41.7%、次点に『どちらかといえば満⾜している』が35.0%となっていま
す。

 性別ごとに⾒ていくと、全体とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『20代』『30代』では満⾜している⼈の全体の割合は⾼く、いずれも50％を超えていますが『40代』以
降は減少傾向にあります。

 職業ごとに⾒ていくと、『自営業』では満⾜している⼈の全体の割合は59.7％と他に⽐べて⾼くなっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『⽉舘地域』では『満⾜している』が15％と他に⽐べ⾼くなっています。

満⾜度

【項目別】
１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）
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④ 交通安全体制（意識啓発の推進、交通安全施設の整備等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『やや重視している』が42.3%、次点に『どちらともいえない』が26.2%、『重視している』が
23.5%と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、重視している⼈の全体の割合は全ての世代で⾼いですが、『20代』では70％を超え、⾼くなっていま
す。

 職業ごとに⾒ていくと、こちらも重視している⼈の全体の割合は全て⾼いですが『公務員・教職員』のみ70％を超えています。

 地域ごとに⾒ていくと、『⽉舘地域』は『やや重視している』⼈の割合が29.4％と、全体に⽐べ低くなっています。

重要度

【項目別】
１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）

41



⑤ 防犯体制（意識啓発の推進、地域ぐるみの防犯活動の促進等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が50.2％、次点に『どちらかといえば満⾜している』が27.8%となっていま
す。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』『20代』では満⾜している⼈の全体の割合は約60％ですが、年齢が上がるにつれて、減少して
います。

 職業ごとに⾒ていくと、満⾜している⼈の全体の割合では『公務員・教職員』『自営業』『学生』は⾼い一⽅で、『パート・アルバ
イト』『農林業』『無職』では満⾜している⼈の全体の割合は約30％にとどまっています。

 地域ごとに⾒ていくと、ほとんどの地域が満⾜している⼈の全体の割合が約30％に迫るのに対し、『⽉舘地域』は23.5％と少
なくなっています。

満⾜度

【項目別】
１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）
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⑤ 防犯体制（意識啓発の推進、地域ぐるみの防犯活動の促進等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『やや重視している』が38.1%、次点に『重視している』が29.3%、『どちらともいえない』が
25.4%と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』では『重視している』が40.0％と他に⽐べて⾼くなっています。

 職業ごとに⾒ていくと、どの職業も重視している⼈の全体の割合は⾼くなっていますが、『公務員・教職員』『自営業』『学生』は特
に⾼く、約80％となっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『伊達地域』では『重視している』が34.9％と他に⽐べて⾼くなっています。

重要度

43

【項目別】
１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）



⑥ 消費者対策（トラブル防⽌に向けた情報提供や意識啓発、相談体制の充実等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が60.5％、次点に『どちらかといえば満⾜している』が19.3%、『どちらかと
いえば不満である』が11.5%と続いています。

 性別・地域ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』では『満⾜している』が40.0%と他に⽐べ⾼くなっていますが、年齢が上がるにつれて『どちらかと
いえば満⾜している』と共に減少しています。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』の『満⾜している』は26.3％と他に⽐べて⾼くなっています。一⽅で、『農林業』では0％と、低く
なっています。

満⾜度

【項目別】
１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）
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⑥ 消費者対策（トラブル防⽌に向けた情報提供や意識啓発、相談体制の充実等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『やや重視している』が37.4%、次点に『どちらともいえない』が35.4%、『重視している』が
17.4%となっています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『20代』『30代』で重視している⼈の全体の割合が約40％と他の年齢に⽐べ、低い傾向にあります。

 職業ごとに⾒ていくと、重視している⼈の全体の割合はいずれも50％を超えていますが、『公務員・教職員』『農林業』では
『やや重視している』の割合が50％をこえています。

 地域ごとに⾒ていくと、『霊⼭地域』の『やや重視している』が29.8％と他に⽐べて低くなっていますが、『どちらともいえない』では
41.5％と他に⽐べて⾼くなっています。

重要度

【項目別】
１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）
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⑦ 環境保全に関する取組（意識啓発の推進、公害等環境問題への対応等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が59.2%、次点に『どちらかといえば満⾜している』が18.7%となっていま
す。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。
 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』では『満⾜している』の割合が他に⽐べ⾼くなっています。『20代』も、微⼩ですが割合としては

⾼く、年齢が上がるにつれて、減少傾向にあります。
 職業ごとに⾒ていくと、『満⾜している⼈』は『学生』では他に⽐べ⾼くなっていますが、他では10％を切っており、『農林業』では

0％と低い割合になっています。
 地域ごとに⾒ていくと、『⽉舘地域』では他の地域に⽐べ、満⾜している⼈の全体の割合が33.3％と微⼩ですが⾼くなっていま

す。

満⾜度

【項目別】
１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）
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⑦ 環境保全に関する取組（意識啓発の推進、公害等環境問題への対応等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『やや重視している』が37.8%、次点に『どちらともいえない』が34.9％となっています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと『10代』では重視している⼈の全体の割合は⾼く、60％を超えています。他の年齢も50％を超えている
年齢が多い中、『30代』『40代』は50％を切っています。

 職業ごとに⾒ていくと、重視している⼈の全体の割合は『学生』が79.0％と他に⽐べ⾼いですが、『公務員・教職員』も⾼くい
ずれも60％を超えています。

 地域ごとに⾒ていくと、『霊⼭地域』では『どちらともいえない』が31.9％と低くなっていますが、『どちらともいえない』では39.4％
と他に⽐べて⾼くなっています。

重要度

【項目別】
１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）
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⑧ 地球温暖化対策（太陽光発電・蓄電池などの再生可能エネルギーの導⼊等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が60.5%、次点に『どちらかといえば不満である』が16.7%となっていま
す。不満を感じている⼈の全体の割合が満⾜している⼈の合計より⾼くなっています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『どちらかといえば不満である』は『20代』では4.0%となっていますが、『40代』からは約20％となっていま
す。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』では満⾜している⼈の全体の割合は30％を超えています。『どちらかといえば不満である』⼈の
割合では『公務員・教職員』『パート・アルバイト』が約20％を超えて⾼くなっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『梁川地域』では『どちらかといえば不満である』が24.1％と他に⽐べて⾼くなっています。

満⾜度

【項目別】
１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）
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⑧ 地球温暖化対策（太陽光発電・蓄電池などの再生可能エネルギーの導⼊等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『やや重視している』が32.8％、次点に『どちらともいえない』が32.2％、『重視している』が
23.0%と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』では『どちらともいえない』が46.7％と他に⽐べて⾼くなっており、重視していないと感じている⼈
の全体の割合は少なくなっています。

 職業ごとに⾒ていくと、重視している⼈の全体の割合が⾼いのは『公務員・教職員』『学生』で約70％となっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『⽉舘地域』では『やや重視している』が23.5％と他に⽐べて低くなっています。

重要度

【項目別】
１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）
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⑨ ごみ処理体制（ごみの減量化・資源化の促進、収集・処理体制の充実等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらかといえば満⾜している』が37.6%、次点に『どちらともいえない』が35.4％となっていま
す。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』では満⾜している⼈の全体の割合は80％と⾼くなっています。『満⾜している』自体は年齢が上
がるにつれて、減少傾向にあります。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』では満⾜している割合の合計は約80％と⾼いですが、『どちらかといえば満⾜している』の割合で
は『農林業』で54.7％と⾼くなっています。

 地域ごとに⾒ると、『満⾜している』は『⽉舘地域』のみ20％を超えています。

満⾜度
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【項目別】
１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）



⑨ ごみ処理体制（ごみの減量化・資源化の促進、収集・処理体制の充実等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは、『やや重視している』が43.7%、次点に『重視している』が29.0％、『どちらともいえない』が
21.2%と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『重視している』『やや重視している』の変動はありますが、重視している⼈の全体の割合はいずれも
60％を超えています。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』の『重視している』が47.4%と他に⽐べ⾼くなっています。重視している全体の割合を⾒ると、
『学生』では79.0％ですが、『農林業』の⽅が多く、79.3％となっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『⽉舘地域』では『重視している』が39.2％と他に⽐べて⾼くなっています。

重要度

【項目別】
１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）
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満⾜度

重要度

２．健やかでやさしい健康・福祉のまち（保健・医療・福祉分野）【全体】
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① 健幸都市づくりに関する取組（歩くことや運動習慣の定着促進、意識の啓発等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が50.4％、次点に『どちらかといえば満⾜している』が30.2%となっていま
す。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』『20代』の『満⾜している』割合は20％と⾼くなっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『公務員・教職員』『学生』で『満⾜している』割合が約20％と⾼いですが、『パート・アルバイト』 『農林
業』では4.3％・3.8％と他に⽐べても低くなっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『⽉舘地域』では『どちらかといえば満⾜している』が15.7％と他に⽐べて低くなっています。

満⾜度
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【項目別】
２．健やかでやさしい健康・福祉のまち（保健・医療・福祉分野）



① 健幸都市づくりに関する取組（歩くことや運動習慣の定着促進、意識の啓発等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『やや重視している』が40.2%、次点に『どちらともいえない』が29.3％、『重視している』が
19.6％と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』『20代』の『重視している』の割合は30％を超えて⾼くなっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』の『重視している』が42.1％と他に⽐べ⾼くなっています。一⽅で、『その他』では12.5%と低く
なっています。重視している全体の割合が⾼いのは『公務員・教職員』で71.8％となっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『霊⼭地域』では『どちらともいえない』が35.1％と他に⽐べて⾼くなっています。

重要度

【項目別】
２．健やかでやさしい健康・福祉のまち（保健・医療・福祉分野）
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② 保健サービス提供体制（各種健診・相談・指導の充実、⾷育の推進等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が44.7%、次点に『どちらかといえば満⾜している』が34.5%となっていま
す。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』が『満⾜している』の割合が40.0％と突出しています。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』『公務員・教職員』では『満⾜している』が突出しています。『会社員』では『満⾜している』の割
合が低く、4.7%となっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『⽉舘地域』では『どちらともいえない』が51.0％と他に⽐べて⾼くなっています。

満⾜度

【項目別】
２．健やかでやさしい健康・福祉のまち（保健・医療・福祉分野）
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② 保健サービス提供体制（各種健診・相談・指導の充実、⾷育の推進等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『やや重視している』が41.4％、次点に『どちらともいえない』が28.4％、『重視している』が
23.3%と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、『重視している』では『男性』20.8％・『⼥性』26.2％と約5％程意識に差があります。

 年齢ごとに⾒ていくと、『20代』で『重視している』が34.0％と⾼くなっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『公務員・教職員』『学生』が『重視している』が30％を超えて⾼くなっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『霊⼭地域』では、『やや重視している』が35.1％と他に⽐べ低くなっています。

重要度

【項目別】
２．健やかでやさしい健康・福祉のまち（保健・医療・福祉分野）
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③ 医療体制（広域連携等による救急医療体制・地域医療体制の充実等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が36.8％、次点に『どちらかといえば満⾜している』が29.4％、『不満であ
る』が15.7％と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』では40.0％と突出していますが、年齢が上がるにつれて、減少傾向にあります。
一⽅で、『どちらかといえば不満である』の割合は『10代』『20代』のみ低く、他の年齢では⾼くなっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『満⾜している』が⾼いのは『学生』で31.6％となっています。『どちらかといえば不満である』が⾼いのは
23.1%で『公務員・教職員』となっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『⽉舘地域』のみ『どちらかといえば満⾜している』の割合が11.8％と低くなっています。

満⾜度

【項目別】
２．健やかでやさしい健康・福祉のまち（保健・医療・福祉分野）
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③ 医療体制（広域連携等による救急医療体制・地域医療体制の充実等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『重視している』が39.3％、次点に『やや重視している』が37.9％となっています。

 性別ごとに⾒ていくと、『重視している』では『男性』35.9％・『⼥性』43.1％と、『⼥性』の⽅が約5％程⾼くなっております。一
⽅で、『やや重視している』では『男性』40.9％・『⼥性』34.7％と、『男性』の⽅が約5％程⾼くなっております。

 年齢ごとに⾒ていくと、『重視している』が最も⾼いのは『20代』で50.0％となっています。『70歳以上』では『重視している』が
34.2％と減少しています。

 職業ごとに⾒ていくと、重視している⼈の全体の割合では『公務員・教職員』『農林業』では80％を超え、⾼い割合となってい
ます。

 地域ごとに⾒ていくと、『霊⼭地域』では『重視している』が46.8％と他に⽐べて⾼くなっています。

重要度

【項目別】
２．健やかでやさしい健康・福祉のまち（保健・医療・福祉分野）
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④ ⾼齢者⽀援体制（介護予防の推進、生きがいづくり、介護サービスの充実等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が48.6%、次点に『どちらかといえば満⾜している』が28.7％となっていま
す。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』『20代』では満⾜している⼈の全体の割合が⾼いですが、『50代』では『不満である』の割合が
⾼くなり20％を超えています。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』では『満⾜している』の割合が26.3％と他に⽐べ突出しています。

 地域ごとに⾒ていくと、『伊達地域』では『どちらともいえない』が56.7％と他に⽐べて⾼くなっています。

満⾜度

【項目別】
２．健やかでやさしい健康・福祉のまち（保健・医療・福祉分野）
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④ ⾼齢者⽀援体制（介護予防の推進、生きがいづくり、介護サービスの充実等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『やや重視している』が36.7％、次点に『重視している』が32.1％、『どちらともいえない』が
23.0％と続いています。

 性別・地域ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『50代』『60代』では『重視している』『やや重視している』が他に⽐べて⾼くなっており、『あまり重視して
いない』は他⽐べて低くなっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『重視している』が突出しているのは47.4％で『学生』です。『あまり重視していない』が⾼いのは『公務
員・教職員』で唯一10％を超えています。

重要度

【項目別】
２．健やかでやさしい健康・福祉のまち（保健・医療・福祉分野）
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⑤ 障がい者⽀援体制（福祉サービスの充実、雇⽤・就労の促進等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が61.9％、次点に『どちらかといえば満⾜している』が19.6％となっていま
す。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『満⾜している』の割合が最も⾼いのは『10代』で26.7％となっています。『どちらかといえば不満である』
では『40代』で13.2％と他の年齢より⾼くなっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』が『満⾜している』割合は21.1％と⾼くなっています。『どちらかといえば不満である』では『会社
員』が唯一10％を超えています。

 地域ごとに⾒ていくと、『⽉舘地域』では『満⾜している』が7.8％と最も⾼いですが、『どちらかといえば満⾜している』では
11.8％と最も低くなっています。

満⾜度

【項目別】
２．健やかでやさしい健康・福祉のまち（保健・医療・福祉分野）
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⑤ 障がい者⽀援体制（福祉サービスの充実、雇⽤・就労の促進等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』 が34.7％、次点に『やや重視している』 が34.3％、『重視している』が
22.2％となっています。

 性別・地域ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『重視していない』割合で『20代』が14.0％と他の年齢と⽐べ⾼くなっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『あまり重視していない』で『専業主婦・主夫』が48.4％と⾼くなっています。『重視している』割合は『学
生』が⾼く、36.8％となっています。

重要度

【項目別】
２．健やかでやさしい健康・福祉のまち（保健・医療・福祉分野）
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⑥ 地域福祉体制（相談体制の充実、地域全体で⽀え合う体制づくり等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が62.9％、次点に『どちらかといえば満⾜している』が17.6％となっていま
す。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『満⾜している』割合が⾼いのは『10代』で26.7％となっており、年齢が上がるにつれて減少しています。
『どちらかといえば不満である』では『60代』が13.4％と他に⽐べ⾼くなっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『満⾜している』割合が⾼いのは『学生』で21.1％ですが、『パート・アルバイト』『農林業』では2.6％・
3.8％と低くなっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『⽉舘地域』では『満⾜している』が9.8％と他に⽐べて⾼くなっていますが、『どちらかといえば満⾜してい
る』では11.8％と低くなっています。

満⾜度

【項目別】
２．健やかでやさしい健康・福祉のまち（保健・医療・福祉分野）
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⑥ 地域福祉体制（相談体制の充実、地域全体で⽀え合う体制づくり等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が35.5％、次点に『やや重視している』が34.2％、『重視している』
が21.8％と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』『20代』で『重視している』は⾼い割合ですが、年齢が上がるにつれて『やや重視している』の
割合に移⾏しています。

 職業別ごとに⾒ていくと、『重視している』が突出しているのは『学生』で31.6％となっており、他の職業と⽐較し約10％ほど差
があります。

 地域ごとに⾒ていくと、『霊⼭地域』では『どちらともいえない』が45.7％と他に⽐べて⾼くなっています。

重要度

【項目別】
２．健やかでやさしい健康・福祉のまち（保健・医療・福祉分野）
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満⾜度

重要度

３．未来を拓く人を育む教育・文化のまち（子育て・教育・文化分野）【全体】
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① ⼦育て⽀援体制（保育施設の整備促進、保育・⼦育て⽀援サービスの充実等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が47.1％、次点に『どちらかといえば満⾜している』が28.9％となっていま
す。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『満⾜している』は『10代』『20代』と⾼くなっています。満⾜している⼈の全体の割合では年齢が上がる
につれて減少しています。

 職業ごとに⾒ていくと、『公務員・教職員』『学生』では『満⾜している』は⾼いですが、『農林業』では1.9％と、他の選択肢と
⽐べ、低い数値になっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『⽉舘地域』では『どちらかといえば満⾜している』が19.6％と他に⽐べて低くなっていますが、『どちらとも
いえない』では54.9％と⾼くなっています。

満⾜度

【項目別】
３．未来を拓く⼈を育む教育・⽂化のまち（⼦育て・教育・⽂化分野）
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① ⼦育て⽀援体制（保育施設の整備促進、保育・⼦育て⽀援サービスの充実等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『重視している』が34.2％、次点に『やや重視している』が30.6％、『どちらともいえない』が
27.5％と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『20代』『30代』では『重視している』の項目で約50％となっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『公務員・教職員』で『重視している』が69.2％と約70％の⼈が重視しています。

 地域ごとに⾒ていくと、『伊達地域』で『重視している』が40％を超えて、⾼くなっています。

重要度

【項目別】
３．未来を拓く⼈を育む教育・⽂化のまち（⼦育て・教育・⽂化分野）
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② 学校教育環境（施設の整備充実、教育内容の充実、地域との連携強化等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が50.9％、次点に『どちらかといえば満⾜している』が26.2％となっていま
す。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』『20代』では『満⾜している』が⾼くなっていますが、30代以降では『どちらかといえば不満であ
る』割合が『満⾜している』より⾼くなっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『公務員・教職員』『学生』で満⾜している全体の割合はいずれも50％を超えて⾼くなっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『霊⼭地域』だけが、満⾜している⼈の全体の割合が20％を切っています。

満⾜度

【項目別】
３．未来を拓く⼈を育む教育・⽂化のまち（⼦育て・教育・⽂化分野）
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② 学校教育環境（施設の整備充実、教育内容の充実、地域との連携強化等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『重視している』が33.3%、次点に『やや重視している』が30.0％、『どちらともいえない』が
28.6%と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『30代』で『重視している』⼈が55.1％、『20代』では40.0％と⾼く、⼦育て世代から重視されています。

 職業ごとに⾒ていくと、『公務員・教職員』『学生』では50％を超える⼈が『重視している』を選択しています。

 地域ごとに⾒ていくと、『梁川地域』『⽉舘地域』では『重視している』が他に⽐べて低くなっています。

重要度

【項目別】
３．未来を拓く⼈を育む教育・⽂化のまち（⼦育て・教育・⽂化分野）
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③ 生涯学習環境（学習機会・内容の充実、図書館の充実と読書活動の促進等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が53.7％、次点に『どちらかといえば満⾜している』が23.3％となっていま
す。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』『20代』と『満⾜している』割合は⾼くなっています。『不満である』については年齢が上がるにつ
れて⾼くなり、『50代』がピークで17.7％となっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『満⾜している』は『学生』が31.6％と突出しています。『公務員・教職員』では『どちらかといえば不満で
ある』の項目で最も⾼いのは17.9％となっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『伊達地域』では『どちらかといえば満⾜している』が32.1％と他に⽐べて⾼くなっています。

満⾜度

【項目別】
３．未来を拓く⼈を育む教育・⽂化のまち（⼦育て・教育・⽂化分野）
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③ 生涯学習環境（学習機会・内容の充実、図書館の充実と読書活動の促進等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『重視している』が39.3％、次点に『やや重視している』が37.9％となっています。

 性別ごとに⾒ていくと、『重視している』の項目で⼥性の⽅が男性より約10％多くなっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『20代』で『重視している』は最も⾼く40.0％となっていますが、年齢が上がるにつれて減少しています。

 職業ごとに⾒ていくと、『重視している』は『公務員・教職員』『学生』で⾼い割合となっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『梁川地域』では『重視している』が16.0％と他より低くなっています。

重要度

【項目別】
３．未来を拓く⼈を育む教育・⽂化のまち（⼦育て・教育・⽂化分野）
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④ スポーツ・レクリエーション環境（施設の整備充実、スポーツ団体の⽀援等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が54.9％、次点に『どちらかといえば満⾜している』が22.6％となっていま
す。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』の『満⾜している』が26.7％と⾼くなっていますが、年齢が上がるにつれて減少しています。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』では『満⾜している』は26.3％と⾼いですが、『パート・アルバイト』『農林業』では低く、『どちらか
といえば満⾜している』も他に⽐べて低くなっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『⽉舘地域』では『満⾜している』割合が11.8％と他より⾼いですが、『どちらかといえば満⾜している』の
割合は他より低く、13.7％となっています。

満⾜度

【項目別】
３．未来を拓く⼈を育む教育・⽂化のまち（⼦育て・教育・⽂化分野）
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④ スポーツ・レクリエーション環境（施設の整備充実、スポーツ団体の⽀援等）

 全体で⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が41.2％、次点に『やや重視している』が30.9％となっています。

 性別・地域ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』では『重視している』が33.3%で最も⾼いですが、年齢が上がるにつれて減少しています。
また、『20代』では『あまり重視していない』の割合が他より18.0％と⾼くなっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『公務員・教職員』『学生』で『重視している』が30.8％・47.4％と突出しています。

重要度

【項目別】
３．未来を拓く⼈を育む教育・⽂化のまち（⼦育て・教育・⽂化分野）
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⑤ ⽂化財の保護に関する取組（⽂化財の保存・活⽤、⽂化財収蔵公開施設の整備等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が64.4％、次点に『どちらかといえば満⾜している』が20.9％となっていま
す。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』で『満⾜している』が33.3％と最も⾼くなっていますが、年齢が上がるにつれて減少傾向にありま
す。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』では『満⾜している』が36.8％で⾼いですが、『会社員』『無職』では3.7％・2.6％と低くなって
います。

 地域ごとに⾒ていくと、『⽉舘地域』では『満⾜している』が13.7％と他に⽐べて⾼くなっていますが、『どちらかといえば満⾜して
いる』では15.7％と他に⽐べて低くなっています。

満⾜度

【項目別】
３．未来を拓く⼈を育む教育・⽂化のまち（⼦育て・教育・⽂化分野）
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⑤ ⽂化財の保護に関する取組（⽂化財の保存・活⽤、⽂化財収蔵公開施設の整備等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が48.5％、次点に『やや重視している』が26.4％となっています。

 性別・地域ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』が『重視している』『やや重視している』が26.7％・46.7％と突出して⾼くなっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』が『重視している』の割合が36.8％と突出しています。

重要度
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【項目別】
３．未来を拓く⼈を育む教育・⽂化のまち（⼦育て・教育・⽂化分野）



⑥ 芸術⽂化環境（⽂化団体の⽀援、鑑賞機会・発表機会の充実等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が64.7％、次点に『どちらかといえば満⾜している』が17.7％となっていま
す。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『満⾜している』割合は『10代』『20代』と⾼くなっていますが、年齢が上がるにつれて減少し『どちらかと
いえば不満である』の割合が微⼩ですが⾼くなっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』が突出して『満⾜している』が31.6％と⾼いですが、一⽅で『農林業』『会社員』では1.9％・
2.7％と他に⽐べても低い数値になっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『霊⼭地域』では『どちらともいえない』が70.2％と他に⽐べて⾼くなっています。。

満⾜度

【項目別】
３．未来を拓く⼈を育む教育・⽂化のまち（⼦育て・教育・⽂化分野）
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⑥ 芸術⽂化環境（⽂化団体の⽀援、鑑賞機会・発表機会の充実等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が49.8％、次点に『やや重視している』が25.0％となっています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『重視している』割合は年齢が上がるにつれて減少しています。『あまり重視していない』が最も⾼いのは
『20代』で16.0％となっており、他に⽐べても⾼くなっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『重視している』では『学生』が36.8％と突出しています。『あまり重視していない』では『農林業』が
13.2％となっており、唯一10％を超えています。

 地域ごとに⾒ていくと、『⽉舘地域』では『重視している』15.7％と他に⽐べて⾼くなっていますが、『どちらともいえない』では
43.1％と低くなっています。

重要度

【項目別】
３．未来を拓く⼈を育む教育・⽂化のまち（⼦育て・教育・⽂化分野）
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⑦ 国内外との交流活動に関する取組（国内・国際姉妹都市等との交流の充実等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が72.8％、次点に『どちらかといえば満⾜している』が10.7％となっていま
す。

 性別・地域ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』の『満⾜している』が46.7％と突出しており、以降は年齢が上がるにつれて減少傾向にありま
す。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』の『満⾜している』が31.6％と突出おりますが、『どちらかといえば不満である』も10.5％と他より
も⾼くなっています。

満⾜度

【項目別】
３．未来を拓く⼈を育む教育・⽂化のまち（⼦育て・教育・⽂化分野）
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⑦ 国内外との交流活動に関する取組（国内・国際姉妹都市等との交流の充実等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が52.0％、次点に『やや重視している』が22.0％となっています。

 性別・地域ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『30代』では『重視している』が低く、5.1％となっており、『あまり重視していない』『重視していない』割合
が他より⾼くなっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『満⾜している』は『学生』が最も⾼く26.3％と、他の職業より10％以上⾼くなっています。

重要度

【項目別】
３．未来を拓く⼈を育む教育・⽂化のまち（⼦育て・教育・⽂化分野）
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満⾜度

重要度

４．活力とにぎわいあふれる産業のまち（産業分野）【全体】
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① 農業振興に関する取組（担い手の育成、農地の保全、ブランド化の促進等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が54.6％、次点に『どちらかといえば不満である』が18.9％、『満⾜してい
る』が14.4％と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』では『満⾜している』が突出しています。『40代』から『70代』では『どちらかといえば不満である』
が約20％となっており、それより下の年齢より⾼くなっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『満⾜している』は『学生』が31.6％と突出しています。また、『農林業』では『どちらかといえば不満であ
る』が他より10％以上⾼く、32.1％となっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『⽉舘地域』では『満⾜している』が7.8％となっており、他より⾼くなっています。

満⾜度

【項目別】
４．活⼒とにぎわいあふれる産業のまち（産業分野）
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① 農業振興に関する取組（担い手の育成、農地の保全、ブランド化の促進等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『やや重視している』が35.4%、次点に『どちらともいえない』が32.4%、『重視している』が
23.2％と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、『重視している』では『男性』が26.8％、『⼥性』が19.3％と意識に差があるようです。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』『40代』では『重視している』が多くなっています。重視している⼈の全体の割合は全ての年齢で
50％を超えています。

 職業ごとに⾒ていくと、『重視している』が最も⾼いのは『農林業』が41.5％となり、『やや重視している』も47.2％と⾼く、合計
で約90％の⼈が重視しています。

 地域ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

重要度

【項目別】
４．活⼒とにぎわいあふれる産業のまち（産業分野）
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② 森林整備・保全に関する取組（計画的な森林整備・管理の促進、森林の保全等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が63.9％、次点に『どちらかといえば不満である』が15.0％となっていま
す。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』では『満⾜している』『どちらかといえば満⾜している』が他の年齢に⽐べて、割合は⾼くなっていま
すが、年齢が上がるにつれて減少傾向にあります。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』では『満⾜している』は他に⽐べて⾼くなっていますが、『農林業』では満⾜しているは0％となって
おり、意識の格差がみられます。

 地域ごとに⾒ていくと、『⽉舘地域』では『満⾜している』が11.8％と突出しています。

満⾜度

【項目別】
４．活⼒とにぎわいあふれる産業のまち（産業分野）
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② 森林整備・保全に関する取組（計画的な森林整備・管理の促進、森林の保全等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が42.1%、次点に『やや重視している』が31.2％、『重視している』が
16.3%と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』では『あまり重視していない』『重視していない』の回答はほとんど⾒られませんでした。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』で『重視している』が42.1％と突出しています。

 地域ごとに⾒ていくと、『霊⼭地域』『⽉舘地域』で『重視している』の項目が20％を超えており、⾼くなっています。

重要度

【項目別】
４．活⼒とにぎわいあふれる産業のまち（産業分野）
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③ 商業振興に関する取組（商業経営の安定化の⽀援、起業の⽀援等）

 全体に⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が60.8％、次点に『どちらかといえば不満である』が18.6％となっています。

 性別ごとに⾒ていくと、『男性』の『どちらかといえば不満である』が22.5％に対し、『⼥性』が14.5％と男⼥で意識に差があるま
す。

 年齢ごとに⾒ていくと、『満⾜している』の割合は『10代』で突出しています。『どちらかといえば不満である』『不満である』では
『20代』以上の年齢で合計が約20％となっており、『満⾜している』より多くなっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』では『満⾜している』が31.6％と突出しています。こちらもほとんどの職業で『どちらかといえば不満
である』『不満である』の割合が⾼く、満⾜している⼈の全体の割合より⾼くなっています。

 地域ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

満⾜度

【項目別】
４．活⼒とにぎわいあふれる産業のまち（産業分野）
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③ 商業振興に関する取組（商業経営の安定化の⽀援、起業の⽀援等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が38.0%、次点に『やや重視している』が34.5％となっています。

 性別・地域ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『70歳以上』で『どちらともいえない』が50.2％と他の年齢に⽐べ突出しています。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』では『重視している』が36.8％と⾼くなっています。また、『公務員・教職員』では『やや重視して
いる』が51.3％と⾼く、重視している⼈の全体の割合が70％を超え、⾼くなっています。

重要度

【項目別】
４．活⼒とにぎわいあふれる産業のまち（産業分野）

86



④ ⼯業振興に関する取組（企業経営の安定化の⽀援、企業誘致の推進等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が62.0％、次点に『どちらかといえば不満である』が13.8％、『どちらかとい
えば満⾜している』が13.3％と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、『男性』の『どちらかといえば不満である』が16.5％であるのに対し、『⼥性』では11.0％と男⼥で意識に
差があります。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』『20代』では『満⾜している⼈』『どちらかといえば満⾜している』の合計は⾼くなっていますが、

『40代』以降では低くなり、『どちらかといえば不満である』の割合が10％を超えています。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』で『満⾜している』が31.6％と突出しています。『どちらかといえば不満である』では『農林業』
『パート・アルバイト』の割合が⾼くなっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『伊達地域』の『どちらともいえない』では69.8％と他に⽐べて⾼くなっています。

満⾜度

【項目別】
４．活⼒とにぎわいあふれる産業のまち（産業分野）
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④ ⼯業振興に関する取組（企業経営の安定化の⽀援、企業誘致の推進等）

 全体を⾒ていくと最も⾼いのは、『どちらともいえない』が37.3％、次点に『やや重視している』が35.2％、『重視している』が
18.5％と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、『男性』の『重視している』は23.4％と⼥性と⽐べ約10％の差があります。

 年齢ごとに⾒ていくと、『重視している』が⾼いのは『10代』と『40代』となり、関⼼が⾼いようです。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』で『重視している』が31.6％と⾼くなっています。『専業主婦・主夫』では『重視している』の割合
が10.5％と低く、重視している⼈の全体の割合が40％を下回っています。

 地域ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

重要度

【項目別】
４．活⼒とにぎわいあふれる産業のまち（産業分野）
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⑤ 観光振興に関する取組（観光資源の充実、体験型の観光機能の強化等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が58.1％、次点に『どちらかといえば不満である』が19.5％、『どちらかとい
えば満⾜している』が10.8％と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の割合とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』で『満⾜している』は⾼い割合ですが、他の年齢では10％を切っています。 『10代』以外では
満⾜している⼈の全体の割合より、不満と感じる⼈の全体の割合の⽅が多くなっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』では『満⾜している』は⾼く21.1％と⾼いですが、他の職業では10％を切っています。

 地域ごとに⾒ていくと、『どちらかといえば満⾜している』では『霊⼭地域』が17.0％と他より⾼くなっています。

満⾜度

【項目別】
４．活⼒とにぎわいあふれる産業のまち（産業分野）
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⑤ 観光振興に関する取組（観光資源の充実、体験型の観光機能の強化等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が39.1％、『やや重視している』が32.2％、『重視している』が17.0％ と
続いています。

 性別・地域ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『重視している』が最も⾼いのは『10代』で26.7％となっており、『あまり重視していない』『重視していな
い』も他に⽐べて低くなっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『重視している』が最も⾼いのは『学生』で31.6％、次点に『公務員・教職員』が25.6％と続いています。

重要度

【項目別】
４．活⼒とにぎわいあふれる産業のまち（産業分野）
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⑥ 雇⽤対策（若者の地元雇⽤の促進、市内企業における市⺠雇⽤の促進等）

 全体を⾒ていくと最も⾼いのは、『どちらともいえない』が51.9％、次点に『どちらかといえば不満である』が25.8％となっていま
す。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』では満⾜している⼈の全体の割合が46.6％と他より⾼くなっています。『10代』を除くすべての
年齢で満⾜している⼈の全体の割合より、不満を感じている⼈の全体の割合の⽅が⾼くなっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』では満⾜している⼈の全体の割合が42.1％と他より⾼くなっています。一⽅で、『会社員』『パー
ト・アルバイト』では不満を感じている⼈の全体の割合が39.7％・40.0％と他より⾼くなっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『⽉舘地域』では『どちらかといえば不満である』が31.4％と他に⽐べて⾼くなっています。

満⾜度

【項目別】
４．活⼒とにぎわいあふれる産業のまち（産業分野）
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⑥ 雇⽤対策（若者の地元雇⽤の促進、市内企業における市⺠雇⽤の促進等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『やや重視している』が33.3％、次点に『重視している』が31.3％、『どちらともいえない』が
27.6％と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、『男性』の『重視している』は34.6％であるのに対し、『⼥性』は28.1％と男⼥で意識に差があります。

 年齢ごとに⾒ていくと、『重視している』の割合が⾼いのは『20代』『40代』となり、約40％となっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『公務員・教職員』『農林業』『学生』の職業で『重視している』が約40％と⾼くなっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『霊⼭地域』『⽉舘地域』では『やや重視している』が他に⽐べて低くなっています。

重要度

【項目別】
４．活⼒とにぎわいあふれる産業のまち（産業分野）

92



満⾜度

重要度

５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）【全体】
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① ⼟地利⽤・市街地整備の状況（計画的な⼟地利⽤、魅⼒ある市街地の形成等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が49.6％、次点に『どちらかといえば不満である』が20.3％、『どちらかとい
えば満⾜している』が16.6％と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『満⾜している』では『10代』が33.3％と突出していますが、年齢が上がるにつれて減少しています。

 職業ごとに⾒ていくと、『満⾜している』では『学生』が31.6％と突出しています。

 地域ごとに⾒ていくと、『満⾜している』項目で『伊達地域』と『⽉舘地域』が8.4％・5.9％と微⼩ではありますが、他の地域よ
り⾼くなっています。

満⾜度

【項目別】
５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）【全体】
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① ⼟地利⽤・市街地整備の状況（計画的な⼟地利⽤、魅⼒ある市街地の形成等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『やや重視している』が37.5％、次点に『どちらともいえない』が28.6％、『重視している』が
25.4%と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』『20代』で『重視している』が40.0％と他より⾼い割合になっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』で『重視している』が50％を超えており、突出しています。

 地域ごとに⾒ていくと、『梁川地域』では『重視している』が17.5％と他に⽐べ低くなっています。

重要度

【項目別】
５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）【全体】

95



② 道路の整備状況（市道の整備・維持管理、国・県道の整備促進等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が39.5％、次点に『どちらかといえば満⾜している』が24.4％、『どちらかと
いえば不満である』が19.5％と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『満⾜している』は『10代』から『30代』までは10％を超えていますが、それ以降は低い数値になっていま
す。また、『10代』では『どちらかといえば不満である』が他に⽐べ⾼く、26.7％となっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『満⾜している』は『学生』が突出しています。また、『どちらかといえば不満である』では『農林業』で
35.8％と⾼くなっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『伊達地域』で『満⾜している』が10％を超えており、他に⽐べ⾼くなっています。

満⾜度

【項目別】
５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）【全体】
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② 道路の整備状況（市道の整備・維持管理、国・県道の整備促進等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『やや重視している』が39.1％、次点に『重視している』が30.1％、『どちらともいえない』が
22.8％と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』『20代』では『重視している』割合は⾼く、40％を超えています。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』では『重視している』が50％を超えて突出しており、次点に『公務員・教職員』『農林業』が
約40％と⾼くなっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『霊⼭地域』では『やや重視している』が25.5％と他に⽐べて低くなっていますが、『どちらともいえない』で
は34.0％と⾼くなっています。

重要度

【項目別】
５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）【全体】
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③ 公共交通の状況（鉄道・バス・デマンド交通等の利便性向上等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは、『どちらともいえない』が39.8％、次点に『どちらかといえば不満である』が26.4％、『どちらかと
いえば満⾜している』が14.8％と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』では『満⾜している』が26.7％と突出しています。それ以降の年齢は低くなっており、『どちらかと
いえば不満である』が30％に近い割合となっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』では『満⾜している』が26.3％と⾼くなっています。『どちらかといえば不満である』が⾼い職業は
『公務員・教職員』『パート・アルバイト』で30％を超えています。

 地域で⾒ていくと、『霊⼭地域』で『どちらかといえば満⾜している』が4.3％と他に⽐べ低い割合になっています。

満⾜度

【項目別】
５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）【全体】
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③ 公共交通の状況（鉄道・バス・デマンド交通等の利便性向上等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『やや重視している』が35.1％、次点に『重視している』が32.6％、『どちらともいえない』が
23.8％と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』『20代』『40代』で『重視している』が⾼い割合となっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『公務員・教職員』『学生』で『重視している』が50％を超える割合となっています。『専業主婦・主夫』
については『あまり重視していない』が約10％と他に⽐べ⾼くなっています。

 地域で⾒ていくと、『伊達地域』では『重視している』が他に⽐べ約10％⾼くなっています。

重要度

【項目別】
５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）【全体】
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④ デジタル化の状況（⾏政及び地域社会におけるデジタル化の推進等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が62.5％、次点に『どちらかといえば満⾜している』が14.1％、『どちらかと
いえば不満である』が11.9％と続いています。

 性別・地域ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』では『満⾜している』の割合は⾼くなっていますが、年齢が上がるにつれて減少傾向にあります。
また、『50代』『60代』では『どちらかといえば不満である』が同率15.6％と他より⾼くなっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』では『満⾜している』『どちらかといえば満⾜している』が突出して⾼くなっています。

満⾜度

【項目別】
５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）【全体】
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④ デジタル化の状況（⾏政及び地域社会におけるデジタル化の推進等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が41.0％、次点に『やや重視している』が31.3％、『重視している』が
14.6％と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』『20代』で『重視している』が突出しています。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』では『満⾜している』が唯一30％を超えています。

 地域ごとに⾒ていくと、『霊⼭地域』では『満⾜している』が23.4％と他に⽐べ⾼くなっています。

重要度

【項目別】
５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）【全体】
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⑤ 住宅施策の状況（⺠間住宅の住環境向上の⽀援、市営住宅の適正管理等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が65.4％、次点に『どちらかといえば満⾜している』が12.7％、『どちらかと
いえば不満である』が12.0％と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』で『満⾜している』が33.3％と突出しています。

 職業ごとに⾒ていくと、『満⾜している』は『学生』が26.3％と突出していますが、『どちらかといえば満⾜している』では『公務員・
教職員』『自営業』が他より⾼くなっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『梁川地域』の『どちらかといえば不満である』が17.0％と他⽐べて⾼くなっています。

満⾜度

【項目別】
５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）【全体】
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⑤ 住宅施策の状況（⺠間住宅の住環境向上の⽀援、市営住宅の適正管理等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が46.5％、次点に『やや重視している』が29.5％、『重視している』が
13.9％と続いています。

 性別・地域ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』の『重視している』が26.7％と、他に⽐べ⾼くなっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『満⾜している』は『学生』で⾼く、31.6％となっています。

重要度

【項目別】
５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）【全体】
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⑥ 定住・移住促進対策（市の魅⼒発信、定住・移住の相談・⽀援体制の強化等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が64.0％、次点に『どちらかといえば不満である』が13.2％、『どちらかとい
えば満⾜している』が12.2％と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』で『満⾜している』が40.0％と突出しています。『20代』では『どちらかといえば満⾜している』が
⾼く、30.0％となっており、年齢が上がるにつれて減少傾向にあります。

 職業ごとに⾒ていくと、『満⾜している』では『学生』が26.3％と突出しています。一⽅で『パート・アルバイト』『農林業』では『ど
ちらかといえば不満である』が⾼くなっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『梁川地域』では『どちらかといえば不満である』が22.6％と他より⾼くなっています。

満⾜度

【項目別】
５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）【全体】
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⑥ 定住・移住促進対策（市の魅⼒発信、定住・移住の相談・⽀援体制の強化等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が41.5％、次点に『やや重視している』が30.8％、『重視している』が
16.5％と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『あまり重視していない』が『30代』で唯一10％を超えています。

 職業ごとに⾒ていくと、『あまり重視していない』が『学生』で唯一10％を超えています。

 地域ごとに⾒ていくと、『重視している』の項目で『霊⼭地域』が30％を超え、⾼くなっています。

重要度

【項目別】
５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）【全体】
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⑦ 水道の整備状況（水道施設の整備充実、未普及地区への対応等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が46.7％、次点に『どちらかといえば満⾜している』が28.6％、『満⾜して
いる』が10.7％となっています。

 性別ごとに⾒ていくと、『男性』の『どちらともいえない』が43.3％に対して、『⼥性』が50.3％と男⼥で意識に差があります。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』『20代』では『満⾜している』が⾼くなっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』で『満⾜している』が36.8％と突出しています。一⽅で、『農林業』では『満⾜している』が1.9％
と低く、『どちらかといえば不満である』が11.3％と⾼くなっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『⽉舘地域』で『満⾜している』が17.6％と⾼くなっています。

満⾜度

【項目別】
５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）【全体】
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⑦ 水道の整備状況（水道施設の整備充実、未普及地区への対応等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『やや重視している』が35.4％、次点に『どちらともいえない』が33.4％、『重視している』が
22.2%と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『重視している』の項目では『20代』が36.0％と突出しています。

 職業ごとに⾒ていくと、『重視している』の項目では『学生』が36.8％と突出しており、次点に『専業主婦・主夫』となり27.4％
と⾼くなっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『霊⼭地域』で『重視している』が27.7％と他より⾼くなっています。

重要度

【項目別】
５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）【全体】
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⑧ 下水道の整備状況（下水道施設の適正管理、合併処理浄化槽の普及促進等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が47.7％、次点に『どちらかといえば満⾜している』が23.6％、『どちらかと
いえば不満である』が10.8％と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』では40％と突出していますが、年齢が上がるにつれて減少傾向にあります。

 職業ごとに⾒ていくと、『満⾜している』では『学生』が42.1％と突出しています。

 地域ごとに⾒ていくと、『⽉舘地域』では『満⾜している』が19.6％と他に⽐べ⾼くなっています。

満⾜度

【項目別】
５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）【全体】
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⑧ 下水道の整備状況（下水道施設の適正管理、合併処理浄化槽の普及促進等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『やや重視している』が37.5％、次点に『どちらともいえない』が30.1％、『重視している』が
21.8％と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『20代』の『重視している』は36.0％と唯一30％を超えています。また、『20代』では『重視していない』
の割合も10％と他より⾼くなっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』の『重視している』が42.1％と突出しています。

 地域ごとに⾒ていくと、『⽉舘地域』の『重視している』が15.7％と他より低くなっています。

重要度

【項目別】
５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）【全体】
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⑨ 公園・緑地の整備状況（公園設備の更新、維持管理の充実、緑化活動の⽀援等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が41.7％、次点に『どちらかといえば満⾜している』が24.5％、『どちらかと
いえば不満である』が17.2％と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』では『満⾜している』が26.7％と⾼くなっていますが、年齢が上がるにつれて減少しています。

 職業ごとに⾒ていくと、『公務員・教職員』『学生』では『満⾜している』が20.5％・31.6％と突出しています。

 地域ごとに⾒ていくと、項目にばらつきがありますが、『どちらかといえば満⾜している』項目では『保原地域』で31.8%と突出し
ています。

満⾜度

【項目別】
５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）【全体】
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⑨ 公園・緑地の整備状況（公園設備の更新、維持管理の充実、緑化活動の⽀援等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『やや重視している』が34.5％、次点に『どちらともいえない』が32.6％、『重視している』が
20.4％と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『重視している』の項目で『20代』が唯一30％を超えています。

 職業ごとに⾒ていくと、『重視している』の項目で『学生』が唯一30％を超えています。

 地域ごとに⾒ていくと、『霊⼭地域』では『重視している』が14.9％と他に⽐べて低くなっています。

重要度

【項目別】
５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）【全体】

111



満⾜度

重要度

６．みんなでつくる協働のまち（共生・協働・行財政分野）【全体】
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① 男⼥共同参画に関する取組（意識改⾰の推進、公の場への⼥性の登⽤拡⼤等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が67.8％、次点に『どちらかといえば満⾜している』が13.5％となっていま
す。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』で『満⾜している』が33.3%と突出していますが、『30代』以降では10％以下となっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』では『満⾜している』が31.6％と突出しています。一⽅で、『どちらかといえば不満である』では
『公務員・教職員』で17.9％と⾼い割合になっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『⽉舘地域』では『満⾜している』が9.8％と他に⽐べ⾼くなっています。

満⾜度

【項目別】
６．みんなでつくる協働のまち（共生・協働・⾏財政分野）

113



① 男⼥共同参画に関する取組（意識改⾰の推進、公の場への⼥性の登⽤拡⼤等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が43.6％、次点に『やや重視している』が31.1％、『重視している』が
13.8％と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』『20代』の『重視している』は約30％と⾼くなっています。一⽅で、『20代』では『あまり重視して
いない』も10％と、他に⽐べ⾼くなっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『重視している』は『学生』で42.1％と突出して⾼くなっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『重視している』の項目で『霊⼭地域』が19.1％と他より⾼くなっています。

重要度

【項目別】
６．みんなでつくる協働のまち（共生・協働・⾏財政分野）
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② コミュニティ活動に関する取組（意識啓発、交流館等の整備⽀援、活動の⽀援等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が63.3％、次点に『どちらかといえば満⾜している』が18.1％、『どちらかと
いえば不満である』が7.8％となっています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』の『満⾜している』は33.3％と突出しています。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』の『満⾜している』は31.6％と突出しています。一⽅で、『公務員・教職員』では『どちらかといえ
ば不満である』17.9％と他に⽐べ⾼くなっています。

 地域で⾒ていくと、『⽉舘地域』の『満⾜している』は11.8％と他に⽐べ⾼くなっています。

満⾜度

【項目別】
６．みんなでつくる協働のまち（共生・協働・⾏財政分野）
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② コミュニティ活動に関する取組（意識啓発、交流館等の整備⽀援、活動の⽀援等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が44.3％、次点に『やや重視している』が31.3％、『重視している』が
12.8％と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』『20代』で『重視している』が⾼くなっています。一⽅で、『あまり重視していない』の項目では
『20代』が唯一10％を超えています。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』の『重視している』が50％を超えて⾼い割合となっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『霊⼭地域』では『重視している』『やや重視している』が他に⽐べて⾼くなっています。

重要度

【項目別】
６．みんなでつくる協働のまち（共生・協働・⾏財政分野）
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③ 市⺠協働に関する取組（広報・広聴活動の充実、市⺠協働の仕組みづくり等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が63.7％、次点に『どちらかといえば満⾜している』が20.6％、『どちらかと
いえば不満である』が5.6％と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』の『満⾜している』は26.7％と突出していますが、年齢が上がるにつれて減少傾向にあります。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』の『満⾜している』は26.3％と突出しています。

 地域ごとに⾒ていくと、『⽉舘地域』では『どちらともいえない』が54.9％と他に⽐べて低くなっています。

満⾜度

【項目別】
６．みんなでつくる協働のまち（共生・協働・⾏財政分野）
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③ 市⺠協働に関する取組（広報・広聴活動の充実、市⺠協働の仕組みづくり等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が48.5％、次点に『やや重視している』が30.1％、『重視している』が
8.6％と続いています。

 性別・地域ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』で『重視している』が33.3％と突出しています。一⽅で『20代』『30代』では『あまり重視してい
ない』の割合が10％を超えています。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』の『重視している』が42.1％と突出しています。一⽅で『公務員・教職員』の『あまり重視してい
ない』では唯一10％を超えています。

重要度

【項目別】
６．みんなでつくる協働のまち（共生・協働・⾏財政分野）
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④ ⾏財政改⾰に関する取組（職員の⼈材育成、組織や業務の⾒直し、財政の健全化等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が61.8％、次点に『どちらかといえば満⾜している』が13.8％、『どちらかと
いえば不満である』が12.0％と続いています。

 性別・地域ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』の『満⾜している』は26.7％と突出しています。一⽅で『40代』『50代』『60代』では『どちらかと
いえば不満である』が他に⽐べ⾼くなっています。

 職業ごとに⾒ていくと、『学生』の『満⾜している』は26.3％と突出しています。一⽅で『農林業』では『満⾜している』は低く、『ど
ちらかといえば不満である』の割合が⾼くなっています。

満⾜度

【項目別】
６．みんなでつくる協働のまち（共生・協働・⾏財政分野）
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④ ⾏財政改⾰に関する取組（職員の⼈材育成、組織や業務の⾒直し、財政の健全化等）

 全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が39.0％、次点に『やや重視している』が30.4％、『重視している』が
19.0％と続いています。

 性別・地域ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ同等の割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『20代』では『あまり重視していない』が12.0％と唯一10％を超えています。

 職業ごとに⾒ていくと、『重視している』割合が⾼いのは、『公務員・教職員』『学生』となり、28.2％・36.8％となっています。

重要度

【項目別】
６．みんなでつくる協働のまち（共生・協働・⾏財政分野）
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 今後のまちづくりにおいて、伊達市をどのような特⾊のあるまちにすべきかについて、全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『災害に強
く、犯罪や事故のない安全・安⼼のまち』が43.1%、次点に『⼈にやさしい保健・医療・福祉の充実した健康・福祉のまち』が
33.7%、『⼦育て環境や⼦どもの教育環境が充実した⼦育て・教育のまち』が30.2％となっています。

 性別ごとに⾒ていくと、⼥性は全体の割合と同様、『安全・安⼼』『健康・福祉』『⼦育て・教育』に関⼼があり、男性も同様の
傾向が⾒られますが『商⼯業』等にも関⼼があるようです。

 年齢ごとに⾒ていくと、『20代』から『30代』にかけては『⼦育て・教育』『住環境』に関⼼が⾼く、『60代』、『70歳以上』になる
と『安⼼・安全』『健康・福祉』に関⼼が向いています。『10代』は他の世代では⾼い関⼼がある『安⼼・安全』が13.3%と低
くなっていますが、『デジタル化』『環境保全』『生涯学習・⽂化』『健康・福祉』等への関⼼が⾼くなっています。
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今後のまちづくりの特⾊（性別、年齢別）（複数回答）

問８ あなたは、今後のまちづくりにおいて、伊達市をどのような特⾊のあるまちにすべきだと考えますか。
（２つまで〇印）

n=10以上の場合

[比率の差]無回答除く
全体+10ポイント
全体+5ポイント

n=

災
害
に
強
く

、
犯
罪
や
事
故
の
な
い

安
全
・
安
心
の
ま
ち

人
に
や
さ
し
い
保
健
・
医
療
・
福
祉

の
充
実
し
た
健
康
・
福
祉
の
ま
ち

子
育
て
環
境
や
子
ど
も
の
教
育
環
境

が
充
実
し
た
子
育
て
・
教
育
の
ま
ち

快
適
な
居
住
環
境
の
整
備
を
優
先
す

る
快
適
住
環
境
の
ま
ち

商
店
街
の
振
興
や
地
場
産
業
の
育

成

、
企
業
誘
致
に
よ
る
商
工
業
の
ま

ち 農
業
を
中
心
と
し
て
発
展
す
る

農
業
の
ま
ち

市
民
と
行
政
と
が
協
力
し
て
ま
ち
づ

く
り
を
行
う
市
民
協
働
の
ま
ち

生
涯
学
習
活
動
や
文
化
芸
術
・
ス

ポ
ー
ツ
活
動
が
活
発
な
生
涯
学
習
・

文
化
の
ま
ち

自
然
の
保
護
や
環
境
の
保
全
・
創
造

を
優
先
す
る
環
境
保
全
の
ま
ち

地
域
資
源
を
活
用
し

、
観
光
や
交
流

事
業
を
進
め
る
観
光
・
交
流
の
ま
ち

先
端
技
術
を
導
入
し

、
様
々
な
仕
組

み
を
変
革
し
て
い
く
デ
ジ
タ
ル
化
推

進
の
ま
ち

歴
史
的
遺
産
を
大
切
に
し

、
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
す
歴
史
の
ま
ち

無
回
答

そ
の
他

923 43.1% 33.7% 30.2% 16.9% 15.6% 10.5% 9.2% 8.0% 7.2% 6.3% 4.4% 3.1% 2.5% 1.0%

男性 462 34.8% 23.4% 24.5% 14.9% 16.3% 9.1% 7.5% 5.7% 5.9% 5.0% 5.5% 3.0% 1.8% 0.9%

女性 455 44.0% 38.5% 30.8% 15.8% 11.2% 10.1% 9.2% 9.2% 7.0% 6.6% 2.0% 2.6% 2.9% 0.9%

その他 1 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 5 40.0% 60.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0%

10代 15 13.3% 20.0% 6.7% 40.0% 20.0% 6.7% 6.7% 20.0% 20.0% 6.7% 20.0% 6.7% 6.7% 0.0%

20代 50 30.0% 32.0% 42.0% 30.0% 16.0% 8.0% 4.0% 10.0% 6.0% 6.0% 2.0% 2.0% 2.0% 0.0%

30代 98 20.4% 26.5% 57.1% 23.5% 20.4% 10.2% 3.1% 8.2% 8.2% 6.1% 6.1% 2.0% 2.0% 0.0%

40代 121 31.4% 30.6% 43.8% 12.4% 24.8% 8.3% 3.3% 9.1% 5.0% 6.6% 7.4% 2.5% 3.3% 1.7%

50代 147 40.1% 36.1% 26.5% 22.4% 17.0% 7.5% 8.2% 9.5% 8.2% 6.1% 3.4% 4.1% 0.7% 1.4%

60代 224 51.8% 37.1% 26.8% 13.8% 8.5% 12.5% 9.4% 7.6% 8.0% 6.7% 4.0% 1.8% 1.3% 0.9%

70歳以上 263 55.5% 34.2% 18.3% 12.5% 14.4% 12.5% 16.0% 6.1% 6.1% 5.7% 2.7% 4.2% 4.2% 1.1%

無回答 5 40.0% 60.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 20.0% 20.0% 0.0% 0.0%

全体

性
別

年
齢

43.1%

33.7%
30.2%

16.9% 15.6%

10.5% 9.2% 8.0% 7.2% 6.3%
4.4% 3.1% 2.5% 1.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%



 各職業ごとに⾒ていくと、『公務員・教職員』では『⼦育て・教育』が66.7%と⾼い関⼼を持っており、『農林業』では『安⼼・安
全』に対して56.6%といずれも半数を超える⾼い関⼼を持っています。

 地域ごとに⾒ていくと、『安⼼・安全』に関⼼が⾼いのは『霊⼭地域』が54.3%と半数以上が回答しています。他の地域も⾼い
割合で『安⼼・安全』と回答しています。
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今後のまちづくりの特⾊（職業別、居住地域別）（複数回答）

問８ あなたは、今後のまちづくりにおいて、伊達市をどのような特⾊のあるまちにすべきだと考えますか。
（２つまで〇印）

n=10以上の場合

[比率の差]無回答除く
全体+10ポイント
全体+5ポイント

n=

災
害
に
強
く

、
犯
罪
や
事
故
の
な
い

安
全
・
安
心
の
ま
ち

人
に
や
さ
し
い
保
健
・
医
療
・
福
祉

の
充
実
し
た
健
康
・
福
祉
の
ま
ち

子
育
て
環
境
や
子
ど
も
の
教
育
環
境

が
充
実
し
た
子
育
て
・
教
育
の
ま
ち

快
適
な
居
住
環
境
の
整
備
を
優
先
す

る
快
適
住
環
境
の
ま
ち

商
店
街
の
振
興
や
地
場
産
業
の
育

成

、
企
業
誘
致
に
よ
る
商
工
業
の
ま

ち 農
業
を
中
心
と
し
て
発
展
す
る
農
業

の
ま
ち

市
民
と
行
政
と
が
協
力
し
て
ま
ち
づ

く
り
を
行
う
市
民
協
働
の
ま
ち

生
涯
学
習
活
動
や
文
化
芸
術
・
ス

ポ
ー
ツ
活
動
が
活
発
な
生
涯
学
習
・

文
化
の
ま
ち

自
然
の
保
護
や
環
境
の
保
全
・
創
造

を
優
先
す
る
環
境
保
全
の
ま
ち

地
域
資
源
を
活
用
し

、
観
光
や
交
流

事
業
を
進
め
る
観
光
・
交
流
の
ま
ち

先
端
技
術
を
導
入
し

、
様
々
な
仕
組

み
を
変
革
し
て
い
く
デ
ジ
タ
ル
化
推

進
の
ま
ち

歴
史
的
遺
産
を
大
切
に
し

、
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
す
歴
史
の
ま
ち

無
回
答

そ
の
他

923 43.1% 33.7% 30.2% 16.9% 15.6% 10.5% 9.2% 8.0% 7.2% 6.3% 4.4% 3.1% 2.5% 1.0%

会社員 295 37.3% 30.8% 37.3% 21.4% 22.0% 7.1% 3.7% 10.2% 5.8% 5.8% 6.8% 2.4% 1.4% 1.0%

公務員・教職員 39 30.8% 30.8% 66.7% 12.8% 7.7% 2.6% 10.3% 15.4% 7.7% 7.7% 2.6% 0.0% 0.0% 2.6%

パート・アルバイト 115 40.0% 32.2% 32.2% 16.5% 19.1% 8.7% 7.0% 5.2% 11.3% 4.3% 1.7% 6.1% 3.5% 0.0%

自営業 67 49.3% 20.9% 23.9% 14.9% 14.9% 10.4% 13.4% 10.4% 7.5% 9.0% 4.5% 3.0% 6.0% 0.0%

農林業 53 56.6% 20.8% 22.6% 3.8% 5.7% 37.7% 9.4% 5.7% 11.3% 5.7% 1.9% 3.8% 3.8% 0.0%

学生 19 21.1% 31.6% 5.3% 47.4% 15.8% 5.3% 10.5% 5.3% 15.8% 5.3% 15.8% 5.3% 5.3% 0.0%

専業主婦・主夫 95 36.8% 45.3% 29.5% 26.3% 10.5% 12.6% 12.6% 7.4% 4.2% 2.1% 1.1% 0.0% 4.2% 0.0%

無職 193 52.3% 42.5% 18.1% 9.8% 12.4% 9.3% 16.1% 6.2% 6.7% 8.3% 4.1% 2.6% 2.1% 2.1%

その他 40 55.0% 27.5% 30.0% 10.0% 7.5% 15.0% 7.5% 5.0% 5.0% 12.5% 2.5% 12.5% 0.0% 2.5%

無回答 7 71.4% 57.1% 28.6% 0.0% 14.3% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0%

伊達地域 215 38.6% 29.3% 33.5% 23.7% 18.1% 8.8% 7.9% 7.9% 8.4% 3.7% 4.7% 3.3% 1.9% 0.5%

梁川地域 212 48.6% 30.7% 24.1% 12.7% 13.2% 14.2% 9.9% 11.8% 6.1% 8.0% 3.3% 5.2% 3.8% 0.9%

保原地域 337 39.8% 35.6% 33.2% 16.9% 15.7% 11.9% 9.2% 6.5% 7.1% 6.2% 3.6% 1.5% 2.7% 1.8%

霊山地域 94 54.3% 43.6% 24.5% 13.8% 13.8% 6.4% 6.4% 5.3% 8.5% 6.4% 5.3% 4.3% 1.1% 0.0%

月舘地域 51 37.3% 31.4% 29.4% 13.7% 15.7% 3.9% 13.7% 9.8% 5.9% 11.8% 11.8% 3.9% 2.0% 0.0%

無回答 14 57.1% 42.9% 42.9% 7.1% 21.4% 0.0% 21.4% 0.0% 0.0% 0.0% 7.1% 0.0% 0.0% 0.0%

全体

職
業

居
住
地
域

43.1%

33.7%
30.2%

16.9% 15.6%

10.5% 9.2% 8.0% 7.2% 6.3%
4.4% 3.1% 2.5% 1.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%



問９ あなたは、現在ご結婚をされていますか。（１つに○印）
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既婚・未婚について（年齢別・居住地域別）

4-1 結婚について

 結婚についての全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『結婚している(既婚)』が68.5%、次点に『結婚していない(未婚)』が
18.4%となっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『20代』では結婚している割合は22.0％ですが、世代が上がるにつれて、⾼くなっており、『40代』以降
は約70%の割合が既婚者となっています。

 地域ごとに⾒ていくと、最も割合が⾼いのは『霊⼭地域』の74.5%となっています。すべての地域で既婚者は60％を超えてい
ます。

n=

923

10代 15

20代 50

30代 98

40代 121

50代 147

60代 224

70歳以上 263

無回答 5
1%未満のデータラベルは非表示

全体

年
齢

68.5%

22.0%

57.1%

72.7%

68.7%

73.7%

79.5%

40.0%

18.4%

100.0%

72.0%

37.8%

19.0%

15.0%

11.6%

3.8%

20.0%

9.3%

4.0%

3.1%

5.8%

12.2%

12.5%

10.6%

3.8%

2.0%

2.0%

2.5%

4.1%

2.2%

6.1%

40.0%

結婚している（既婚） 結婚していない（未婚）
かつて結婚していたが、今は

結婚していない（離別・死別）
無回答

n=

923

伊達地域 215

梁川地域 212

保原地域 337

霊山地域 94

月舘地域 51

無回答 14
1%未満のデータラベルは非表示

全体

居
住
地
域

68.5%

71.6%

64.6%

69.1%

74.5%

62.7%

42.9%

18.4%

21.4%

18.4%

16.3%

16.0%

23.5%

21.4%

9.3%

5.6%

10.4%

11.9%

5.3%

7.8%

21.4%

3.8%

1.4%

6.6%

2.7%

4.3%

5.9%

14.3%



 どのようなきっかけで知り合ったかの全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『職場や仕事の関係』が32.3％、次点に『お⾒合いで
（親せき・上役などの紹介も含む）』が20.9％、『友⼈や兄弟姉妹を通じて』が17.1％となっています。上位３つの項目の
合計が70%を超える割合となっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『20代』『インターネットで』が36.4%と他の世代と⽐べ、20％以上差がある結果となっています。

 地域ごとに⾒ていくと、多少の数値の前後はあるものの、全ての地域で上位の項目は同じになっています。
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知り合ったきっかけ（年齢別、居住地域別）

問10 問９で「１」と回答した⽅におたずねします。
あなた⽅ご夫婦はどのようなきっかけでお知り合いになりましたか。（１つに○印）

n=

学
校
で

職
場
や
仕
事
の
関
係
で

幼
な
じ
み
・
隣
人
関
係

学
校
以
外
の
サ
ー
ク
ル
活
動
や
ク

ラ
ブ
活
動
・
習
い
ご
と
で

友
人
や
兄
弟
姉
妹
を
通
じ
て

お
見
合
い
で

（
親
せ
き
・
上
役
な

ど
の
紹
介
も
含
む

）

結
婚
相
談
所
で

コ
ン
パ
・
合
コ
ン
で

婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

街
な
か
や
旅
先
で

ア
ル
バ
イ
ト
先
で

そ
の
他

無
回
答

632 7.4% 32.3% 2.1% 4.4% 17.1% 20.9% 0.6% 3.3% 0.6% 3.2% 4.1% 0.9% 1.7% 1.3%

10代 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

20代 11 18.2% 0.0% 9.1% 0.0% 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 9.1% 36.4% 9.1% 0.0% 9.1% 0.0%

30代 56 21.4% 26.8% 3.6% 0.0% 21.4% 1.8% 1.8% 8.9% 0.0% 10.7% 1.8% 1.8% 0.0% 0.0%

40代 88 8.0% 34.1% 2.3% 5.7% 20.5% 2.3% 1.1% 9.1% 0.0% 8.0% 4.5% 3.4% 1.1% 0.0%

50代 101 7.9% 45.5% 1.0% 5.9% 20.8% 5.0% 1.0% 6.9% 2.0% 0.0% 1.0% 0.0% 2.0% 1.0%

60代 165 8.5% 31.5% 1.8% 5.5% 14.5% 23.0% 0.6% 0.6% 0.6% 1.2% 5.5% 1.2% 3.0% 2.4%

70歳以上 209 1.9% 28.7% 1.9% 3.8% 14.8% 41.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.5% 4.8% 0.0% 1.0% 1.4%

無回答 2 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

伊達地域 154 7.8% 35.1% 1.9% 3.9% 16.2% 15.6% 0.0% 4.5% 0.6% 5.2% 3.2% 1.9% 2.6% 1.3%

梁川地域 137 10.9% 29.2% 2.9% 4.4% 16.8% 24.1% 0.0% 2.9% 0.0% 1.5% 2.2% 0.0% 2.2% 2.9%

保原地域 233 5.6% 34.8% 1.7% 5.6% 18.0% 19.7% 0.9% 2.6% 1.3% 3.0% 4.7% 0.9% 0.9% 0.4%

霊山地域 70 5.7% 24.3% 2.9% 4.3% 17.1% 28.6% 1.4% 5.7% 0.0% 1.4% 5.7% 1.4% 0.0% 1.4%

月舘地域 32 9.4% 28.1% 0.0% 0.0% 18.8% 21.9% 3.1% 0.0% 0.0% 3.1% 9.4% 0.0% 6.3% 0.0%

無回答 6 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

全体

年
齢

居
住
地
域

7.4%

32.3%

2.1%
4.4%

17.1%

20.9%

0.6%
3.3%

0.6%
3.2% 4.1%

0.9% 1.7% 1.3%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%



n=

632

10代 0

20代 11

30代 56

40代 88

50代 101

60代 165

70歳以上 209

無回答 2
1%未満のデータラベルは非表示

全体

年
齢

42.7%

90.9%

76.8%

86.4%

78.2%

43.0%

23.4%

100.0%

4.3%

9.1%

17.9%

10.2%

6.9%

3.0%

3.3%

19.5%

3.6%

2.3%

10.9%

29.7%

22.0%

26.1%

1.0%

17.6%

43.5%

7.3%

1.8%

1.1%

3.0%

6.7%

7.7%

夫婦ともに働いてい

る（共働き）

一方は働いていないが、

将来的な就業希望はある

一方は働いておらず、今

のところ就業希望もない
どちらも働いていない 無回答

 夫婦とも働いているかを全体で⾒ていくと、『夫婦ともに働いている（共働き）』が42.7％、次点に『どちらも働いていない』が
26.1％、『一⽅は働いておらず、今のところ就業希望もない』が19.5％となっています。夫婦一⽅働いている割合は合計で
23.9％となっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『夫婦ともに働いている(共働き)』が最も⾼いのは『20代』となっており、90.9%となっています。

 地域ごとに⾒ていくと、どの地域も『夫婦ともに働いている（共働き）』が⾼い割合を⽰していますが、⽉舘地域に関しては共
働きの割合が最も低く34.4％となり、夫婦一⽅が働いている全体の割合は34.4%と最も⾼くなっています。
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共働きの状況について（年齢別・居住地域別）

問11 問９で「１」と回答した⽅におたずねします。
あなたの家庭では、夫婦ともに働いていますか。あるいは一⽅のみが働いていますか。（１つに○印）

該当なし

n=

632

伊達地域 154

梁川地域 137

保原地域 233

霊山地域 70

月舘地域 32

無回答 6
1%未満のデータラベルは非表示

全体

居
住
地
域

42.7%

59.7%

55.5%

49.8%

45.7%

34.4%

50.0%

4.3%

6.5%

5.1%

7.3%

4.3%

6.3%

19.5%

14.9%

17.5%

14.6%

28.6%

28.1%

26.1%

14.9%

16.1%

23.2%

15.7%

25.0%

50.0%

7.3%

3.9%

5.8%

5.2%

5.7%

6.3%



 結婚についてどう考えているかの全体を⾒ていくと、『結婚するつもりはない』が最も多く35.5%、次点に『いずれは結婚したい』
が20.7％、『結婚したいと思う（思っていた）が、結婚しないと思う』が16.4%となっています。結婚に前向きな全体の割合は
29.7％となり、結婚に前向きではない割合は51.9%と半数を超えています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『いずれは結婚したい』の割合は『10代』では60%と⾼いですが、年齢が上がるにつれて、割合が低くな
り、結婚に対して前向きな割合は減少しています。

 地域ごとに⾒ていくと、すべての地域で結婚に前向きではない⼈の全体の割合が⾼くなっています。
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結婚についての考え（年齢別・居住地域別）

問12 問９で「２」または「３」と回答した⽅におたずねします。
あなたの結婚についてのお考えは、次のうちどれに近いですか。（１つに○印）

n=

256

10代 15

20代 38

30代 40

40代 30

50代 40

60代 54

70歳以上 38

無回答 1
1%未満のデータラベルは非表示

全体

年
齢

5.1%

12.5%

10.0%

12.5%

3.9%

18.4%

5.0%

3.3%

20.7%

60.0%

52.6%

30.0%

10.0%

17.5%

3.7%

16.4%

5.3%

22.5%

33.3%

25.0%

13.0%

10.5%

35.5%

6.7%

2.6%

25.0%

10.0%

32.5%

61.1%

78.9%

16.0%

33.3%

13.2%

5.0%

33.3%

12.5%

18.5%

7.9%

100.0%

2.3%

7.9%

3.7%

2.6%

すぐにでも結婚

したい

２～３年以内に

結婚したい

いずれは結婚

したい

結婚したいと思う

（思っていた）が、

結婚しないと思う

結婚するつもり

はない
わからない 無回答

n=

256

伊達地域 58

梁川地域 61

保原地域 95

霊山地域 20

月舘地域 16

無回答 6
1%未満のデータラベルは非表示

全体

居
住
地
域

5.1%

1.7%

6.6%

7.4%

5.0%

3.9%

5.2%

1.6%

5.3%

5.0%

20.7%

32.8%

19.7%

15.8%

20.0%

18.8%

16.4%

10.3%

14.8%

20.0%

25.0%

12.5%

16.7%

35.5%

32.8%

36.1%

36.8%

20.0%

50.0%

50.0%

16.0%

13.8%

19.7%

12.6%

20.0%

18.8%

33.3%

2.3%

3.4%

1.6%

2.1%

5.0%



 独身でいる理由の◎を⾒ていくと最も⾼いのは『適当な相手とまだめぐり会わないから』が19.5%、次点に『結婚する必要性を
感じないから』が17.2%となっています。2番目・3番目の理由を⾒ていくと最も⾼いのは『独身の自由さや気楽さを失いたくな
いから』が27.0%、『適当な相手とまだめぐり会わないから』が19.5%、同率で『結婚する必要性を感じないから』が19.5%と
なっています。
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現在独身でいる理由（複数回答）

問13 問９で「２」または「３」と答えた⽅におたずねします。
あなたが現在独身でいる理由は、次の中から選ぶとすればどれですか。
（最もあてはまる理由に◎印、２番目、３番目にあてはまる理由に○印）



 独身でいる理由を◎の年齢ごとに⾒ると10代は『結婚するにはまだ若すぎるから』『今は、仕事（または学業）にうちこみたい
から』で約70％を占めています。20代で顕著なのは『結婚資⾦が⾜りないから』が唯一10％を超えています。30代以降で⾼
い割合となっているのは『適当な相手とまだめぐり会わないから』となっています。

 独身でいる理由を◎の地域ごとに⾒ていくと『梁川地域』『霊⼭地域』『⽉舘地域』では『適当な相手とまだめぐり会わないか
ら』が20％を超えています。
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最もあてはまる理由に◎

問13 問９で「２」または「３」と答えた⽅におたずねします。
あなたが現在独身でいる理由は、次の中から選ぶとすればどれですか。
（最もあてはまる理由に◎印、２番目、３番目にあてはまる理由に○印）

n=10以上の場合

[比率の差]無回答除く
全体+10ポイント
全体+5ポイント

n=

結
婚
す
る
に
は
ま
だ
若
す
ぎ
る
か

ら 結
婚
す
る
必
要
性
を
感
じ
な
い
か

ら 今
は

、
仕
事

（
ま
た
は
学
業

）
に

う
ち
こ
み
た
い
か
ら

今
は

、
趣
味
や
娯
楽
を
楽
し
み
た

い
か
ら

独
身
の
自
由
さ
や
気
楽
さ
を
失
い

た
く
な
い
か
ら

適
当
な
相
手
と
ま
だ
め
ぐ
り
会
わ

な
い
か
ら

異
性
と
う
ま
く
つ
き
合
え
な
い
か

ら 結
婚
資
金
が
足
り
な
い
か
ら

結
婚
生
活
の
た
め
の
住
居
の
め
ど

が
た
た
な
い
か
ら

親
や
周
囲
が
結
婚
に
同
意
し
な
い

（
だ
ろ
う

）
か
ら

そ
の
他

す
で
に
結
婚
が
決
ま
っ
て
い
る

無
回
答

256 3.9% 17.2% 4.3% 4.3% 7.0% 19.5% 6.3% 3.9% 1.6% 0.8% 7.0% 0.8% 23.4%

10代 15 46.7% 0.0% 26.7% 0.0% 0.0% 6.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.7% 0.0% 13.3%

20代 38 5.3% 2.6% 13.2% 13.2% 5.3% 15.8% 2.6% 10.5% 2.6% 0.0% 2.6% 2.6% 23.7%

30代 40 0.0% 22.5% 0.0% 2.5% 10.0% 30.0% 20.0% 7.5% 2.5% 0.0% 2.5% 0.0% 2.5%

40代 30 0.0% 20.0% 6.7% 0.0% 16.7% 23.3% 3.3% 0.0% 3.3% 0.0% 10.0% 3.3% 13.3%

50代 40 0.0% 17.5% 0.0% 2.5% 10.0% 35.0% 5.0% 2.5% 0.0% 0.0% 10.0% 0.0% 17.5%

60代 54 0.0% 18.5% 0.0% 5.6% 3.7% 16.7% 5.6% 1.9% 1.9% 3.7% 13.0% 0.0% 29.6%

70歳以上 38 2.6% 28.9% 0.0% 2.6% 2.6% 2.6% 0.0% 2.6% 0.0% 0.0% 2.6% 0.0% 55.3%

無回答 1 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

伊達地域 58 5.2% 17.2% 5.2% 3.4% 3.4% 19.0% 8.6% 1.7% 1.7% 1.7% 6.9% 1.7% 24.1%

梁川地域 61 3.3% 18.0% 3.3% 4.9% 4.9% 24.6% 9.8% 1.6% 1.6% 0.0% 3.3% 0.0% 24.6%

保原地域 95 3.2% 17.9% 3.2% 5.3% 9.5% 16.8% 2.1% 6.3% 2.1% 1.1% 8.4% 0.0% 24.2%

霊山地域 20 0.0% 5.0% 5.0% 0.0% 15.0% 20.0% 5.0% 5.0% 0.0% 0.0% 10.0% 5.0% 30.0%

月舘地域 16 12.5% 18.8% 6.3% 0.0% 6.3% 25.0% 6.3% 6.3% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0% 6.3%

無回答 6 0.0% 33.3% 16.7% 16.7% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7%

全体

年
齢

居
住
地
域

3.9%

17.2%

4.3% 4.3%

7.0%

19.5%

6.3%

3.9%

1.6%
0.8%

7.0%

0.8%

23.4%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%



 独身でいる理由を○の年齢ごとに⾒ていくと、『10代』では『今は、趣味や娯楽を楽しみたいから』が46.7%と⾼くなっていま
す。
『20代』になると割合が減少していますが、『適当な相手とまだめぐり会わないから』が10代の時に⽐べ⾼くなっています。
『30代』では『独身の自由さや気楽さを失いたくないから』『結婚資⾦が⾜りないから』等が上位を占め、世代が上がるにつれて
変動しています。

 独身でいる理由を○の地域ごとに⾒ていくと、『⽉舘地域』で『独身の自由さや気楽さを失いたくないから』が37.5％と⾼い割
合となっています。
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2番目、3番目にあてはまる理由に○

問13 問９で「２」または「３」と答えた⽅におたずねします。
あなたが現在独身でいる理由は、次の中から選ぶとすればどれですか。
（最もあてはまる理由に◎印、２番目、３番目にあてはまる理由に○印）

n=10以上の場合

[比率の差]無回答除く
全体+10ポイント
全体+5ポイント

n=

結
婚
す
る
に
は
ま
だ
若
す
ぎ
る
か

ら 結
婚
す
る
必
要
性
を
感
じ
な
い
か

ら 今
は

、
仕
事

（
ま
た
は
学
業

）
に

う
ち
こ
み
た
い
か
ら

今
は

、
趣
味
や
娯
楽
を
楽
し
み
た

い
か
ら

独
身
の
自
由
さ
や
気
楽
さ
を
失
い

た
く
な
い
か
ら

適
当
な
相
手
と
ま
だ
め
ぐ
り
会
わ

な
い
か
ら

異
性
と
う
ま
く
つ
き
合
え
な
い
か

ら 結
婚
資
金
が
足
り
な
い
か
ら

結
婚
生
活
の
た
め
の
住
居
の
め
ど

が
た
た
な
い
か
ら

親
や
周
囲
が
結
婚
に
同
意
し
な
い

（
だ
ろ
う

）
か
ら

そ
の
他

す
で
に
結
婚
が
決
ま
っ
て
い
る

無
回
答

256 3.5% 19.5% 4.7% 19.1% 27.0% 19.5% 10.5% 12.9% 5.5% 2.3% 7.8% 0.8% 22.7%

10代 15 26.7% 6.7% 13.3% 46.7% 6.7% 13.3% 6.7% 6.7% 0.0% 0.0% 6.7% 0.0% 33.3%

20代 38 13.2% 13.2% 13.2% 26.3% 15.8% 28.9% 7.9% 21.1% 7.9% 2.6% 2.6% 0.0% 18.4%

30代 40 0.0% 22.5% 0.0% 20.0% 40.0% 27.5% 20.0% 30.0% 12.5% 0.0% 5.0% 0.0% 5.0%

40代 30 0.0% 16.7% 6.7% 16.7% 30.0% 26.7% 16.7% 10.0% 10.0% 6.7% 10.0% 3.3% 10.0%

50代 40 0.0% 25.0% 5.0% 7.5% 25.0% 20.0% 12.5% 10.0% 2.5% 2.5% 15.0% 2.5% 22.5%

60代 54 0.0% 24.1% 1.9% 13.0% 33.3% 9.3% 7.4% 7.4% 3.7% 3.7% 5.6% 0.0% 31.5%

70歳以上 38 0.0% 15.8% 0.0% 21.1% 23.7% 13.2% 2.6% 2.6% 0.0% 0.0% 10.5% 0.0% 39.5%

無回答 1 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

伊達地域 58 8.6% 6.9% 5.2% 24.1% 29.3% 25.9% 10.3% 15.5% 3.4% 1.7% 6.9% 0.0% 20.7%

梁川地域 61 3.3% 23.0% 4.9% 23.0% 23.0% 16.4% 11.5% 18.0% 8.2% 4.9% 8.2% 1.6% 14.8%

保原地域 95 2.1% 25.3% 5.3% 12.6% 26.3% 18.9% 9.5% 10.5% 4.2% 1.1% 9.5% 1.1% 24.2%

霊山地域 20 0.0% 10.0% 0.0% 15.0% 15.0% 10.0% 10.0% 15.0% 15.0% 0.0% 5.0% 0.0% 55.0%

月舘地域 16 0.0% 18.8% 6.3% 25.0% 37.5% 25.0% 18.8% 0.0% 0.0% 0.0% 6.3% 0.0% 18.8%

無回答 6 0.0% 50.0% 0.0% 33.3% 66.7% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0%

全体

年
齢

居
住
地
域

3.5%

19.5%

4.7%

19.1%

27.0%

19.5%

10.5%

12.9%

5.5%

2.3%

7.8%

0.8%

22.7%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%



 結婚⽀援について市が取り組むこととしての全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『男⼥ともに⼦育てしやすい職場の環境整備を推
進する』が42.9%、次点に『安定的な収⼊確保のための就職⽀援をする』が37.3%と⾼い割合を占めています。

 年齢ごとに⾒ていくと、全体と同じ項目が⾼い割合を⽰していますが、突出して割合が⾼いのは20代・『男⼥ともに⼦育てしや
すい職場の環境整備を推進する』が56.0％となっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『男⼥ともに⼦育てしやすい職場の環境整備を推進する』 『安定的な収⼊確保のための就職⽀援を
する』では全ての地域で3割以上を占めています。
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結婚⽀援で市が取り組むこと（複数回答）

問14 結婚⽀援について、市が取り組むこととして、あなたの考えに近いものはどれですか。（３つまで○印）

n=10以上の場合

[比率の差]無回答除く
全体+10ポイント
全体+5ポイント

n=

男
女
と
も
に
子
育
て
し
や
す
い
職

場
の
環
境
整
備
を
推
進
す
る

安
定
的
な
収
入
確
保
の
た
め
の
就

職
支
援
を
す
る

結
婚
し
た
い
男
女
の
出
会
い
の
場

づ
く
り

（
街
コ
ン
・
婚
活
イ
ベ
ン

ト
等

）

正
規
職
員
雇
用
を
促
進
す
る

他
市
町
村
と
連
携
し
て

、
広
域
的

な
結
婚
支
援
事
業
を
展
開
す
る

労
働
時
間
短
縮
な
ど
の
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
※
を
推
進
す
る

個
人
の
問
題
な
の
で

、
行
政
が
支

援
策
を
実
施
す
る
必
要
は
な
い

男
性
の
家
事
・
育
児
へ
の
参
加
を

促
す
た
め
の
取
り
組
み
や
啓
発
を

進
め
る

結
婚
相
談
員
を
配
置
し
て

、
パ
ー

ト
ナ
ー
探
し
を
き
め
細
か
く
支
援

す
る

学
校
教
育
を
通
じ
て

、
若
い
世
代

か
ら
の
結
婚
や
子
育
て
に
関
す
る

意
義
の
啓
発
を
進
め
る

異
性
と
の
つ
き
あ
い
が
苦
手
な
方

を
対
象
に

、
結
婚
支
援
講
座
を
開

催
す
る

そ
の
他

無
回
答

923 42.9% 37.3% 29.1% 23.9% 20.0% 14.1% 13.8% 12.4% 11.9% 11.4% 8.5% 1.5% 6.5%

10代 15 40.0% 33.3% 13.3% 6.7% 13.3% 20.0% 20.0% 13.3% 13.3% 26.7% 6.7% 0.0% 0.0%

20代 50 56.0% 28.0% 22.0% 24.0% 6.0% 20.0% 14.0% 20.0% 2.0% 10.0% 8.0% 2.0% 6.0%

30代 98 46.9% 30.6% 31.6% 28.6% 14.3% 22.4% 16.3% 20.4% 8.2% 9.2% 6.1% 1.0% 3.1%

40代 121 46.3% 43.0% 23.1% 33.1% 13.2% 17.4% 18.2% 16.5% 9.1% 9.9% 5.8% 0.8% 2.5%

50代 147 46.9% 40.8% 32.0% 21.8% 14.3% 16.3% 17.0% 15.0% 6.1% 8.8% 10.9% 2.7% 2.7%

60代 224 41.1% 37.5% 31.7% 21.0% 26.8% 13.8% 9.8% 10.7% 15.2% 12.1% 8.9% 1.8% 5.8%

70歳以上 263 36.5% 37.3% 29.3% 22.8% 25.9% 6.8% 12.2% 5.7% 17.1% 12.9% 8.7% 1.1% 12.5%

無回答 5 60.0% 20.0% 40.0% 20.0% 20.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 20.0% 20.0% 0.0% 20.0%

伊達地域 215 45.1% 42.8% 27.9% 23.3% 16.7% 20.0% 14.4% 12.6% 10.7% 9.8% 6.0% 1.4% 3.3%

梁川地域 212 39.2% 34.4% 33.5% 25.0% 20.3% 9.9% 14.2% 9.0% 11.3% 10.4% 9.9% 1.4% 9.0%

保原地域 337 44.5% 37.1% 26.4% 25.5% 21.1% 11.3% 13.6% 15.4% 12.8% 13.6% 8.9% 1.8% 5.3%

霊山地域 94 37.2% 31.9% 29.8% 16.0% 22.3% 13.8% 17.0% 9.6% 11.7% 8.5% 9.6% 2.1% 11.7%

月舘地域 51 43.1% 31.4% 33.3% 23.5% 25.5% 19.6% 7.8% 7.8% 17.6% 13.7% 7.8% 0.0% 7.8%

無回答 14 64.3% 57.1% 28.6% 35.7% 7.1% 35.7% 0.0% 21.4% 0.0% 7.1% 7.1% 0.0% 7.1%

全体

年
齢

居
住
地
域

42.9%

37.3%

29.1%

23.9%

20.0%

14.1% 13.8% 12.4% 11.9% 11.4%
8.5%

1.5%

6.5%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%



問15 あなたにとって、理想的な⼦どもの数は何⼈ですか。（１つに○印）

131

理想的な⼦どもの数（年齢別・居住地域別）

4-2 出産・⼦育てについて

 理想的な⼦供の数についての全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『3⼈』が45.4%、次点に『2⼈』が34.2%の2つで約8割を占
めています。

 年齢ごとに⾒ていくと、10代から30代まででは『2⼈』の⽅が割合が⾼いですが、40代以降では逆転し、『3⼈』の割合が
⾼くなっています。

 地域ごとに⾒ていくと、いずれの地域も『2⼈』『3⼈』で半分以上の割合を占めています。

n=

923

伊達地域 215

梁川地域 212

保原地域 337

霊山地域 94

月舘地域 51

無回答 14
1%未満のデータラベルは非表示

全体

居
住
地
域

4.7%

7.4%

6.6%

2.1%

3.2%

5.9%

3.5%

8.4%

4.2%

6.2%

7.4%

5.9%

7.1%

34.2%

31.2%

30.2%

31.8%

25.5%

27.5%

7.1%

45.4%

27.9%

26.9%

30.6%

35.1%

29.4%

21.4%

2.1%

1.9%

1.8%

2.1%

1.1%

9.8%

23.3%

30.2%

27.3%

25.5%

31.4%

64.3%

n=

923

10代 15

20代 50

30代 98

40代 121

50代 147

60代 224

70歳以上 263

無回答 5
1%未満のデータラベルは非表示

全体

年
齢

4.7%

13.3%

10.0%

11.2%

6.6%

4.1%

1.8%

2.3%

20.0%

3.5%

13.3%

8.0%

12.2%

3.3%

2.7%

1.3%

1.1%

34.2%

53.3%

36.0%

40.8%

35.5%

42.2%

32.1%

27.0%

40.0%

45.4%

20.0%

28.0%

27.6%

45.5%

46.3%

53.1%

50.2%

20.0%

2.1%

8.0%

2.0%

3.1%

1.5%

1.0%

1.7%

9.8%

10.0%

5.1%

6.6%

3.4%

8.5%

17.9%

20.0%

子どもはいら

ない
１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 無回答



n=

632

10代 0

20代 11

30代 56

40代 88

50代 101

60代 165

70歳以上 209

無回答 2
1%未満のデータラベルは非表示

全体

年
齢

子どもはいら

ない
１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 無回答

3.5%

9.1%

1.8%

5.7%

6.9%

3.6%

5.7%

6.8%

9.1%

12.5%

15.9%

18.8%

8.5%

3.8%

26.9%

63.6%

51.8%

45.5%

43.6%

39.4%

29.7%

50.0%

19.8%

21.4%

23.9%

22.8%

36.4%

31.6%

50.0%

2.0%

5.4%

5.7%

1.0%

3.0%

1.9%

1.0%

9.2%

18.2%

7.1%

3.4%

5.9%

8.5%

26.8%

 既婚者夫婦で何⼈⼦供がいるかの全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『2⼈』で26.9%、次点に『3⼈』で19.8%となっていま
す。

 年齢ごとに⾒ていくと、20代では『2⼈』が最も多く63.6%となっていますが、『3名』は0%となっています。『2⼈』は年齢が上が
るにつれて減少しており、その分『3名』の割合が⾼くなっています。

 地域ごとに⾒ていくと、同様で『2⼈』『3⼈』の割合が多くなっています。
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持つご予定の⼦どもの数（年齢別・居住地域別）

問16 問９で「１．結婚している」と答えた⽅におたずねします。
あなた⽅ご夫婦は全部で（現在妊娠中のお⼦さんも含め）何⼈お⼦さんを持つご予定ですか。（１つに○印）

該当なし

n=

632

伊達地域 154

梁川地域 137

保原地域 233

霊山地域 70

月舘地域 32

無回答 6
1%未満のデータラベルは非表示

全体

居
住
地
域

3.5%

7.8%

5.8%

3.0%

5.7%

3.1%

6.8%

13.6%

6.6%

9.0%

8.6%

15.6%

16.7%

26.9%

39.0%

36.5%

42.9%

34.3%

40.6%

16.7%

19.8%

23.4%

32.1%

29.6%

28.6%

34.4%

50.0%

2.0%

1.3%

3.6%

3.0%

5.7%

1.3%

9.2%

13.6%

15.3%

12.0%

17.1%

6.3%

16.7%



 持つご予定の⼦供の数が、理想的な⼦供の数より少ない理由について当てはまる理由の集計を⾒ていくと、◎で最も⾼いの
は『⼦育てや教育にお⾦がかかりすぎるから』で59.5%となっており、次点に『ほしいけれどもできないから』が9.5%と50％も下
回っています。

 ○を⾒ていくと、最も⾼いのは『⼦育てや教育にお⾦がかかりすぎるから』が31.0%、次点に『自分の仕事（勤めや家業）に
差し⽀えるから』が24.6%、『⾼年齢で産むのは不安だから』が23.0％と続いています。

133

持つご予定の⼦どもの数が、理想的な⼦どもの数より少ない理由（複数回答）

問17 問９で「１．結婚している」と答えた⽅で、問16で答えた数が、問15で答えた数より少ない
（理想的な⼦どもの数 ＞ 持つご予定の⼦どもの数）⽅におたずねします。
持つご予定の⼦どもの数が、理想的な⼦どもの数より少ないのはなぜですか。
（あてはまる番号すべてに○印、その中で最もあてはまる理由に◎印）



 持つご予定の⼦供の数が、理想的な⼦供の数より少ない理由についての◎を年齢ごとに⾒ていくと、『20代』の『⼦育てや教
育にお⾦がかかりすぎるから』では100%となっています。30代になると『72.2%』と割合は減少していますが、依然として⾼い
割合を占めています。

 地域ごとに⾒ていくと、『⽉舘地域』で『健康上の理由から』が33.3%と他の地域に⽐べ、突出しています。

134

最もあてはまる理由に◎

問17 問９で「１．結婚している」と答えた⽅で、問16で答えた数が、問15で答えた数より少ない
（理想的な⼦どもの数 ＞ 持つご予定の⼦どもの数）⽅におたずねします。
持つご予定の⼦どもの数が、理想的な⼦どもの数より少ないのはなぜですか。
（あてはまる番号すべてに○印、その中で最もあてはまる理由に◎印）

[比率の差]無回答除く
全体+10ポイント
全体+5ポイント

n=

子
育
て
や
教
育
に
お
金
が
か
か
り
す

ぎ
る
か
ら

家
が
狭
い
か
ら

自
分
の
仕
事

（
勤
め
や
家
業

）
に
差

し
支
え
る
か
ら

子
ど
も
が
の
び
の
び
育
つ
環
境
で
は

な
い
か
ら

自
分
や
夫
婦
の
生
活
を
大
切
に
し
た

い
か
ら

高
年
齢
で
産
む
の
は
不
安
だ
か
ら

夫
ま
た
は
妻
が
望
ま
な
い
か
ら

健
康
上
の
理
由
か
ら

こ
れ
以
上

、
育
児
の
心
理
的

、
肉
体

的
負
担
に
耐
え
ら
れ
な
い
か
ら

夫
ま
た
は
妻
の
家
事
・
育
児
へ
の
協

力
が
得
ら
れ
な
い
か
ら

ほ
し
い
け
れ
ど
も
で
き
な
い
か
ら

末
子
が
夫
ま
た
は
妻
の
定
年
退
職
ま

で
に
成
人
し
て
ほ
し
い
か
ら

そ
の
他

132 59.5% 0.0% 4.8% 0.8% 0.8% 7.9% 2.4% 4.8% 0.8% 2.4% 9.5% 4.8% 1.6%

10代 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

20代 5 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

30代 18 72.2% 0.0% 5.6% 0.0% 0.0% 5.6% 5.6% 5.6% 0.0% 0.0% 5.6% 0.0% 0.0%

40代 31 54.8% 0.0% 3.2% 0.0% 3.2% 12.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.1% 9.7% 0.0%

50代 29 44.8% 0.0% 3.4% 0.0% 0.0% 10.3% 6.9% 3.4% 3.4% 0.0% 13.8% 6.9% 6.9%

60代 31 54.8% 0.0% 9.7% 3.2% 0.0% 3.2% 3.2% 3.2% 0.0% 6.5% 16.1% 0.0% 0.0%

70歳以上 18 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.6% 0.0% 16.7% 0.0% 5.6% 0.0% 5.6% 0.0%

無回答 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

伊達地域 37 51.4% 0.0% 5.4% 2.7% 0.0% 8.1% 2.7% 2.7% 2.7% 2.7% 16.2% 2.7% 2.7%

梁川地域 16 62.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.3% 6.3% 6.3% 0.0% 0.0% 12.5% 6.3% 0.0%

保原地域 54 64.8% 0.0% 3.7% 0.0% 1.9% 5.6% 3.7% 1.9% 0.0% 3.7% 9.3% 3.7% 1.9%

霊山地域 18 50.0% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 5.6% 0.0% 0.0% 11.1% 11.1% 0.0%

月舘地域 6 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 1 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

全体

年
齢

居
住
地
域

59.5%

0.0%
4.8%

0.8% 0.8%

7.9%

2.4%
4.8%

0.8% 2.4%

9.5%
4.8%

1.6%
0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%



 持つご予定の⼦供の数が、理想的な⼦供の数より少ない理由についての〇について年齢ごとに⾒ていくと、『20代』『30代』
『70歳以上』では『家が狭いから』が20％を超えています。『⾼年齢で産むのは不安だから』については『30代』『40代』『50
代』が⾼い割合を占めています。

 地域ごとに⾒ていくと、『⼦育てや教育にお⾦がかかりすぎるから』が『梁川地域』『霊⼭地域』で⾼くなっています。

135

あてはまる理由に○

問17 問９で「１．結婚している」と答えた⽅で、問16で答えた数が、問15で答えた数より少ない
（理想的な⼦どもの数 ＞ 持つご予定の⼦どもの数）⽅におたずねします。
持つご予定の⼦どもの数が、理想的な⼦どもの数より少ないのはなぜですか。
（あてはまる番号すべてに○印、その中で最もあてはまる理由に◎印）

[比率の差]無回答除く
全体+10ポイント
全体+5ポイント

n=

子
育
て
や
教
育
に
お
金
が
か
か
り
す

ぎ
る
か
ら

家
が
狭
い
か
ら

自
分
の
仕
事

（
勤
め
や
家
業

）
に
差

し
支
え
る
か
ら

子
ど
も
が
の
び
の
び
育
つ
環
境
で
は

な
い
か
ら

自
分
や
夫
婦
の
生
活
を
大
切
に
し
た

い
か
ら

高
年
齢
で
産
む
の
は
不
安
だ
か
ら

夫
ま
た
は
妻
が
望
ま
な
い
か
ら

健
康
上
の
理
由
か
ら

こ
れ
以
上

、
育
児
の
心
理
的

、
肉
体

的
負
担
に
耐
え
ら
れ
な
い
か
ら

夫
ま
た
は
妻
の
家
事
・
育
児
へ
の
協

力
が
得
ら
れ
な
い
か
ら

ほ
し
い
け
れ
ど
も
で
き
な
い
か
ら

末
子
が
夫
ま
た
は
妻
の
定
年
退
職
ま

で
に
成
人
し
て
ほ
し
い
か
ら

そ
の
他

132 31.0% 7.9% 24.6% 11.1% 15.1% 23.0% 7.9% 10.3% 14.3% 6.3% 20.6% 8.7% 7.9%

10代 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

20代 5 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0%

30代 18 11.1% 22.2% 27.8% 11.1% 5.6% 27.8% 11.1% 11.1% 16.7% 0.0% 16.7% 5.6% 5.6%

40代 31 29.0% 3.2% 29.0% 3.2% 12.9% 25.8% 6.5% 12.9% 16.1% 3.2% 19.4% 12.9% 3.2%

50代 29 34.5% 0.0% 10.3% 3.4% 6.9% 34.5% 3.4% 10.3% 10.3% 6.9% 13.8% 3.4% 0.0%

60代 31 35.5% 0.0% 29.0% 22.6% 16.1% 12.9% 12.9% 9.7% 16.1% 9.7% 16.1% 6.5% 12.9%

70歳以上 18 44.4% 27.8% 27.8% 22.2% 38.9% 11.1% 5.6% 11.1% 11.1% 11.1% 38.9% 16.7% 22.2%

無回答 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

伊達地域 37 29.7% 10.8% 18.9% 5.4% 8.1% 24.3% 10.8% 13.5% 16.2% 5.4% 29.7% 2.7% 10.8%

梁川地域 16 37.5% 0.0% 37.5% 12.5% 18.8% 18.8% 0.0% 6.3% 6.3% 6.3% 25.0% 12.5% 6.3%

保原地域 54 25.9% 7.4% 25.9% 13.0% 16.7% 18.5% 3.7% 5.6% 16.7% 3.7% 16.7% 7.4% 9.3%

霊山地域 18 38.9% 5.6% 0.0% 11.1% 11.1% 33.3% 16.7% 16.7% 5.6% 5.6% 5.6% 11.1% 0.0%

月舘地域 6 33.3% 33.3% 50.0% 33.3% 33.3% 16.7% 16.7% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% 16.7% 0.0%

無回答 1 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 100.0% 0.0%

全体

年
齢

居
住
地
域

31.0%

7.9%

24.6%

11.1%

15.1%

23.0%

7.9%
10.3%

14.3%

6.3%

20.6%

8.7% 7.9%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%



 出産・⼦育て⽀援について、市に取り組むこととして、特に重要と思うことで最も重要なことについての◎を⾒ていくと、最も⾼い
のは『⼦育てに関する経済的な負担軽減、⽀援』が21.8%、次点に『出産・⼦育てに関する⽀援制度等の情報提供の充
実』が16.6％、『保育所のサービス（預かり時間、保育の質等）の充実』が12.4％となっています。

 出産・⼦育て⽀援について、市に取り組むこととして、特に重要と思うことで最も重要なことについての〇を⾒ていくと、最も⾼い
のは『保育所のサービス（預かり時間、保育の質等）の充実』が24.9％、次点に『⼦育てに関する経済的な負担軽減、⽀
援』が24.1％、『⼩児医療・医療体制の充実』が22.4％となっており、医療に対する⽀援の関⼼が⾼いです。
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出産・⼦育て⽀援で、市が取り組むこと（複数回答）

問18 出産・⼦育て⽀援（⼩学校就学前まで）について、市が取り組むこととして、
特に重要と思うことは何ですか。
（最も重要な取組に◎印、２番目、３番目に重要な取組に○印）



 出産・⼦育て⽀援について、市に取り組むこととして、特に重要と思うことで最も重要なことについての◎の年齢ごとに⾒ていくと
『10代』では『出産・⼦育てに関する意識啓発、研修等の充実』が20.0％と他の世代に⽐べ突出しています。

 地域ごとに⾒ていくと、上位の項目は変わりません。
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最も重要な取組に◎

問18 出産・⼦育て⽀援（⼩学校就学前まで）について、市が取り組むこととして、
特に重要と思うことは何ですか。
（最も重要な取組に◎印、２番目、３番目に重要な取組に○印）

n=10以上の場合

[比率の差]無回答除く
全体+10ポイント
全体+5ポイント

n=

出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
支
援
制
度

等
の
情
報
提
供
の
充
実

出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
意
識
啓

発

、
研
修
等
の
充
実

出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
相
談
体
制

の
充
実

不
妊
治
療
に
関
す
る
支
援

小
児
医
療
・
医
療
体
制
の
充
実

保
育
所
の
サ
ー
ビ
ス

（
預
か
り
時

間

、
保
育
の
質
等

）
の
充
実

幼
児
教
育

（
幼
稚
園
等

）
の
充
実

屋
外
や
屋
内
で
安
心
し
て
子
ど
も
を

遊
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
場
の
充
実

地
域
で
子
育
て
を
支
援
す
る
体
制
の

充
実

子
育
て
に
関
す
る
経
済
的
な
負
担
軽

減

、
支
援

労
働
時
間
短
縮
な
ど
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
の
推
進

正
規
職
員
雇
用
の
促
進

育
児
休
業
等
の
取
得
促
進

そ
の
他

無
回
答

925 16.6% 1.4% 3.0% 3.4% 9.2% 12.4% 1.0% 2.9% 4.1% 21.8% 3.4% 2.2% 1.8% 4.6% 12.6%

10代 15 20.0% 20.0% 6.7% 0.0% 6.7% 13.3% 0.0% 0.0% 0.0% 26.7% 6.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

20代 50 16.0% 0.0% 6.0% 2.0% 2.0% 12.0% 0.0% 2.0% 4.0% 32.0% 4.0% 0.0% 6.0% 6.0% 8.0%

30代 98 25.5% 1.0% 0.0% 1.0% 12.2% 9.2% 1.0% 6.1% 4.1% 20.4% 9.2% 1.0% 3.1% 2.0% 4.1%

40代 121 9.9% 0.0% 0.8% 7.4% 11.6% 12.4% 0.8% 4.1% 7.4% 30.6% 3.3% 5.0% 0.8% 1.7% 4.1%

50代 147 21.1% 1.4% 4.8% 4.8% 12.2% 14.3% 1.4% 0.7% 2.0% 21.1% 5.4% 1.4% 0.7% 2.7% 6.1%

60代 226 16.4% 1.3% 1.8% 2.7% 10.2% 11.5% 0.9% 4.0% 4.0% 22.6% 2.2% 2.2% 0.9% 8.0% 11.5%

70歳以上 263 14.1% 1.5% 4.2% 2.3% 6.1% 12.9% 1.1% 1.9% 4.2% 15.6% 0.8% 2.3% 2.7% 4.9% 25.5%

無回答 5 0.0% 0.0% 20.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0%

伊達地域 215 17.7% 0.0% 1.9% 2.8% 13.0% 14.4% 0.9% 4.2% 3.3% 21.9% 5.1% 1.4% 1.4% 4.7% 7.4%

梁川地域 214 20.1% 0.9% 4.2% 2.8% 7.0% 10.7% 0.0% 1.9% 4.2% 21.5% 2.8% 2.8% 1.4% 4.7% 15.0%

保原地域 337 13.6% 2.7% 3.3% 4.2% 9.2% 11.6% 1.2% 3.3% 5.0% 22.6% 2.7% 2.4% 1.8% 3.6% 13.1%

霊山地域 94 14.9% 1.1% 2.1% 3.2% 7.4% 13.8% 2.1% 1.1% 3.2% 19.1% 3.2% 2.1% 5.3% 5.3% 16.0%

月舘地域 51 21.6% 2.0% 2.0% 3.9% 3.9% 7.8% 2.0% 3.9% 3.9% 23.5% 2.0% 2.0% 0.0% 7.8% 13.7%

無回答 14 7.1% 0.0% 7.1% 0.0% 14.3% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 7.1% 0.0% 0.0% 7.1% 14.3%

全体

年
齢

居
住
地
域

16.6%

1.4%
3.0% 3.4%

9.2%

12.4%

1.0%

2.9%
4.1%

21.8%

3.4%
2.2% 1.8%

4.6%

12.6%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

※最も重要な項目として◎を2つ回答した⽅がいるため、『全体』・『60代』・『梁川地域』のnが+2となっています。

※

※

※



 出産・⼦育て⽀援について、市に取り組むこととして、特に重要と思うことで最も重要なことについての〇の世代ごとに⾒ていくと
『10代』での『出産・⼦育てに関する⽀援制度等の情報提供の充実』が40.0％を占めており、⾼い割合になっています。
20代以降ではその割合は減少しています。30代で最も⾼いのは『⼦育てに関する経済的な負担軽減、⽀援』で33.7%と
なり⼦育て世代からの関⼼が⾼くなっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『⽉舘地域』は『幼児教育（幼稚園等）の充実』が15.7％と他に⽐べ⾼くなっており、幼稚園等の不
⾜が問題になっています。
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2番目、3番目に重要な取組に○

問18 出産・⼦育て⽀援（⼩学校就学前まで）について、市が取り組むこととして、
特に重要と思うことは何ですか。
（最も重要な取組に◎印、２番目、３番目に重要な取組に○印）

n=10以上の場合

[比率の差]無回答除く
全体+10ポイント
全体+5ポイント

n=

出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
支
援
制
度

等
の
情
報
提
供
の
充
実

出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
意
識
啓

発

、
研
修
等
の
充
実

出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
相
談
体
制

の
充
実

不
妊
治
療
に
関
す
る
支
援

小
児
医
療
・
医
療
体
制
の
充
実

保
育
所
の
サ
ー
ビ
ス

（
預
か
り
時

間

、
保
育
の
質
等

）
の
充
実

幼
児
教
育

（
幼
稚
園
等

）
の
充
実

屋
外
や
屋
内
で
安
心
し
て
子
ど
も
を

遊
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
場
の
充
実

地
域
で
子
育
て
を
支
援
す
る
体
制
の

充
実

子
育
て
に
関
す
る
経
済
的
な
負
担
軽

減

、
支
援

労
働
時
間
短
縮
な
ど
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
の
推
進

正
規
職
員
雇
用
の
促
進

育
児
休
業
等
の
取
得
促
進

そ
の
他

無
回
答

925 15.5% 4.7% 10.9% 7.8% 22.4% 24.9% 8.0% 10.6% 10.6% 24.1% 12.1% 7.7% 11.8% 1.1% 15.7%

10代 15 40.0% 0.0% 13.3% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 20.0% 6.7% 26.7% 20.0% 6.7% 33.3% 0.0% 0.0%

20代 50 18.0% 6.0% 12.0% 6.0% 18.0% 28.0% 14.0% 16.0% 8.0% 14.0% 14.0% 12.0% 16.0% 0.0% 16.0%

30代 98 17.3% 6.1% 9.2% 13.3% 24.5% 24.5% 8.2% 10.2% 14.3% 33.7% 13.3% 4.1% 11.2% 2.0% 2.0%

40代 121 16.5% 3.3% 8.3% 12.4% 32.2% 24.8% 4.1% 13.2% 8.3% 22.3% 15.7% 13.2% 13.2% 2.5% 3.3%

50代 147 11.6% 6.1% 12.9% 10.9% 27.9% 19.7% 9.5% 9.5% 10.9% 23.1% 13.6% 4.8% 9.5% 1.4% 12.9%

60代 226 14.6% 2.7% 12.8% 4.0% 19.5% 29.6% 9.3% 7.1% 12.8% 24.3% 13.7% 8.8% 12.8% 0.4% 17.3%

70歳以上 263 14.8% 4.9% 9.5% 6.1% 19.0% 22.8% 7.2% 11.8% 9.1% 23.2% 6.8% 6.5% 9.1% 0.8% 27.4%

無回答 5 40.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 20.0% 0.0% 40.0% 0.0% 20.0%

伊達地域 215 11.6% 6.5% 10.2% 8.8% 22.3% 24.7% 11.6% 14.9% 11.6% 24.2% 14.0% 7.9% 13.5% 0.0% 12.1%

梁川地域 214 14.5% 4.2% 11.2% 5.6% 19.2% 24.8% 5.6% 9.3% 8.4% 24.3% 13.6% 7.5% 11.7% 1.9% 17.3%

保原地域 337 18.4% 4.2% 10.1% 7.1% 24.0% 24.3% 5.9% 9.8% 11.0% 23.7% 10.1% 8.3% 11.0% 1.8% 14.5%

霊山地域 94 14.9% 5.3% 12.8% 11.7% 23.4% 24.5% 8.5% 10.6% 11.7% 22.3% 13.8% 2.1% 9.6% 0.0% 24.5%

月舘地域 51 17.6% 2.0% 13.7% 9.8% 23.5% 29.4% 15.7% 2.0% 11.8% 25.5% 7.8% 11.8% 13.7% 0.0% 15.7%

無回答 14 14.3% 0.0% 14.3% 7.1% 21.4% 28.6% 7.1% 14.3% 7.1% 28.6% 14.3% 14.3% 14.3% 0.0% 14.3%

全体

年
齢

居
住
地
域

15.5%

4.7%

10.9%

7.8%

22.4%

24.9%

8.0%

10.6% 10.6%

24.1%

12.1%

7.7%

11.8%

1.1%

15.7%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

※

※

※

※最も重要な項目として◎を2つ回答した⽅がいるため、 『全体』・『60代』・『梁川地域』のnが+2となっています。



問19 あなたの運動やスポーツの習慣について、あてはまるものすべてに○印をつけてください。

 運動やスポーツの習慣を⾒ていくと、全体で最も⾼いのは『自宅などでの運動（筋トレやウォーキングなど）』が45.5%、
次点が『なし』で34.6％です。運動やスポーツが習慣になっている⼈は合計で71.3%と⾼い割合になっています。

 性別ごとにスポーツが習慣になっている⼈の全体の割合を⾒ていくと、『男性』70.0%・『⼥性』73.1%といずれも約70％と⾼
い割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『30代』・『40代』が他の世代に⽐べてスポーツが習慣になっている⼈の割合は低くなっています。 『健
幸クラブ Fine（伊達市事業）』『元気づくり会（伊達市事業）』の割合は50代から年齢が上がるにつれて徐々に割合が
上がっています。
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運動やスポーツの習慣（性別、年齢別） （複数回答）

5 運動やスポーツについて

n=10以上の場合

[比率の差]無回答除く
全体+10ポイント
全体+5ポイント

n=

自
宅
な
ど
で
の
運
動

（
筋
ト
レ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

）

な
し

ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
の
活
動

（
部
活
動
含
む

）

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
で
の
運
動

（
ジ
ム
や
プ
ー
ル
な
ど
 

）

元
気
づ
く
り
会

（
伊
達
市
事
業

）

そ
の
他

健
幸
ク
ラ
ブ
 
F
i
n
e

（
伊
達
市
事
業

）

923 45.5% 34.6% 9.0% 7.5% 5.6% 4.2% 3.7%

男性 462 48.3% 35.3% 10.6% 6.3% 2.4% 4.3% 2.4%

女性 455 42.9% 33.8% 7.5% 8.6% 9.0% 4.2% 5.1%

その他 1 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 5 20.0% 40.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0%

10代 15 40.0% 33.3% 20.0% 6.7% 0.0% 13.3% 0.0%

20代 50 36.0% 40.0% 16.0% 14.0% 0.0% 4.0% 0.0%

30代 98 41.8% 45.9% 7.1% 8.2% 0.0% 5.1% 0.0%

40代 121 44.6% 43.0% 6.6% 5.8% 0.0% 2.5% 0.0%

50代 147 42.9% 40.8% 8.2% 11.6% 0.0% 3.4% 2.0%

60代 224 47.3% 34.8% 6.7% 6.7% 4.5% 2.2% 4.5%

70歳以上 263 49.4% 22.1% 11.4% 4.9% 16.0% 6.5% 8.0%

無回答 5 40.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0%

全体

性
別

年
齢

45.5%

34.6%

9.0% 7.5%
5.6% 4.2% 3.7%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%



 運動やスポーツの習慣を職業ごとに⾒ていくと、『公務員・教職員』『専業主婦・主夫』『無職』では『自宅などでの運動(筋トレ
やウォーキングなど)』の項目で50％を超えています。『専業主婦・主夫』の『元気づくり会（伊達市事業）』は20.0%と他の
職業に⽐べ⾼い数値になっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『⽉舘地域』では唯一『トレーニング施設での運動（ジムやプールなど ）』の数値が0%となっています。
対して、『自宅などでの運動（筋トレやウォーキングなど）』では51.0％と最も⾼い数値になっています。
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運動やスポーツの習慣（職業別、居住地域別） （複数回答）

問19 あなたの運動やスポーツの習慣について、あてはまるものすべてに○印をつけてください。

n=10以上の場合

[比率の差]無回答除く
全体+10ポイント
全体+5ポイント

n=

自
宅
な
ど
で
の
運
動

（
筋
ト
レ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

）

な
し

ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
の
活
動

（
部
活
動
含
む

）

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
で
の
運
動

（
ジ
ム
や
プ
ー
ル
な
ど
 

）

元
気
づ
く
り
会

（
伊
達
市
事
業

）

そ
の
他

健
幸
ク
ラ
ブ
 
F
i
n
e

（
伊
達
市
事
業

）

923 45.5% 34.6% 9.0% 7.5% 5.6% 4.2% 3.7%

会社員 295 42.7% 42.0% 9.2% 8.8% 1.0% 2.4% 1.7%

公務員・教職員 39 53.8% 30.8% 12.8% 15.4% 0.0% 0.0% 0.0%

パート・アルバイト 115 41.7% 40.0% 3.5% 9.6% 1.7% 5.2% 4.3%

自営業 67 38.8% 44.8% 9.0% 7.5% 6.0% 0.0% 0.0%

農林業 53 28.3% 47.2% 11.3% 3.8% 9.4% 5.7% 3.8%

学生 19 42.1% 26.3% 31.6% 0.0% 0.0% 15.8% 0.0%

専業主婦・主夫 95 53.7% 17.9% 9.5% 8.4% 20.0% 3.2% 8.4%

無職 193 54.9% 22.8% 7.8% 3.1% 9.3% 6.7% 7.3%

その他 40 42.5% 35.0% 7.5% 7.5% 0.0% 10.0% 0.0%

無回答 7 28.6% 28.6% 28.6% 28.6% 14.3% 0.0% 0.0%

伊達地域 215 43.7% 37.2% 9.8% 9.8% 3.7% 5.1% 3.7%

梁川地域 212 40.1% 31.6% 11.3% 7.5% 7.5% 4.2% 6.1%

保原地域 337 47.8% 34.1% 9.8% 8.3% 5.3% 3.9% 2.7%

霊山地域 94 47.9% 41.5% 4.3% 2.1% 5.3% 2.1% 1.1%

月舘地域 51 51.0% 31.4% 2.0% 0.0% 7.8% 7.8% 5.9%

無回答 14 64.3% 14.3% 0.0% 14.3% 7.1% 0.0% 0.0%

全体

職
業

居
住
地
域

45.5%

34.6%

9.0% 7.5%
5.6% 4.2% 3.7%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%



 運動やスポーツをする頻度の全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『年に6⽇以下』が21.1%、次点に『週に4⽇以上』が
15.2%、『週に2⽇』が14.2%となっています。週に1回以上運動をしている⼈の全体の割合はで50％を超えています。

 性別ごとに⾒ていくと、ほぼすべての数値で同じですが、『年に6⽇以下』の値が『男性』の⽅が多くなっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』では『週に4⽇以上』が40％と突出しています。週1回以上運動している⼈の合計では30代が
唯一50％を下回っています。
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運動やスポーツの頻度（性別、年齢別）

問20 あなたが運動やスポーツをする頻度はどれくらいですか。（１つに○印）

n=

923

男性 462

女性 455

その他 1

無回答 5

全体

性
別

1%未満のデータラベルは非表示

週に4日以

上
週に3日 週に2日 週に1日

月に1～3 

日程度

3 か月に1

～2 日程度

年に6日以

下
無回答

15.2%

16.2%

14.3%

12.4%

12.8%

11.6%

100.0%

20.0%

14.2%

13.2%

15.2%

20.0%

12.2%

11.9%

12.7%

13.3%

12.1%

14.7%

5.7%

5.8%

5.7%

21.1%

23.6%

18.5%

40.0%

5.9%

4.3%

7.3%

20.0%

n=

923

10代 15

20代 50

30代 98

40代 121

50代 147

60代 224

70歳以上 263

無回答 5
1%未満のデータラベルは非表示

全体

年
齢

15.2%

40.0%

14.0%

11.2%

12.4%

14.3%

12.9%

19.4%

12.4%

6.7%

14.0%

7.1%

11.6%

7.5%

13.4%

16.3%

20.0%

14.2%

8.0%

9.2%

11.6%

12.9%

19.2%

15.6%

20.0%

12.2%

13.3%

20.0%

17.3%

17.4%

24.5%

20.1%

13.7%

20.0%

13.3%

20.0%

22.0%

18.4%

17.4%

12.9%

12.9%

9.5%

20.0%

5.7%

2.0%

13.3%

10.7%

4.8%

4.5%

3.4%

21.1%

20.0%

20.0%

21.4%

15.7%

20.4%

12.5%

9.5%

5.9%

2.0%

3.3%

2.7%

4.5%

12.5%

20.0%



 運動やスポーツをする頻度の職業ごとに⾒ていくと、『週に4回以上』の項目では『学生』が47.4%と最も⾼くなっています。
『農林業』では『年に6⽇以下』が35.8%と⾼く、週に1回以上運動している⼈の全体の割合も少なくなっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『霊⼭地域』が週1回以上運動している⼈の全体の割合では最も低く49.0%となっています。また、
『年に6⽇以下』の割合が⾼く、24.5％となっています。
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運動やスポーツの頻度（職業別、居住地域別）

問20 あなたが運動やスポーツをする頻度はどれくらいですか。（１つに○印）

n=

923

会社員 295

公務員・教職員 39

パート・アルバイト 115

自営業 67

農林業 53

学生 19

専業主婦・主夫 95

無職 193

その他 40

無回答 7

全体

職
業

1%未満のデータラベルは非表示

週に4日以

上
週に3日 週に2日 週に1日

月に1～3 

日程度

3 か月に1

～2 日程度

年に6日以

下
無回答

15.2%

9.2%

12.8%

13.0%

10.4%

9.4%

47.4%

20.0%

24.4%

12.5%

14.3%

12.4%

7.8%

23.1%

12.2%

7.5%

9.4%

10.5%

20.0%

16.6%

10.0%

14.3%

14.2%

10.8%

15.4%

9.6%

17.9%

9.4%

24.2%

18.1%

12.5%

28.6%

12.2%

16.9%

17.9%

13.0%

10.4%

9.4%

15.8%

4.2%

8.8%

12.5%

13.3%

17.6%

12.8%

13.9%

9.0%

13.2%

26.3%

13.7%

5.7%

20.0%

5.7%

8.1%

5.1%

7.8%

4.5%

9.4%

3.2%

2.6%

2.5%

14.3%

21.1%

26.8%

12.8%

27.0%

28.4%

35.8%

6.3%

13.0%

25.0%

14.3%

5.9%

2.7%

3.5%

11.9%

3.8%

8.4%

10.9%

5.0%

14.3%

n=

923

伊達地域 215

梁川地域 212

保原地域 337

霊山地域 94

月舘地域 51

無回答 14
1%未満のデータラベルは非表示

全体

居
住
地
域

15.2%

14.9%

13.2%

16.0%

8.5%

23.5%

42.9%

12.4%

14.0%

9.4%

13.6%

12.8%

7.8%

14.3%

14.2%

16.3%

17.0%

11.9%

16.0%

5.9%

14.3%

12.2%

12.1%

14.6%

10.1%

11.7%

19.6%

7.1%

13.3%

14.0%

14.2%

13.4%

9.6%

17.6%

5.7%

4.7%

5.7%

6.5%

8.5%

2.0%

21.1%

21.9%

18.9%

21.7%

24.5%

19.6%

14.3%

5.9%

2.3%

7.1%

6.8%

8.5%

3.9%

7.1%



 1⽇にどのくらいの時間を歩いているかの全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『15分〜30分程度』が28.7%、次点に『30分〜
１時間程度』が25.6%、『15分未満』が21.6%となっています。

 性別ごとに⾒ていくと、『15分未満』『15分〜30分程度』では⼥性の⽅が割合は⾼いですが、『30分〜1時間程度』『1時間
〜2時間程度』では男性の⽅が多くなっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』では『2時間以上』の値が40.0％と⾼い数値になっています。
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1⽇における運動やスポーツの時間（性別、年齢別）

問21 あなたは、１⽇にどのくらいの時間を歩いていますか。（１つに○印）
※通勤・通学や買い物、散歩、ウォーキングなど、歩く目的は問いません。

n=

923

男性 462

女性 455

その他 1

無回答 5

全体

性
別

1%未満のデータラベルは非表示

15分未満
15分～30分

程度

30分～１時間

程度

１時間～２時

間程度
２時間以上 無回答

21.6%

16.5%

26.4%

100.0%

40.0%

28.7%

26.8%

30.8%

20.0%

25.6%

27.1%

24.4%

12.5%

14.7%

10.1%

20.0%

9.0%

11.9%

6.2%

2.7%

3.0%

2.2%

20.0%

n=

923

10代 15

20代 50

30代 98

40代 121

50代 147

60代 224

70歳以上 263

無回答 5
1%未満のデータラベルは非表示

全体

年
齢

21.6%

13.3%

20.0%

22.4%

28.9%

24.5%

21.4%

16.7%

40.0%

28.7%

13.3%

28.0%

28.6%

24.8%

22.4%

37.1%

28.1%

20.0%

25.6%

20.0%

20.0%

25.5%

19.8%

30.6%

25.4%

27.4%

12.5%

13.3%

18.0%

10.2%

12.4%

15.0%

7.6%

14.8%

20.0%

9.0%

40.0%

14.0%

12.2%

12.4%

7.5%

6.3%

6.8%

2.7%

1.0%

1.7%

2.2%

6.1%

20.0%



 職業ごとに⾒ていくと、『学生』が『1時間〜2時間程度』と『2時間以上』で20％を超える⾼い数値となっています。
また、『農林業』も『2時間以上』が20％を超えています。

 地域ごとに⾒ていくと、歩く時間が『15分〜30分程度』『30分〜1時間程度』の項目ではいずれも20％を超えています。
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1⽇における運動やスポーツの時間（職業別、居住地域別）

問21 あなたは、１⽇にどのくらいの時間を歩いていますか。（１つに○印）
※通勤・通学や買い物、散歩、ウォーキングなど、歩く目的は問いません。

n=

923

会社員 295

公務員・教職員 39

パート・アルバイト 115

自営業 67

農林業 53

学生 19

専業主婦・主夫 95

無職 193

その他 40

無回答 7

全体

職
業

1%未満のデータラベルは非表示

15分未満
15分～30分

程度

30分～１時間

程度

１時間～２時

間程度
２時間以上 無回答

21.6%

19.3%

35.9%

28.7%

16.4%

13.2%

15.8%

16.8%

23.3%

27.5%

28.6%

28.7%

28.5%

25.6%

22.6%

25.4%

20.8%

15.8%

41.1%

33.2%

25.0%

14.3%

25.6%

24.7%

30.8%

19.1%

25.4%

26.4%

10.5%

32.6%

27.5%

27.5%

14.3%

12.5%

13.9%

5.1%

13.0%

13.4%

17.0%

31.6%

5.3%

11.4%

10.0%

28.6%

9.0%

11.9%

2.6%

13.9%

11.9%

20.8%

26.3%

1.1%

1.6%

7.5%

2.7%

1.7%

2.6%

7.5%

1.9%

3.2%

3.1%

2.5%

14.3%

n=

923

伊達地域 215

梁川地域 212

保原地域 337

霊山地域 94

月舘地域 51

無回答 14
1%未満のデータラベルは非表示

全体

居
住
地
域

21.6%

22.3%

17.9%

20.8%

33.0%

15.7%

28.6%

28.7%

25.6%

27.8%

32.3%

22.3%

35.3%

21.4%

25.6%

30.7%

26.4%

23.7%

23.4%

21.6%

7.1%

12.5%

13.0%

13.7%

10.7%

13.8%

9.8%

28.6%

9.0%

7.0%

11.3%

8.9%

5.3%

15.7%

7.1%

2.7%

1.4%

2.8%

3.6%

2.1%

2.0%

7.1%



 スポーツボランティアや指導者などでスポーツを⽀える活動をしたことがあるか全体で⾒ていくと、最も⾼いのは『⽀える側で活動
したことはない』で71.2%となっており、次点に『スポーツイベント等でボランティアとして活動したことがある』で9.3%となっていま
す。約70%の⼈が活動した事がないという結果になりました。

 男⼥ごとに⾒ていくと、何かしらの形で活動した事のある⼈全体の割合では『男性』が34.2%、『⼥性』が13.9%と約20％の
差があります。

 年齢ごとに⾒ていくと、何かしらの形で活動した事のある⼈の全体の割合が⾼いのは『20代』『50代』となっており、『スポーツイ
ベント等でボランティアとして活動したことがある』では⾼くなっています。
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スポーツ⽀援活動について（性別、年齢別）（複数回答）

問22 あなたは、スポーツボランティアや指導者などでスポーツを⽀える活動をしたことがありますか。
（あてはまるものすべてに○印）

n=10以上の場合

[比率の差]無回答除く
全体+10ポイント
全体+5ポイント

n=

支
え
る
側
で
活
動
し
た
こ
と
は

な
い

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
等
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
た
こ

と
が
あ
る

ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
の
運
営
に

携
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る

指
導
者
と
し
て
活
動
し
た
こ
と

が
あ
る

そ
の
他

指
導
者
と
し
て
現
在
活
動
し
て

い
る

923 71.2% 9.3% 7.6% 5.7% 1.5% 1.3%

男性 462 68.0% 12.6% 10.8% 8.9% 1.7% 1.9%

女性 455 74.5% 6.2% 4.4% 2.6% 1.1% 0.7%

その他 1 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 5 60.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0%

10代 15 80.0% 13.3% 6.7% 0.0% 0.0% 0.0%

20代 50 72.0% 16.0% 8.0% 2.0% 0.0% 2.0%

30代 98 83.7% 3.1% 2.0% 4.1% 1.0% 3.1%

40代 121 84.3% 6.6% 4.1% 5.8% 0.0% 2.5%

50代 147 72.8% 15.6% 6.1% 4.1% 1.4% 0.0%

60代 224 70.1% 7.6% 8.5% 6.7% 1.8% 0.4%

70歳以上 263 60.1% 9.1% 11.4% 7.6% 2.7% 1.5%

無回答 5 60.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

全体

性
別

年
齢

71.2%

9.3% 7.6% 5.7%
1.5% 1.3%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%



 スポーツボランティアや指導者などでスポーツを⽀える活動があるかを職業ごとに⾒ていくと、『農林業』では何かしらの形でかか
わったことのある⼈の全体の割合が47.2%と他より突出しています。

 地域ごとに⾒ていくと、職種や全体の数値と同じく、『⽀える側で活動したことはない』の割合が約70%を占めています。
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スポーツ⽀援活動について（職業別、居住地域別）（複数回答）

問22 あなたは、スポーツボランティアや指導者などでスポーツを⽀える活動をしたことがありますか。
（あてはまるものすべてに○印）

n=10以上の場合

[比率の差]無回答除く
全体+10ポイント
全体+5ポイント

n=

支
え
る
側
で
活
動
し
た
こ
と
は

な
い

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
等
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
た
こ

と
が
あ
る

ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
の
運
営
に

携
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る

指
導
者
と
し
て
活
動
し
た
こ
と

が
あ
る

そ
の
他

指
導
者
と
し
て
現
在
活
動
し
て

い
る

923 71.2% 9.3% 7.6% 5.7% 1.5% 1.3%

会社員 295 74.2% 12.5% 6.1% 5.8% 0.7% 2.0%

公務員・教職員 39 69.2% 12.8% 15.4% 5.1% 0.0% 5.1%

パート・アルバイト 115 80.0% 3.5% 2.6% 0.9% 2.6% 1.7%

自営業 67 64.2% 9.0% 17.9% 6.0% 1.5% 0.0%

農林業 53 60.4% 13.2% 18.9% 15.1% 1.9% 0.0%

学生 19 68.4% 21.1% 15.8% 0.0% 0.0% 0.0%

専業主婦・主夫 95 68.4% 7.4% 4.2% 4.2% 0.0% 1.1%

無職 193 69.9% 5.7% 4.7% 7.8% 3.6% 0.5%

その他 40 70.0% 10.0% 10.0% 5.0% 0.0% 0.0%

無回答 7 42.9% 14.3% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0%

伊達地域 215 74.0% 9.3% 7.4% 6.0% 1.9% 1.4%

梁川地域 212 66.0% 9.9% 10.4% 8.0% 1.9% 2.8%

保原地域 337 71.5% 8.9% 6.5% 4.7% 1.5% 0.6%

霊山地域 94 74.5% 7.4% 7.4% 2.1% 1.1% 1.1%

月舘地域 51 70.6% 13.7% 5.9% 9.8% 0.0% 0.0%

無回答 14 78.6% 7.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

全体

職
業

居
住
地
域

71.2%

9.3% 7.6% 5.7%
1.5% 1.3%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%



 スポーツの普及・振興に関してあなたが望むものはという部分で全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『初⼼者が気軽に参加できる
スポーツや運動教室を充実させる』が44.6％、次点に『⾼齢者のスポーツや運動の活動を⽀援し、機会を充実させる』が
30.4%、『さまざまなスポーツや運動を楽しめる施設を充実させる』が25.6%と続いています。

 性別ごとに⾒ていくと、『⼥性』の『初⼼者が気軽に参加できるスポーツや運動教室を充実させる』では50%を超える割合と
なっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『初⼼者が気軽に参加できるスポーツや運動教室を充実させる』『⾼齢者のスポーツや運動の活動を⽀
援し、機会を充実させる』では年齢が上がるにつれて割合が増えています。
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スポーツの普及・振興に関して望むこと（性別、年齢別）（複数回答）

問23 スポーツの普及・振興に関してあなたが望むものは何ですか︖（あてはまるものすべてに○印）

n=10以上の場合

[比率の差]無回答除く
全体+10ポイント
全体+5ポイント

n=

初
心
者
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
や
運
動
教
室
を
充
実
さ
せ

る 高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
の
活

動
を
支
援
し

、
機
会
を
充
実
さ
せ

る さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
を

楽
し
め
る
施
設
を
充
実
さ
せ
る

子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
の
活

動
を
支
援
し

、
機
会
を
充
実
さ
せ

る 健
康
維
持
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
や

運
動
の
相
談
・
指
導
の
機
会
を
充

実
さ
せ
る

働
い
て
い
る
人
の
ス
ポ
ー
ツ
や
運

動
の
活
動
を
支
援
し

、
機
会
を
充

実
さ
せ
る

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
最
新
情
報
を
提
供
す
る

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
同
好

会
な
ど
を
支
援
す
る

親
子
で
取
り
組
み
や
す
い
ス
ポ
ー

ツ
や
運
動
の
活
動
を
支
援
し

、
機

会
を
充
実
さ
せ
る

ス
ポ
ー
ツ
を
観
戦
す
る
機
会
を
充

実
さ
せ
る

わ
か
ら
な
い

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
選
手
の
講
演
や
指
導
を
受

け
る
機
会
を
増
や
す

総
合
体
育
館
を
つ
く
り
ス
ポ
ー
ツ

に
触
れ
る
機
会
を
充
実
さ
せ
る

障
が
い
者
の
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
の

活
動
を
支
援
し

、
機
会
を
充
実
さ

せ
る

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成
や
活
動

を
支
援
す
る

ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
体
制

づ
く
り

、
人
材
育
成
を
支
援
す
る

そ
の
他

923 44.6% 30.4% 25.6% 23.9% 17.9% 16.4% 15.0% 14.4% 14.1% 12.7% 12.4% 12.2% 11.4% 9.8% 9.3% 5.5% 0.7%

男性 462 38.5% 27.9% 22.9% 26.4% 16.2% 15.6% 15.4% 18.4% 14.3% 16.5% 13.9% 14.7% 13.2% 8.9% 11.0% 6.9% 0.6%

女性 455 50.5% 33.0% 28.1% 21.8% 19.6% 17.4% 14.5% 10.3% 14.1% 9.0% 11.0% 9.9% 9.5% 10.5% 7.5% 4.2% 0.4%

その他 1 100.0% 100.0% 100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0%

無回答 5 60.0% 20.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0%

10代 15 26.7% 13.3% 20.0% 13.3% 6.7% 6.7% 6.7% 0.0% 6.7% 20.0% 33.3% 26.7% 20.0% 6.7% 33.3% 13.3% 0.0%

20代 50 34.0% 14.0% 30.0% 24.0% 16.0% 20.0% 18.0% 18.0% 16.0% 22.0% 22.0% 12.0% 16.0% 12.0% 6.0% 10.0% 2.0%

30代 98 38.8% 13.3% 30.6% 34.7% 12.2% 15.3% 11.2% 16.3% 20.4% 11.2% 19.4% 11.2% 11.2% 7.1% 9.2% 3.1% 0.0%

40代 121 36.4% 14.9% 31.4% 38.0% 10.7% 25.6% 19.8% 16.5% 18.2% 14.9% 13.2% 18.2% 14.0% 12.4% 5.8% 3.3% 3.3%

50代 147 49.0% 23.8% 27.2% 26.5% 15.0% 25.2% 12.9% 11.6% 12.9% 14.3% 8.8% 14.3% 10.2% 8.8% 8.8% 4.8% 0.7%

60代 224 50.0% 32.6% 24.1% 19.6% 19.2% 11.6% 12.5% 12.1% 13.4% 12.1% 10.7% 11.6% 11.2% 9.8% 8.0% 7.6% 0.0%

70歳以上 263 46.0% 49.8% 20.5% 16.7% 25.1% 11.4% 16.7% 16.3% 11.4% 9.5% 9.9% 8.4% 9.5% 9.9% 11.0% 4.9% 0.0%

無回答 5 80.0% 40.0% 40.0% 0.0% 0.0% 20.0% 40.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 20.0% 20.0% 0.0% 40.0% 0.0% 0.0%

全体

性
別

年
齢

44.6%

30.4%

25.6%
23.9%

17.9%
16.4% 15.0% 14.4% 14.1% 12.7% 12.4% 12.2% 11.4%

9.8% 9.3%

5.5%

0.7%
0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%



 スポーツの普及・振興に関してあなたが望むものはという部分で職業ごとに⾒ていくと、『会社員』では『初⼼者が気軽に参加で
きるスポーツや運動教室を充実させる』の割合が40.7％と⾼くなっていますが、他の職業では分散しており、『⾼齢者のスポー
ツや運動の活動を⽀援し、機会を充実させる』『さまざまなスポーツや運動を楽しめる施設を充実させる』『⼦どものスポーツや
運動の活動を⽀援し、機会を充実させる』等の割合も⾼くなっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『⽉舘地域』が『⾼齢者のスポーツや運動の活動を⽀援し、機会を充実させる』の割合が45.1％と⾼く
なっています。
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スポーツの普及・振興に関して望むこと（職業別、居住地域別）（複数回答）

問23 スポーツの普及・振興に関してあなたが望むものは何ですか︖（あてはまるものすべてに○印）

n=10以上の場合

[比率の差]無回答除く
全体+10ポイント
全体+5ポイント

n=

初
心
者
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
や
運
動
教
室
を
充
実
さ
せ

る 高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
の
活

動
を
支
援
し

、
機
会
を
充
実
さ
せ

る さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
を

楽
し
め
る
施
設
を
充
実
さ
せ
る

子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
の
活

動
を
支
援
し

、
機
会
を
充
実
さ
せ

る 健
康
維
持
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
や

運
動
の
相
談
・
指
導
の
機
会
を
充

実
さ
せ
る

働
い
て
い
る
人
の
ス
ポ
ー
ツ
や
運

動
の
活
動
を
支
援
し

、
機
会
を
充

実
さ
せ
る

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
最
新
情
報
を
提
供
す
る

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
同
好

会
な
ど
を
支
援
す
る

親
子
で
取
り
組
み
や
す
い
ス
ポ
ー

ツ
や
運
動
の
活
動
を
支
援
し

、
機

会
を
充
実
さ
せ
る

ス
ポ
ー
ツ
を
観
戦
す
る
機
会
を
充

実
さ
せ
る

わ
か
ら
な
い

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
選
手
の
講
演
や
指
導
を
受

け
る
機
会
を
増
や
す

総
合
体
育
館
を
つ
く
り
ス
ポ
ー
ツ

に
触
れ
る
機
会
を
充
実
さ
せ
る

障
が
い
者
の
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
の

活
動
を
支
援
し

、
機
会
を
充
実
さ

せ
る

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成
や
活
動

を
支
援
す
る

ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
体
制

づ
く
り

、
人
材
育
成
を
支
援
す
る

そ
の
他

923 44.6% 30.4% 25.6% 23.9% 17.9% 16.4% 15.0% 14.4% 14.1% 12.7% 12.4% 12.2% 11.4% 9.8% 9.3% 5.5% 0.7%

会社員 295 40.7% 22.0% 28.8% 28.5% 11.2% 21.4% 15.6% 15.3% 14.6% 13.9% 15.9% 12.9% 12.9% 7.1% 10.5% 4.4% 1.4%

公務員・教職員 39 6.4% 23.1% 33.3% 30.8% 15.4% 30.8% 20.5% 17.9% 25.6% 12.8% 7.7% 7.7% 12.8% 5.1% 2.6% 5.1% 0.0%

パート・アルバイト 115 19.3% 25.2% 25.2% 24.3% 16.5% 18.3% 12.2% 5.2% 13.0% 10.4% 10.4% 13.0% 9.6% 11.3% 5.2% 4.3% 0.0%

自営業 67 9.5% 19.4% 20.9% 26.9% 11.9% 13.4% 13.4% 22.4% 10.4% 11.9% 14.9% 14.9% 9.0% 7.5% 9.0% 7.5% 1.5%

農林業 53 6.4% 39.6% 13.2% 20.8% 22.6% 15.1% 15.1% 15.1% 11.3% 9.4% 17.0% 13.2% 7.5% 5.7% 11.3% 3.8% 0.0%

学生 19 3.1% 15.8% 26.3% 15.8% 15.8% 10.5% 15.8% 15.8% 10.5% 26.3% 10.5% 31.6% 21.1% 10.5% 31.6% 21.1% 0.0%

専業主婦・主夫 95 19.3% 42.1% 29.5% 25.3% 33.7% 10.5% 16.8% 9.5% 20.0% 10.5% 5.3% 8.4% 11.6% 12.6% 6.3% 3.2% 0.0%

無職 193 29.5% 45.1% 22.3% 16.6% 22.8% 10.4% 14.0% 18.7% 11.4% 12.4% 9.8% 9.3% 8.8% 13.0% 9.8% 7.3% 0.5%

その他 40 3.7% 30.0% 22.5% 17.5% 17.5% 10.0% 12.5% 2.5% 12.5% 17.5% 17.5% 20.0% 20.0% 15.0% 7.5% 7.5% 0.0%

無回答 7 1.7% 28.6% 42.9% 28.6% 14.3% 28.6% 28.6% 42.9% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 14.3% 28.6% 0.0% 0.0%

伊達地域 215 48.4% 28.4% 27.0% 29.3% 16.7% 19.5% 16.3% 17.2% 16.7% 13.5% 12.6% 16.3% 9.3% 12.6% 11.2% 6.0% 0.5%

梁川地域 212 44.3% 31.6% 25.9% 21.7% 18.9% 17.0% 17.0% 15.1% 13.2% 16.0% 14.2% 9.0% 9.9% 9.0% 8.5% 7.1% 0.0%

保原地域 337 42.4% 28.2% 25.2% 23.7% 17.5% 13.4% 13.9% 13.1% 12.8% 11.0% 9.8% 11.9% 14.2% 8.6% 9.2% 4.5% 1.5%

霊山地域 94 45.7% 28.7% 27.7% 19.1% 17.0% 17.0% 13.8% 13.8% 12.8% 14.9% 16.0% 13.8% 10.6% 8.5% 6.4% 3.2% 0.0%

月舘地域 51 35.3% 45.1% 15.7% 21.6% 21.6% 19.6% 9.8% 5.9% 13.7% 5.9% 17.6% 9.8% 9.8% 9.8% 9.8% 5.9% 0.0%

無回答 14 71.4% 57.1% 28.6% 21.4% 21.4% 14.3% 14.3% 28.6% 28.6% 0.0% 0.0% 7.1% 7.1% 14.3% 14.3% 14.3% 0.0%

全体

職
業

居
住
地
域

44.6%

30.4%

25.6%
23.9%

17.9%
16.4% 15.0% 14.4% 14.1% 12.7% 12.4% 12.2% 11.4%

9.8% 9.3%

5.5%

0.7%
0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%



 スポーツ観戦に⾏く⼈の全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『観戦には⾏かない』が38.7%となっており、次点に『⼦ども等家族や
知り合いが出場する試合は観戦に⾏く』が23.7%、『⼊場料を払ってでも観戦に⾏く』が16.7%となっています。
観戦には⾏く⼈の全体の割合を⾒ていくと49.7%と約半分の⼈が観戦に⾏っています。

 性別ごとに⾒ていくと、『⼊場料を払ってでも観戦に⾏く』では『男性』の⽅が『⼥性』より10%上回っていますが、観戦に⾏く⼈
の割合の合計はほぼ同等となっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『⼦ども等家族や知り合いが出場する試合は観戦に⾏く』では『30代』『40代』『50代』と⼦育て世代が
⾼い割合になっています。
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スポーツ観戦の習慣（性別、年齢別）

問24 あなたは、スポーツ観戦に⾏きますか。（１つに○印）

n=

923

男性 462

女性 455

その他 1

無回答 5

全体

性
別

1%未満のデータラベルは非表示

入場料を

払ってでも

観戦に行く

入場料が無

料であれば

観戦に行く

子ども等家族や

知り合いが出場

する試合は観戦

に行く

観戦には行

かない
その他 わからない 無回答

16.7%

22.1%

11.4%

9.3%

8.4%

10.3%

23.7%

20.1%

27.5%

20.0%

38.7%

36.1%

41.1%

100.0%

40.0%

1.2%

1.5%

7.3%

9.7%

4.6%

20.0%

3.1%

2.6%

3.5%

20.0%

n=

923

10代 15

20代 50

30代 98

40代 121

50代 147

60代 224

70歳以上 263

無回答 5
1%未満のデータラベルは非表示

全体

年
齢

16.7%

13.3%

22.0%

13.3%

17.4%

19.7%

21.0%

11.8%

9.3%

13.3%

4.0%

11.2%

11.6%

11.6%

8.5%

7.6%

20.0%

23.7%

13.3%

16.0%

18.4%

28.1%

22.4%

19.6%

30.0%

20.0%

38.7%

46.7%

46.0%

48.0%

33.1%

38.1%

37.5%

37.3%

40.0%

1.2%

3.3%

1.4%

1.1%

7.3%

13.3%

12.0%

7.1%

5.8%

5.4%

9.4%

6.1%

3.1%

2.0%

1.4%

3.1%

6.1%

20.0%



 スポーツ観戦に⾏く⼈を職業ごとに⾒ていくと、『公務員・教職員』ではスポーツ観戦に⾏く⼈の合計の割合が唯一60％を超
えています。

 地域ごとに⾒ていくと、『⽉舘地域』の『⼦ども等家族や知り合いが出場する試合は観戦に⾏く』が29.4％と他に⽐べ⾼くなっ
ています。
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スポーツ観戦の習慣（職業別、居住地域別）

問24 あなたは、スポーツ観戦に⾏きますか。（１つに○印）

n=

923

会社員 295

公務員・教職員 39

パート・アルバイト 115

自営業 67

農林業 53

学生 19

専業主婦・主夫 95

無職 193

その他 40

無回答 7

全体

職
業

1%未満のデータラベルは非表示

入場料を

払ってでも

観戦に行く

入場料が無

料であれば

観戦に行く

子ども等家族や

知り合いが出場

する試合は観戦

に行く

観戦には行

かない
その他 わからない 無回答

16.7%

21.4%

23.1%

11.3%

16.4%

22.6%

15.8%

10.5%

14.5%

12.5%

9.3%

8.1%

5.1%

14.8%

3.0%

3.8%

21.1%

16.8%

7.8%

10.0%

23.7%

21.4%

33.3%

27.0%

32.8%

22.6%

15.8%

23.2%

21.8%

20.0%

42.9%

38.7%

39.7%

33.3%

35.7%

35.8%

37.7%

42.1%

40.0%

39.9%

40.0%

42.9%

1.2%

1.0%

5.1%

3.0%

2.1%

7.3%

7.1%

8.7%

4.5%

9.4%

5.3%

3.2%

9.8%

12.5%

3.1%

1.4%

2.6%

4.5%

3.8%

6.3%

4.1%

5.0%

14.3%

n=

923

伊達地域 215

梁川地域 212

保原地域 337

霊山地域 94

月舘地域 51

無回答 14
1%未満のデータラベルは非表示

全体

居
住
地
域

16.7%

17.7%

17.0%

16.3%

19.1%

13.7%

9.3%

7.9%

7.1%

11.3%

9.6%

11.8%

7.1%

23.7%

24.7%

23.6%

23.7%

18.1%

29.4%

28.6%

38.7%

40.0%

40.1%

36.5%

40.4%

33.3%

57.1%

1.2%

2.7%

7.3%

8.4%

8.0%

5.3%

10.6%

7.8%

3.1%

3.8%

4.2%

2.1%

3.9%

7.1%



問25 あなたは、過去１年間に地域活動（環境整備、防災活動、地域内での⼦育てなど、
お住いの地域に対して愛着を持って自主的に⾏う活動）に参加したことがありますか。

（あてはまるものすべてに○印）

 過去１年間に地域活動（環境整備、防災活動、地域内での⼦育てなど、お住いの地域に対して愛着を持って自主的に⾏
う活動）に参加したことがあるかという回答を全体で⾒ていくと、最も⾼いのは『町内会・自治会など』が47.0%となり、次点に
『参加していない』が34.7%、『お祭りや地域のイベントなど』が25.7%となっています。

 性別ごとに⾒ていくと、『町内会・自治会など』では『男性』の⽅が10%以上割合が上となっており、『参加していない』部分でも
『⼥性』の⽅が割合が⾼いため、男性の⽅が地域活動に参加している傾向にあります。

 年齢ごとに⾒ていくと、『町内会・自治会など』では年齢が上がるにつれて、割合が⾼くなっています。また、『⼦ども会』や
『PTA』は⼦育て世代の『30代』『40代』が割合が⾼くなっています。
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地域活動への参加経験（性別、年齢別） （複数回答）

6 地域活動について



 職業ごとに⾒ていくと、『公務員・教職員』『農林業』では他に⽐べ『参加していない』の割合が低く、『町内会・自治会など』
『お祭りや地域のイベントなど』での割合が⾼いことから地域活動への参加率が⾼いと思われます。

 地域ごとに⾒ていくと、数値の前後はありますが、上位項目は変わりません。
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地域活動への参加経験（職業別、居住地域別）（複数回答）

問25 あなたは、過去１年間に地域活動（環境整備、防災活動、地域内での⼦育てなど、
お住いの地域に対して愛着を持って自主的に⾏う活動）に参加したことがありますか。

（あてはまるものすべてに○印）

n=10以上の場合

[比率の差]無回答除く
全体+10ポイント
全体+5ポイント

n=

町
内
会
・
自
治
会
な
ど

参
加
し
て
い
な
い

お
祭
り
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

Ｐ
Ｔ
Ａ

子
ど
も
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

消
防
団

婦
人
会

老
人
ク
ラ
ブ

そ
の
他

923 47.0% 34.7% 25.7% 8.5% 7.9% 4.9% 4.0% 3.4% 2.6% 1.1%

会社員 295 41.7% 36.3% 27.5% 12.2% 8.8% 3.4% 7.8% 0.3% 0.7% 0.3%

公務員・教職員 39 56.4% 15.4% 41.0% 15.4% 15.4% 10.3% 0.0% 0.0% 0.0% 2.6%

パート・アルバイト 115 47.8% 38.3% 23.5% 11.3% 13.9% 3.5% 0.9% 6.1% 1.7% 1.7%

自営業 67 56.7% 34.3% 23.9% 6.0% 4.5% 6.0% 6.0% 4.5% 1.5% 0.0%

農林業 53 64.2% 15.1% 30.2% 7.5% 5.7% 5.7% 3.8% 3.8% 3.8% 0.0%

学生 19 15.8% 52.6% 26.3% 0.0% 10.5% 15.8% 0.0% 0.0% 0.0% 5.3%

専業主婦・主夫 95 42.1% 33.7% 22.1% 9.5% 9.5% 7.4% 0.0% 8.4% 1.1% 0.0%

無職 193 49.7% 38.3% 20.7% 1.6% 2.6% 4.1% 1.6% 5.2% 6.7% 2.1%

その他 40 47.5% 37.5% 32.5% 5.0% 7.5% 2.5% 7.5% 0.0% 5.0% 2.5%

無回答 7 57.1% 14.3% 28.6% 14.3% 0.0% 14.3% 14.3% 0.0% 14.3% 0.0%

伊達地域 215 47.0% 36.7% 24.7% 7.9% 11.6% 4.2% 2.3% 0.5% 4.2% 2.3%

梁川地域 212 46.2% 35.8% 23.1% 6.6% 7.1% 5.2% 1.9% 3.3% 1.4% 0.5%

保原地域 337 46.0% 32.9% 24.6% 10.1% 6.8% 4.7% 5.0% 3.9% 1.8% 0.6%

霊山地域 94 46.8% 39.4% 31.9% 9.6% 6.4% 3.2% 7.4% 6.4% 3.2% 1.1%

月舘地域 51 54.9% 25.5% 35.3% 5.9% 3.9% 5.9% 7.8% 5.9% 5.9% 2.0%

無回答 14 57.1% 28.6% 28.6% 7.1% 14.3% 21.4% 0.0% 7.1% 0.0% 0.0%

全体

職
業

居
住
地
域

47.0%

34.7%

25.7%

8.5% 7.9%
4.9% 4.0% 3.4% 2.6%

1.1%
0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%



 地域活動に参加したいと思う⼈の割合を⾒ていくと、最も⾼いのは『どちらともいえない』が34.3%、次点に『どちらかといえば参
加したい』が23.2%、『どちらかといえば参加したくない』が15.4%と続いています。それぞれ参加したい、参加したくないの全体
の割合を⾒ていくと、35.9%・27.4%と参加したい⼈の⽅が少数ですが多くなっています。

 性別ごとに⾒ていくと、『男性』の⽅が参加したいと思う⼈の全体の割合が多くなっています。 『⼥性』は参加したい、参加した
くないの割合の合計はほぼ同等になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、参加したい⼈の全体の割合が最も⾼いのは『20代』で44.0%となっています。一⽅で、『10代』では『ど
ちらともいえない』の割合も最も⾼く53.3%となっています。
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地域活動への参加意向（性別、年齢別）

問26 あなたは、地域活動に参加したいと思いますか。（１つに○印）

n=

923

男性 462

女性 455

その他 1

無回答 5

全体

性
別

1%未満のデータラベルは非表示

参加したい
どちらかといえ

ば参加したい

どちらともいえ

ない

どちらかといえ

ば参加したくな

い

参加したくない 無回答

12.7%

16.0%

9.0%

40.0%

23.2%

25.5%

21.1%

34.3%

32.3%

36.9%

15.4%

11.9%

18.7%

40.0%

11.9%

12.1%

11.6%

100.0%

2.5%

2.2%

2.6%

20.0%

n=

923

10代 15

20代 50

30代 98

40代 121

50代 147

60代 224

70歳以上 263

無回答 5
1%未満のデータラベルは非表示

全体

年
齢

12.7%

6.7%

16.0%

8.2%

7.4%

10.2%

11.6%

18.3%

40.0%

23.2%

13.3%

28.0%

19.4%

26.4%

16.3%

27.2%

23.6%

34.3%

53.3%

30.0%

27.6%

34.7%

38.8%

33.0%

35.7%

15.4%

13.3%

6.0%

20.4%

17.4%

19.7%

16.1%

11.0%

40.0%

11.9%

13.3%

20.0%

23.5%

13.2%

13.6%

9.4%

6.8%

2.5%

1.0%

1.4%

2.7%

4.6%

20.0%



 職業ごとに⾒ていくと、『農林業』では参加したい⼈の全体の割合が最も⾼く、47.2%となっています。また、参加したくないと
回答した⼈の割合も他の職業に⽐べ低くなっています。

 地域ごとに⾒ていくと、『保原地域』の『参加したい』が唯一10%を下回っています。
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地域活動への参加意向（職業別、居住地域別）

問26 あなたは、地域活動に参加したいと思いますか。（１つに○印）

n=

923

会社員 295

公務員・教職員 39

パート・アルバイト 115

自営業 67

農林業 53

学生 19

専業主婦・主夫 95

無職 193

その他 40

無回答 7

全体

職
業

1%未満のデータラベルは非表示

参加したい
どちらかといえ

ば参加したい

どちらともいえ

ない

どちらかといえ

ば参加したくな

い

参加したくない 無回答

12.7%

11.5%

10.3%

10.4%

16.4%

20.8%

10.5%

11.6%

11.9%

17.5%

28.6%

23.2%

22.4%

35.9%

13.9%

23.9%

26.4%

26.3%

23.2%

25.4%

27.5%

14.3%

34.3%

33.2%

35.9%

39.1%

28.4%

35.8%

36.8%

42.1%

35.2%

17.5%

15.4%

18.3%

12.8%

18.3%

14.9%

5.7%

15.8%

11.6%

13.5%

15.0%

42.9%

11.9%

13.6%

5.1%

15.7%

13.4%

7.5%

10.5%

7.4%

10.9%

17.5%

2.5%

1.0%

2.6%

3.0%

3.8%

4.2%

3.1%

5.0%

14.3%

n=

923

伊達地域 215

梁川地域 212

保原地域 337

霊山地域 94

月舘地域 51

無回答 14
1%未満のデータラベルは非表示

全体

居
住
地
域

12.7%

15.8%

13.2%

8.6%

14.9%

17.6%

21.4%

23.2%

20.9%

23.1%

24.3%

23.4%

23.5%

28.6%

34.3%

34.4%

35.4%

35.3%

35.1%

27.5%

14.3%

15.4%

16.3%

14.2%

16.0%

12.8%

15.7%

21.4%

11.9%

11.6%

11.3%

11.9%

12.8%

15.7%

7.1%

2.5%

2.8%

3.9%

1.1%

7.1%



 市⺠が⾏っている地域活動にどの程度感謝しているかを⾒ていくと、全体で最も⾼いのは『まあまあ感謝している』が41.8%、
次点に『とても感謝している』が28.8%、『どちらでもない』が20.4%となっています。感謝している⼈の合計の割合は70%を
超えています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ変わらない割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『20代』で『とても感謝している』が36.0％と他に⽐べて⾼くなっています。また、『60代』では『まあまあ
感謝している』が48.2％と他に⽐べ⾼くなっています。
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市⺠が⾏う地域活動への感謝について（性別、年齢別）

問27 あなたは、市⺠が⾏っている地域活動にどの程度感謝していますか。（１つに○印）

n=

923

男性 462

女性 455

その他 1

無回答 5

全体

性
別

1%未満のデータラベルは非表示

とても感謝し

ている

まあまあ感謝

している
どちらでもない

それほど感謝

していない
感謝していない 無回答

28.8%

27.9%

29.5%

60.0%

41.8%

42.4%

41.3%

100.0%

20.0%

20.4%

19.7%

21.1%

20.0%

4.7%

6.3%

3.1%

1.8%

1.5%

2.2%

2.5%

2.2%

2.9%

n=

923

10代 15

20代 50

30代 98

40代 121

50代 147

60代 224

70歳以上 263

無回答 5
1%未満のデータラベルは非表示

全体

年
齢

28.8%

26.7%

36.0%

31.6%

30.6%

31.3%

22.3%

29.7%

40.0%

41.8%

33.3%

40.0%

35.7%

43.0%

38.8%

48.2%

41.1%

20.0%

20.4%

26.7%

18.0%

19.4%

16.5%

22.4%

22.8%

19.0%

40.0%

4.7%

6.7%

4.0%

8.2%

6.6%

4.8%

3.1%

3.8%

1.8%

6.7%

2.0%

4.1%

2.5%

1.9%

2.5%

1.0%

2.0%

2.7%

4.6%



 職業ごとに⾒ていくと、感謝している全体の割合が『公務員・教職員』が84.6%と他の職業の割合より約10%⾼く、突出して
います。

 地域ごとに⾒ていくと、いずれの地域も、全体の合計と同じく感謝している⼈の合計の割合は約70％と⾼い数値になっていま
す。
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市⺠が⾏う地域活動への感謝について（職業別、居住地域別）

問27 あなたは、市⺠が⾏っている地域活動にどの程度感謝していますか。（１つに○印）

n=

923

会社員 295

公務員・教職員 39

パート・アルバイト 115

自営業 67

農林業 53

学生 19

専業主婦・主夫 95

無職 193

その他 40

無回答 7

全体

職
業

1%未満のデータラベルは非表示

とても感謝し

ている

まあまあ感謝

している
どちらでもない

それほど感謝

していない
感謝していない 無回答

28.8%

27.5%

41.0%

25.2%

34.3%

20.8%

42.1%

37.9%

27.5%

17.5%

28.6%

41.8%

42.7%

43.6%

39.1%

38.8%

49.1%

21.1%

33.7%

45.6%

47.5%

42.9%

20.4%

20.7%

12.8%

25.2%

16.4%

20.8%

26.3%

21.1%

17.6%

25.0%

28.6%

4.7%

5.1%

2.6%

7.0%

7.5%

3.8%

5.3%

2.1%

4.7%

1.8%

3.1%

1.7%

5.3%

1.1%

1.6%

2.5%

2.5%

1.0%

1.7%

3.0%

5.7%

4.2%

3.1%

7.5%

n=

923

伊達地域 215

梁川地域 212

保原地域 337

霊山地域 94

月舘地域 51

無回答 14
1%未満のデータラベルは非表示

全体

居
住
地
域

28.8%

34.0%

23.1%

27.9%

29.8%

27.5%

57.1%

41.8%

38.1%

43.9%

42.4%

46.8%

41.2%

21.4%

20.4%

19.5%

22.2%

20.8%

18.1%

21.6%

7.1%

4.7%

5.1%

5.2%

4.5%

2.1%

5.9%

7.1%

1.8%

1.9%

3.3%

2.1%

2.0%

7.1%

2.5%

1.4%

2.4%

3.9%

1.1%

2.0%



問28 あなたは、伊達市の魅⼒（豊かな自然、歴史⽂化や伝統芸能など）を友⼈や知⼈におすすめしたいと思いますか。
（１つに○印）

 伊達市の魅⼒（豊かな自然、歴史⽂化や伝統芸能など）を友⼈や知⼈におすすめしたいと思う⼈の全体を⾒ていくと、最も
⾼いのは『どちらともいえない』が44.2%、次点に『どちらかといえばおすすめしたい』が30.3%、『おすすめしたい』が15.4%と
なっています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ変わらない割合となっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』ではおすすめしたいと思う⼈の全体の割合が最も低く、26.6%となっています。『どちらかといえば
おすすめしたい』については年齢が上がるにつれて、⾼くなる傾向にあります。
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伊達市の魅⼒をおすすめしたいか（性別、年齢別）

7 情報発信について

n=

923

男性 462

女性 455

その他 1

無回答 5

全体

性
別

1%未満のデータラベルは非表示

おすすめしたい
どちらかといえば

おすすめしたい

どちらともいえ

ない

どちらかといえば

おすすめしたくない
おすすめしたくない 無回答

15.4%

15.8%

14.7%

40.0%

30.3%

28.4%

32.7%

44.2%

45.0%

43.7%

20.0%

3.9%

4.3%

3.3%

100.0%

3.0%

3.5%

2.4%

20.0%

3.1%

3.0%

3.1%

20.0%

n=

923

10代 15

20代 50

30代 98

40代 121

50代 147

60代 224

70歳以上 263

無回答 5
1%未満のデータラベルは非表示

全体

年
齢

15.4%

13.3%

20.0%

16.3%

12.4%

10.9%

10.7%

21.7%

40.0%

30.3%

13.3%

26.0%

29.6%

33.1%

31.3%

34.8%

27.4%

44.2%

46.7%

46.0%

42.9%

41.3%

45.6%

47.8%

41.8%

40.0%

3.9%

13.3%

4.0%

4.1%

9.9%

4.8%

1.3%

2.3%

3.0%

13.3%

4.0%

6.1%

1.7%

5.4%

1.8%

1.5%

3.1%

1.0%

1.7%

2.0%

3.6%

5.3%

20.0%



 職業ごとに⾒ていくと、『公務員・教職員』でのおすすめしたい⼈の全体の割合は64.1%で突出しています。

 地域ごとに⾒ていくと、『霊⼭地域』ではおすすめしたい⼈の全体の割合が唯一50％と超えています。
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伊達市の魅⼒をおすすめしたいか（職業別、居住地域別）

問28 あなたは、伊達市の魅⼒（豊かな自然、歴史⽂化や伝統芸能など）を友⼈や知⼈におすすめしたいと思いますか。
（１つに○印）

n=

923

会社員 295

公務員・教職員 39

パート・アルバイト 115

自営業 67

農林業 53

学生 19

専業主婦・主夫 95

無職 193

その他 40

無回答 7

全体

職
業

1%未満のデータラベルは非表示

おすすめしたい
どちらかといえば

おすすめしたい

どちらともいえ

ない
どちらかといえば

おすすめしたくない
おすすめしたくない 無回答

15.4%

12.2%

17.9%

15.7%

13.4%

13.2%

21.1%

16.8%

18.1%

20.0%

28.6%

30.3%

31.9%

46.2%

31.3%

34.3%

41.5%

21.1%

25.3%

24.4%

27.5%

14.3%

44.2%

43.4%

30.8%

48.7%

40.3%

39.6%

42.1%

46.3%

47.2%

45.0%

42.9%

3.9%

5.4%

5.1%

1.7%

7.5%

1.9%

10.5%

4.2%

2.1%

3.0%

4.7%

1.5%

5.3%

2.1%

4.7%

3.1%

2.4%

1.7%

3.0%

3.8%

5.3%

3.6%

7.5%

14.3%

n=

923

伊達地域 215

梁川地域 212

保原地域 337

霊山地域 94

月舘地域 51

無回答 14
1%未満のデータラベルは非表示

全体

居
住
地
域

15.4%

16.7%

13.7%

13.6%

20.2%

15.7%

28.6%

30.3%

26.0%

32.1%

30.3%

38.3%

29.4%

21.4%

44.2%

48.8%

43.9%

44.5%

34.0%

45.1%

35.7%

3.9%

3.3%

3.8%

5.0%

1.1%

5.9%

3.0%

3.7%

3.3%

2.1%

4.3%

3.9%

3.1%

1.4%

3.3%

4.5%

2.1%

14.3%



 伊達市の魅⼒をどの発信⽅法で伝えるのが良いと思うかの回答の全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『インターネット（ホームペー
ジ、SNS、YouTube 等）』で51.9%、次点に『TV やラジオなどのメディア』が21.2%、『チラシや雑誌等の紙媒体』が
11.3%となっています。約半数の割合がインターネットでの発信を選択しています。

 性別ごとに⾒ていくと、全体の数値とほぼ変わらない割合になっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』『20代』『30代』では『インターネット（ホームページ、SNS、YouTube 等）』の割合が⾼く、
70〜80％を超えています。『TVやラジオなどのメディア』等は低くなっており、若者世代ではインターネットを多く活⽤しているよ
うです。
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伊達市の魅⼒を発信する⽅法（性別、年齢別）

問29 あなたは、伊達市の魅⼒をどの発信⽅法で伝えるのが良いと思いますか。（１つに○印）

n=

923

男性 462

女性 455

その他 1

無回答 5

全体

性
別

1%未満のデータラベルは非表示

インターネット（ホー

ムページ、ＳＮＳ、

YouTube 等）

TV やラジオなど

のメディア

チラシや雑誌等

の紙媒体

人から人への口コ

ミ
その他 無回答

51.9%

49.6%

54.1%

100.0%

60.0%

21.2%

22.5%

20.2%

11.3%

11.9%

10.8%

10.7%

10.8%

10.8%

1.6%

1.9%

1.1%

20.0%

3.3%

3.2%

3.1%

20.0%

n=

923

10代 15

20代 50

30代 98

40代 121

50代 147

60代 224

70歳以上 263

無回答 5
1%未満のデータラベルは非表示

全体

年
齢

51.9%

73.3%

84.0%

73.5%

63.6%

56.5%

48.7%

31.2%

60.0%

21.2%

6.7%

6.0%

9.2%

17.4%

23.1%

26.8%

25.5%

20.0%

11.3%

2.0%

7.1%

5.8%

6.1%

11.2%

20.9%

10.7%

20.0%

6.0%

9.2%

8.3%

10.2%

9.8%

14.1%

1.6%

2.0%

2.5%

2.0%

2.3%

3.3%

1.0%

2.5%

2.0%

2.7%

6.1%

20.0%



 職業ごとに⾒ていくと、『学生』は『インターネット（ホームページ、SNS、YouTube 等）』で84.2%、『チラシや雑誌等の紙
媒体』では0%とインターネットの活⽤が顕著になっています。

 地域ごとに⾒ていくと、は全体と同じく『インターネット（ホームページ、SNS、YouTube 等）』が⾼くなっています。
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伊達市の魅⼒を発信する⽅法（職業別、居住地域別）

問29 あなたは、伊達市の魅⼒をどの発信⽅法で伝えるのが良いと思いますか。（１つに○印）

n=

923

会社員 295

公務員・教職員 39

パート・アルバイト 115

自営業 67

農林業 53

学生 19

専業主婦・主夫 95

無職 193

その他 40

無回答 7

全体

職
業

1%未満のデータラベルは非表示

インターネット（ホー

ムページ、ＳＮＳ、

YouTube 等）

TV やラジオなど

のメディア

チラシや雑誌

等の紙媒体

人から人への口

コミ
その他 無回答

51.9%

65.8%

59.0%

53.9%

41.8%

32.1%

84.2%

36.8%

40.4%

52.5%

71.4%

21.2%

15.6%

17.9%

22.6%

28.4%

30.2%

5.3%

28.4%

24.9%

15.0%

11.3%

8.8%

2.6%

9.6%

11.9%

18.9%

16.8%

13.0%

17.5%

10.7%

6.8%

17.9%

10.4%

13.4%

11.3%

10.5%

14.7%

13.0%

7.5%

14.3%

1.6%

1.4%

2.6%

1.5%

1.9%

3.6%

2.5%

3.3%

1.7%

3.5%

3.0%

5.7%

3.2%

5.2%

5.0%

14.3%

n=

923

伊達地域 215

梁川地域 212

保原地域 337

霊山地域 94

月舘地域 51

無回答 14
1%未満のデータラベルは非表示

全体

居
住
地
域

51.9%

58.1%

47.6%

49.6%

50.0%

56.9%

71.4%

21.2%

14.4%

24.5%

23.4%

24.5%

19.6%

7.1%

11.3%

12.6%

14.6%

8.9%

8.5%

11.8%

14.3%

10.7%

10.7%

9.9%

11.6%

11.7%

9.8%

1.6%

2.3%

1.8%

2.1%

2.0%

3.3%

1.9%

2.8%

4.7%

3.2%

7.1%



問30 あなたは、「家族の中」が男⼥平等になっていると感じていますか。（１つに○印）

 「家族の中」が男⼥平等になっていると感じていますかの回答の全体を⾒ていくと、最も⾼いのは『平等になっている』が
40.5％、次点に『どちらかといえば男性が優遇されている』が27.2%、『わからない』が14.4%となっています。男性が優遇さ
れていると感じている⼈の全体の割合は35.1%となっており、⼥性が優遇されていると感じている⼈の全体の割合が7.6%と
⽐べると男性の⽅が優遇されていると感じている⼈は多いようです。

 性別ごとに⾒ていくと、『男性』が男性が優遇されているという意識は⾼くないようです。『⼥性』は男性の⽅が優遇されていると
感じている⼈が多くなっています。

 年齢ごとに⾒ていくと、『10代』では⼥性が優遇されている全体の割合の⽅が⾼いですが、『20代』から上の世代は全て男性
の⽅が優遇されている割合の⽅が⾼くなっています。

161

「家族の中」での男⼥平等について（性別、年齢別）

8 男⼥共同参画について

n=

923

男性 462

女性 455

その他 1

無回答 5

全体

性
別

1%未満のデータラベルは非表示

男性が優遇

されている

どちらかといえ

ば男性が優遇さ

れている

平等になっ

ている

どちらかといえ

ば女性が優遇さ

れている

女性が優遇

されている
わからない 無回答

7.9%

3.7%

12.1%

20.0%

27.2%

23.2%

31.2%

100.0%

20.0%

40.5%

47.2%

34.1%

20.0%

5.5%

6.3%

4.8%

2.1%

1.5%

2.6%

14.4%

15.8%

13.0%

20.0%

2.4%

2.4%

2.2%

20.0%

n=

923

10代 15

20代 50

30代 98

40代 121

50代 147

60代 224

70歳以上 263

無回答 5
1%未満のデータラベルは非表示

全体

年
齢

7.9%

4.0%

7.1%

14.0%

8.8%

6.3%

7.2%

20.0%

27.2%

6.7%

12.0%

31.6%

21.5%

32.0%

32.1%

25.5%

20.0%

40.5%

40.0%

46.0%

33.7%

34.7%

38.1%

39.7%

46.8%

40.0%

5.5%

13.3%

8.0%

8.2%

5.8%

4.8%

3.1%

6.1%

2.1%

13.3%

6.0%

1.0%

3.3%

1.4%

1.3%

1.5%

14.4%

26.7%

24.0%

17.3%

19.0%

13.6%

15.2%

8.7%

2.4%

1.0%

1.7%

1.4%

2.2%

4.2%

20.0%



 職業ごとに⾒ていくと、『専業主婦・主夫』では男性が優遇されていると感じている全体の割合は⾼く48.4％、次点に『パート・
アルバイト』で45.2%となっています。

 地域ごとに⾒ていくと、全体の回答と⼤きく変わりませんが、『男性が優遇されている』では『霊⼭地域』が唯一10%を超えてい
ます。
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「家族の中」での男⼥平等について（職業別、居住地域別）

問30 あなたは、「家族の中」が男⼥平等になっていると感じていますか。（１つに○印）

n=

923

伊達地域 215

梁川地域 212

保原地域 337

霊山地域 94

月舘地域 51

無回答 14
1%未満のデータラベルは非表示

全体

居
住
地
域

7.9%

7.4%

9.4%

5.9%

11.7%

7.8%

14.3%

27.2%

24.7%

27.4%

30.6%

20.2%

25.5%

35.7%

40.5%

45.1%

36.8%

38.3%

41.5%

52.9%

28.6%

5.5%

5.1%

5.7%

5.9%

5.3%

3.9%

7.1%

2.1%

2.3%

1.4%

1.8%

3.2%

3.9%

14.4%

14.4%

16.5%

13.9%

17.0%

5.9%

7.1%

2.4%

2.8%

3.6%

1.1%

7.1%

n=

923

会社員 295

公務員・教職員 39

パート・アルバイト 115

自営業 67

農林業 53

学生 19

専業主婦・主夫 95

無職 193

その他 40

無回答 7

全体

職
業

1%未満のデータラベルは非表示

男性が優遇

されている

どちらかといえ

ば男性が優遇さ

れている

平等になっ

ている

どちらかといえ

ば女性が優遇さ

れている

女性が優遇

されている

わからな

い
無回答

7.9%

8.8%

7.7%

11.3%

6.0%

5.7%

14.7%

4.1%

2.5%

14.3%

27.2%

24.4%

33.3%

33.9%

35.8%

30.2%

10.5%

33.7%

23.8%

10.0%

42.9%

40.5%

41.7%

46.2%

27.8%

32.8%

45.3%

47.4%

38.9%

46.1%

45.0%

28.6%

5.5%

6.4%

5.2%

9.0%

5.7%

5.3%

2.1%

5.2%

10.0%

2.1%

1.0%

2.6%

3.5%

1.5%

3.8%

15.8%

2.1%

1.0%

2.5%

14.4%

15.9%

10.3%

16.5%

11.9%

5.7%

21.1%

6.3%

16.6%

25.0%

2.4%

1.7%

1.7%

3.0%

3.8%

2.1%

3.1%

5.0%

14.3%



Ⅲ.過去に実施した年度調査との比較
（過去に実施した年度調査との比較が可能な設問について比較）



問２ あなたは、伊達市に対して「自分のまち」としての愛着をどの程度感じていますか。（１つに○印）

 令和3年度と令和5年度と令和6年度の⽐較を⾒ていくと、⼤きな変動はありませんでしたが、令和3年度と令和5年度の、
『愛着を感じている』では、令和5年度が令和3年度から約5％程低く、33.4%となっています。

164

伊達市への愛着度

まちへの愛着度と定住意向などについて

問３ あなたは、これからも伊達市に住み続けたいと思いますか。（１つに○印）

 令和3年度と令和5年度と令和6年度の⽐較を⾒ていくと、⼤きな変動はありませんでしたが、令和3年度と令和5年度の、
『どちらかといえば住み続けたい』では、令和3年度よりも、令和5年度の⽅が4%程⾼く、28.1％となっています。

今後の伊達市への定住意向



 令和3年度と令和5年度と令和6年度の⽐較を⾒ていくと、⼤きな変動はありませんが、『特に魅⼒を感じない』では年々⾼く
なっており、令和5年度から令和6年度では約5％程⾼く、14.7％となっています。『おいしい⾷べ物』では、令和3年度と⽐べ、
令和5年度、令和6年度共に約7%低く、21.2%・21.9%となっています。

165

伊達市の魅⼒

問４ あなたは、伊達市に備わっている魅⼒は何だと思いますか。（３つまで○印）



 令和3年度と令和5年度と令和6年度の⽐較を⾒ていくと、⼤きな変動はありませんが、『豊富な働く場』では令和6年度の⽅
が約5％程低くなっており、34.0％と改善傾向にあります。『活⼒ある産業や特産品』を⾒ていくと、令和3年度では20.2％、
令和5年度では14.8％と改善傾向でしたが、令和6年度では19.1％と約5％⾼くなっており、悪化しています。

166

伊達市に不⾜していること（複数回答）

問５ あなたは、伊達市に不⾜していることは何だと思いますか。（３つまで○印）

34.0%

30.4%

26.8%

21.0%

20.5%

19.5%

19.1%

12.2%

11.5%

8.0%

7.9%

6.0%

4.8%

4.6%

4.2%

3.0%

2.9%

2.4%

1.0%

5.1%

1.7%

36.1%

28.6%

26.1%

21.0%

19.0%

18.9%

14.8%

11.9%

11.7%

8.5%

7.8%

4.6%

8.0%

6.0%

4.1%

2.8%

2.5%

3.6%

2.0%

4.5%

2.0%

38.6%

31.0%

29.2%

21.2%

12.7%

21.9%

20.2%

12.6%

9.5%

9.2%

6.0%

4.4%

8.9%

5.8%

5.0%

4.3%

5.5%

3.0%

1.0%

3.5%

1.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

豊富な働く場

若者の遊ぶ場所

魅力ある観光資源

道路・交通の利便性

保健・医療環境

買物の利便性

活力ある産業や特産品

子育て・教育環境

福祉サービス

文化・スポーツ環境

上・下水道やごみ処理施設などの生活環境施設

おいしい食べ物

整備された情報通信網

住みやすい住宅地

人情味や地域の連帯感

消防・防災・防犯体制

その他

歴史文化や伝統芸能

豊かな自然

特に不足しているところはない

無回答

令和6年（2024年）n=923

令和5年（2023年）n=905

令和3年（2021年）n=1059



 令和元年度と令和3年度と令和5年度と令和6年度の⽐較を⾒ていくと、⼤きな反動はありませんが、令和元年度と令和6
年度では、『どちらかといえばそう思わない』が17.9％から29.9％と令和6年度では約10%⾼くなっています。『そう思わない』
『わからない』ではいずれも令和6年度の⽅が約5％低くなっており、16.7%・22.6%となっています。

167

市全体や各地域の特徴と課題がまちづくりに反映されているか

問６ あなたは、市全体や各地域の特徴と課題が伊達市のまちづくりに反映されていると思いますか。（１つに〇印）



168

今後のまちづくりの特⾊

問８ あなたは、今後のまちづくりにおいて、伊達市をどのような特⾊のあるまちにすべきだと考えますか。
（２つまで〇印）

●令和3年度と令和5年度と令和6年度の⽐較を⾒ていくと、『⼈にやさしい保健・医療・福祉の充実した健康・福祉のまち』では

令和3年度から約3％ずつ下がっており、36.2％・33.7％となっています。『⼦育て環境や⼦どもの教育環境が充実した⼦育

て・教育のまち』では令和3年度から約3％ずつ28.5％・30.2％と上がっています。



問９ あなたは、現在ご結婚をされていますか。（１つに○印）

 令和元年度と令和6年度の⽐較を⾒ていくと、『結婚している(既婚)』では令和6年度の⽅が約10％程⾼く、68.5％となっ
ています。『結婚していない(未婚)』を⾒ていくと、令和元年度の⽅が約20％程⾼く、34.4％となっており、結婚している⼈が
増加しています。

169

既婚・未婚について

結婚について

結婚している（既婚）
55.7%

結婚している（既婚）
68.5%

結婚していない（未婚）
34.4%

結婚していない（未婚）
18.4%

かつて結婚していたが、今は結婚し
ていない（離別・死別）

7.6%

かつて結婚していたが、今は結
婚していない（離別・死別）

9.3%

無回答
2.4%

無回答
3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度
n=624

令和6年度
n=923



 令和元年度と令和6年度の⽐較を⾒ていくと、ほぼ変動はありませんが、『職場や仕事の関係で』では令和元年度が
36.4％、令和6年度が32.3％と約4％減少しています。

170

知り合ったきっかけ

問10 問９で「１」と回答した⽅におたずねします。
あなた⽅ご夫婦はどのようなきっかけでお知り合いになりましたか。（１つに○印）

7.4%

32.3%

2.1%

4.4%

17.1%

20.9%

0.6%

3.3%

0.6%

3.2%

4.1%

0.9%

1.7%

1.3%

6.1%

36.4%

1.3%

4.8%

15.5%

21.4%

0.3%

2.4%

0.8%

1.6%

2.7%

1.6%

3.5%

1.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

学校で

職場や仕事の関係で

幼なじみ・隣人関係

学校以外のサークル活動やクラブ活動・習いごとで

友人や兄弟姉妹を通じて

お見合いで（親せき・上役などの紹介も含む）

結婚相談所で

コンパ・合コンで

婚活パーティーで

インターネットで

街なかや旅先で

アルバイト先で

その他

無回答

令和6年度
n=632

令和元年度
n=374



 令和元年度と令和6年度の⽐較を⾒ていくと、全体的に変動があります。まず、『夫婦ともに働いている(共働き)』『一⽅は働
いていないが、将来的な就業希望はある』では、いずれも令和元年度の⽅が⾼く、50.8％・8.3％となっております。『一⽅は
働いておらず、今のところ就業希望もない』『どちらも働いていない』では令和6年度の⽅が⾼く、19.5%・26.1%となっていま
す。

171

共働きの状況について

問11 問９で「１」と回答した⽅におたずねします。
あなたの家庭では、夫婦ともに働いていますか。あるいは一⽅のみが働いていますか。（１つに○印）

夫婦ともに働いている
（共働き）
50.8%

夫婦ともに働いている（共働
き）
42.7%

一方は働いていない
が、将来的な就業希望

はある
8.3%

一方は働いていないが、将来的
な就業希望はある

4.3%

一方は働いておらず、
今のところ就業希望も

ない
12.8%

一方は働いておらず、
今のところ就業希望も

ない
19.5%

どちらも働いていない
21.4%

どちらも働いていない
26.1%

無回答
6.7%

無回答
7.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度
n=374

令和6年度
n=440

問12 問９で「２」または「３」と回答した⽅におたずねします。
あなたの結婚についてのお考えは、次のうちどれに近いですか。（１つに○印）

すぐにでも結婚したい
6.7%

すぐにでも結婚したい
5.1%

２〜３年以内に結婚したい
5.3%

２〜３年以内に結婚したい
3.9%

いずれは結婚したい
35.0%

いずれは結婚したい
20.7%

結婚したいと思う（思ってい
た）が、結婚しないと思う

6.7%

結婚したいと思う（思ってい
た）が、結婚しないと思う

16.4%

結婚するつもりはない
22.6%

結婚するつもりはない
35.5%

わからない
19.4%

わからない
16.0%

無回答
4.2%

無回答
2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度
n=283

令和6年度
n=256

 令和元年度と令和6年度の⽐較を⾒ていくと、『いずれは結婚したい』では約15％程令和元年度の⽅が⾼く、35.0％となっ
ています。『結婚したいと思う(思っていた)が、結婚しないと思う』『結婚するつもりはない』では、いずれも令和6年度の⽅が約
10％程⾼く、16.4％・35.5％となっています。

結婚についての考え



 令和元年度と令和6年度の⽐較を⾒ていくと、『結婚するにはまだ若すぎるから』では、令和元年度の⽅が約10％程⾼く、
15.8％となっています。『結婚する必要性を感じないから』では令和6年度の⽅が約5％程⾼く、17.2%となっています。
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最もあてはまる理由に◎

問13 問９で「２」または「３」と答えた⽅におたずねします。
あなたが現在独身でいる理由は、次の中から選ぶとすればどれですか。
（最もあてはまる理由に◎印、２番目、３番目にあてはまる理由に○印）

3.9%

17.2%

4.3%

4.3%

7.0%

19.5%

6.3%

3.9%

1.6%

0.8%

7.0%

0.8%

23.4%

15.8%

12.0%

7.1%

2.5%

4.6%

17.4%

2.5%

3.7%

0.0%

0.8%

6.2%

0.0%

27.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

結婚するにはまだ若すぎるから

結婚する必要性を感じないから

今は、仕事（または学業）にうちこみたいから

今は、趣味や娯楽を楽しみたいから

独身の自由さや気楽さを失いたくないから

適当な相手とまだめぐり会わないから

異性とうまくつき合えないから

結婚資金が足りないから

結婚生活のための住居のめどがたたないから

親や周囲が結婚に同意しない（だろう）から

その他

すでに結婚が決まっている

無回答

令和6年度
n=256

令和元年度
n=241



 令和元年度と令和6年度の⽐較を⾒ていくと、『結婚するにはまだ若すぎるから』『今は、仕事(または学業)にうちこみたいか
ら』では、令和元年度の⽅が約10％⾼く、11.6％・16.2％となっています。『結婚する必要性を感じないから』『独身の自由
さや気楽さを失いたくないから』では令和6年度の⽅が⾼く、19.5％・27.0％となっております。
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2番目、3番目にあてはまる理由に○

問13 問９で「２」または「３」と答えた⽅におたずねします。
あなたが現在独身でいる理由は、次の中から選ぶとすればどれですか。
（最もあてはまる理由に◎印、２番目、３番目にあてはまる理由に○印）

3.5%

19.5%

4.7%

19.1%

27.0%

19.5%

10.5%

12.9%

5.5%

2.3%

7.8%

0.8%

22.7%

11.6%

14.1%

16.2%

15.8%

18.3%

19.5%

8.7%

12.0%

2.9%

2.1%

10.8%

1.7%

12.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

結婚するにはまだ若すぎるから

結婚する必要性を感じないから

今は、仕事（または学業）にうちこみたいから

今は、趣味や娯楽を楽しみたいから

独身の自由さや気楽さを失いたくないから

適当な相手とまだめぐり会わないから

異性とうまくつき合えないから

結婚資金が足りないから

結婚生活のための住居のめどがたたないから

親や周囲が結婚に同意しない（だろう）から

その他

すでに結婚が決まっている

無回答

令和6年度
n=256

令和元年度
n=241



●令和元年度と令和6年度の⽐較を⾒ていくと、『安定的な収⼊確保のための就職⽀援をする』『男⼥ともに⼦育てしやすい

職場の環境整備を推進する』では、いずれも令和6年度の⽅が約10％⾼く、37.3%・42.9%となっています。
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結婚⽀援で市が取り組むこと（複数回答）

問14 結婚⽀援について、市が取り組むこととして、あなたの考えに近いものはどれですか。（３つまで○印）

29.1%

11.9%

20.0%

8.5%

37.3%

23.9%

14.1%

42.9%

12.4%

11.4%

13.8%

1.5%

6.5%

32.1%

13.2%

18.6%

9.8%

29.3%

21.6%

14.7%

33.5%

7.7%

8.0%

11.5%

3.1%

15.2%

0.0% 5.0%10.0%15.0%20.0%25.0%30.0%35.0%40.0%45.0%50.0%

結婚したい男女の出会いの場づくり（街コン・婚活イベン
ト等）

結婚相談員を配置して、パートナー探しをきめ細かく支援
する

他市町村と連携して、広域的な結婚支援事業を展開する

異性とのつきあいが苦手な方を対象に、結婚支援講座を開
催する

安定的な収入確保のための就職支援をする

正規職員雇用を促進する

労働時間短縮などのワークライフバランス※を推進する

男女ともに子育てしやすい職場の環境整備を推進する

男性の家事・育児への参加を促すための取り組みや啓発を
進める

学校教育を通じて、若い世代からの結婚や子育てに関する
意義の啓発を進める

個人の問題なので、行政が支援策を実施する必要はない

その他

無回答

令和6年度
n=923

令和元年度
n=672



 令和元年度と令和6年度の⽐較を⾒ていくと、『3⼈』では令和6年度の⽅が約10％程⾼くなっており、45.4%となっていま
す。
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理想的な⼦どもの数

問15 あなたにとって、理想的な⼦どもの数は何⼈ですか。（１つに○印）

出産・⼦育てについて

問16 問９で「１．結婚している」と答えた⽅におたずねします。
あなた⽅ご夫婦は全部で（現在妊娠中のお⼦さんも含め）何⼈お⼦さんを持つご予定ですか。（１つに○印）

持つご予定の⼦どもの数

 令和元年度と令和6年度の⽐較を⾒ていくと、『3⼈』では令和6年度の⽅が約10％程⾼くなっており、29.0%となっていま
す。

4.7%

5.1%

3.5%

2.5%

34.2%

37.2%

45.4%

36.2%

2.1%

2.8%

0.4%

0.7%

9.8%

15.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和6年度
n=923

令和元年度
n=672

子どもはいらない １人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 無回答

5.1%

5.9%

10.0%

8.6%

39.2%

38.2%

29.0%

21.1%

2.8%

3.7%

0.5%

0.0%

13.4%

22.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和6年度
n=923

令和元年度
n=672

子どもはいらない １人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 無回答



●令和元年度と令和6年度の⽐較を⾒ていくと、『⼦育てや教育にお⾦がかかりすぎるから』では令和6年度の⽅が約40％程

⾼く、59.5％となっています。『⾼年齢で産むのは不安だから』も同じく、令和6年度の⽅が約5％程⾼くなっており、7.9%とな

っています。
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最もあてはまる理由に◎

問17 問９で「１．結婚している」と答えた⽅で、問16で答えた数が、問15で答えた数より少ない
（理想的な⼦どもの数 ＞ 持つご予定の⼦どもの数）⽅におたずねします。
持つご予定の⼦どもの数が、理想的な⼦どもの数より少ないのはなぜですか。
（あてはまる番号すべてに○印、その中で最もあてはまる理由に◎印）

59.5%

0.0%

4.8%

0.8%

0.8%

7.9%

2.4%

4.8%

0.8%

2.4%

9.5%

4.8%

1.6%

22.7%

0.0%

0.7%

0.7%

0.7%

2.8%

1.4%

3.5%

2.1%

0.7%

5.7%

0.0%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

子育てや教育にお金がかかりすぎるから

家が狭いから

自分の仕事（勤めや家業）に差し支えるから

子どもがのびのび育つ環境ではないから

自分や夫婦の生活を大切にしたいから

高年齢で産むのは不安だから

夫または妻が望まないから

健康上の理由から

これ以上、育児の心理的、肉体的負担に耐えられないから

夫または妻の家事・育児への協力が得られないから

ほしいけれどもできないから

末子が夫または妻の定年退職までに成人してほしいから

その他

令和6年度
n=923

令和元年度
n=672

※無回答については令和元年度時点でグラフに書き起こしていないため、今回も踏襲しております。



●令和元年度と令和6年度の⽐較を⾒ていくと、『⼦育てや教育にお⾦がかかりすぎるから』では令和元年度が約10％程⾼く

なっており、39.7％となっています。『自分の仕事(勤めや家業)に差し⽀えるから』『⾼年齢で産むのは不安だから』いずれも

5％程⾼く、24.6％・23.0％となっています。
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あてはまる理由にすべて○

問17 問９で「１．結婚している」と答えた⽅で、問16で答えた数が、問15で答えた数より少ない
（理想的な⼦どもの数 ＞ 持つご予定の⼦どもの数）⽅におたずねします。
持つご予定の⼦どもの数が、理想的な⼦どもの数より少ないのはなぜですか。
（あてはまる番号すべてに○印、その中で最もあてはまる理由に◎印）

※無回答については令和元年度時点でグラフに書き起こしていないため、今回も踏襲しております。

31.0%

7.9%

24.6%

11.1%

15.1%

23.0%

7.9%

10.3%

14.3%

6.3%

20.6%

8.7%

7.9%

39.7%

6.4%

17.7%

2.8%

4.3%

14.2%

5.7%

10.6%

14.9%

8.5%

15.6%

4.3%

10.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

子育てや教育にお金がかかりすぎるから

家が狭いから

自分の仕事（勤めや家業）に差し支えるから

子どもがのびのび育つ環境ではないから

自分や夫婦の生活を大切にしたいから

高年齢で産むのは不安だから

夫または妻が望まないから

健康上の理由から

これ以上、育児の心理的、肉体的負担に耐えられないから

夫または妻の家事・育児への協力が得られないから

ほしいけれどもできないから

末子が夫または妻の定年退職までに成人してほしいから

その他

令和6年度
n=923

令和元年度
n=672



●令和元年度と令和6年度の⽐較を⾒ていくと、⼤幅な変動はありませんが、『出産・⼦育てに関する⽀援制度等の情報提供

の充実』では16.6%と令和元年度より約3％程⾼くなっており、『保育所のサービス(預かり期間・保育の質等)の充実』では

令和元年度の⽅が約4%程⾼く、16.2％となっています。
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最も重要な取組に◎

問18 出産・⼦育て⽀援（⼩学校就学前まで）について、市が取り組むこととして、
特に重要と思うことは何ですか。
（最も重要な取組に◎印、２番目、３番目に重要な取組に○印）

16.6%

1.4%

3.0%

3.4%

9.2%

12.4%

1.0%

2.9%

4.1%

21.8%

3.4%

2.2%

1.8%

4.6%

12.6%

13.7%

0.9%

5.3%

2.3%

6.9%

16.2%

3.0%

3.6%

3.0%

20.1%

3.2%

3.9%

2.7%

0.2%

15.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

出産・子育てに関する支援制度等の情報提供の充実

出産・子育てに関する意識啓発、研修等の充実

出産・子育てに関する相談体制の充実

不妊治療に関する支援

小児医療・医療体制の充実

保育所のサービス（預かり時間、保育の質等）の充実

幼児教育（幼稚園等）の充実

屋外や屋内で安心して子どもを遊ばせることができる…

地域で子育てを支援する体制の充実

子育てに関する経済的な負担軽減、支援

労働時間短縮などワークライフバランスの推進

正規職員雇用の促進

育児休業等の取得促進

その他

無回答

令和6年度
n=923

令和元年度
n=672

※令和元年度では放射能に関する情報提供という設問がございましたが、今年度はないため割愛しております。



●令和元年度と令和6年度の⽐較を⾒ていくと、『⼩児医療・医療体制の充実』では令和6年度の⽅が約5％程⾼く、

22.4%となっています。『屋外や屋内で安⼼して⼦どもを遊ばせることができる場の充実』では令和元年度の⽅が約5%程

⾼く、15.7%となっています。
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2番目、3番目に重要な取組に○

問18 出産・⼦育て⽀援（⼩学校就学前まで）について、市が取り組むこととして、
特に重要と思うことは何ですか。
（最も重要な取組に◎印、２番目、３番目に重要な取組に○印）

15.5%

4.7%

10.9%

7.8%

22.4%

24.9%

8.0%

10.6%

10.6%

24.1%

12.1%

7.7%

11.8%

1.1%

15.7%

17.6%

2.3%

8.7%

6.2%

17.3%

29.2%

9.1%

15.7%

13.9%

26.7%

11.0%

11.0%

14.6%

2.1%

2.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

出産・子育てに関する支援制度等の情報提供の充実

出産・子育てに関する意識啓発、研修等の充実

出産・子育てに関する相談体制の充実

不妊治療に関する支援

小児医療・医療体制の充実

保育所のサービス（預かり時間、保育の質等）の充実

幼児教育（幼稚園等）の充実

屋外や屋内で安心して子どもを遊ばせることができる…

地域で子育てを支援する体制の充実

子育てに関する経済的な負担軽減、支援

労働時間短縮などワークライフバランスの推進

正規職員雇用の促進

育児休業等の取得促進

その他

無回答

令和6年度
n=923

令和元年度
n=672

※令和元年度では放射能に関する情報提供という設問がございましたが、今年度はないため割愛しております。



 令和3年度と令和5年度と6年度の⽐較を⾒ていくと、⼤きくは変動はありませんが、『どちらかといえば参加したい』『どちらともい
えない』では、いずれも年々低くなっています。
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地域活動への参加意向

問26 あなたは、地域活動に参加したいと思いますか。（１つに○印）

地域活動について

問27 あなたは、市⺠が⾏っている地域活動にどの程度感謝していますか。（１つに○印）

市⺠が⾏う地域活動への感謝について

 令和3年度と令和5年度と6年度の⽐較を⾒ていくと、⼤きな変動はありませんでしたが、『まあまあ感謝している』『どちらでもな
い』では、いずれも年々低くなっています。



 令和3年度と令和5年度と令和6年度の⽐較を⾒ていくと、⼤きな変動は⾒られませんでしたが、『どちらともいえない』では
年々低くなています。
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問28 あなたは、伊達市の魅⼒（豊かな自然、歴史⽂化や伝統芸能など）を友⼈や知⼈におすすめしたいと思いますか。
（１つに○印）

情報発信について

伊達市の魅⼒をおすすめしたいか



 令和5年度と令和6年度の⽐較を⾒ていくと、⼤きな変動はありませんが、『どちらかといえば男性が優遇されている』の項目で
は5％程減少しています。
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問30 あなたは、「家族の中」が男⼥平等になっていると感じていますか。（１つに○印）

男⼥共同参画について

「家族の中」での男⼥平等について


